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＜はしがき＞ 

 

平成２５年度にスタートした新学術領域研究「分⼦アーキテクトニクス」は、５年間の研究
期間を終え、平成３０年３⽉に終了いたしました。有機合成、表⾯科学、ナノ科学、物質科
学、理論科学、電⼦⼯学、情報⼯学などさまざまな分野を専⾨とする研究者が集い、分⼦素
⼦の新しいステージをめざして研究を展開してまいりました。その成果をとりまとめました
のでお届けいたします。この成果をもとに次の研究の芽が育つことをチーム⼀同願っており
ます。この５年間、さまざまな⽀援をいただいた皆様に⼼より感謝いたします。ありがとう
ございました。 

領域代表 夛⽥博⼀（⼤阪⼤学） 
 

１．交付決定額（配分額） 
 直接経費 間接経費 合計 

平成２５年度 257,300,000 77,190,000 334,490,000 

平成２６年度 223,900,000 65,140,000 291,040,000 

平成２７年度 220,900,000 66,300,000 287,200,000 

平成２８年度 215,500,000 64,650,000 280,150,000 

平成２９年度 197,200,000 59,160,000 256,360,000 

総計 1,114,800,000 334,440,000 1,449,240,000 
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２．研究組織（総：総括班，支：国際活動支援班，計：総括班及び国際活動支援班以外の計画研究，公：公募研究） 

研究 

項目 

課題番号 

研究課題名 
研究期間 代表者氏名 

所属機関 

部局 

職 

構成

員数 

X00 

総 

25110001 

分子アーキテクトニク

ス：単一分子の組織化

と新機能創成 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

夛田 博一 
大阪大学・大学院基礎工学研究

科・教授 
14 

A01 

計 

25110002 

非対称、非線形単分子

電気特性を示す有機・

無機混成分子系の合成

と機能集積化 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

小川 琢治 
大阪大学・大学院理学研究科・

教授 
1 

A01 

計 

25110003 

外部刺激変換型単分子

素子材料の合成とその

機能化 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

宇野 英満 
愛媛大学・大学院理工学研究

科・教授 
1 

A01 

計 

25110004 

分子アーキテクトニク

スに向けた機能性分子

合成と構造物性相関解

明 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

家 裕隆 
大阪大学・産業科学研究所・准

教授 
1 

A02 

計 

25110005 

単一分子磁石・基板の

接合界面におけるスピ

ンダイナミクス 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

米田 忠弘 
東北大学・多元物質科学研究

所・教授 
1 

A02 

計 

25110006 

吸着ナノ分子系の界面

原子構造と電子・スピ

ン物性 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

石田 浩 日本大学・文理学部・教授 4 

A02 

計 

25110007 

新規ナノカーボン材料

の表面／界面修飾によ

る特性制御とデバイス

応用 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

松本 和彦 
大阪大学・産業科学研究所・教

授 
1 

A02 

計 

25110008 

分子アーキテクトニク

スの土台となるヘテロ

システムの構築と量子

物性の探索 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

高木 紀明 
東京大学・新領域創成科学研究

科・准教授 
2 

ryoy
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研究 

項目 

課題番号 

研究課題名 
研究期間 代表者氏名 

所属機関 

部局 

職 

構成

員数 

A03 

計 

25110009 

単一分子と組織化分子

ネットワークの非線型

伝導理論 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

浅井 美博 

産業技術総合研究所・機能材料

コンピュテーショナルデザイン

リサーチセンター・研究センタ

ー長 

3 

A03 

計 

25110010 

機能性４探針ＳＴＭに

よる分子の電子・スピ

ン輸送特性の研究 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

長谷川 修司 
東京大学・大学院理学系研究

科・教授 
1 

A03 

計 

25110011 

スピン偏極ＳＴＭによ

る単一分子の磁気伝導

特性の解明 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

山田 豊和 
千葉大学・大学院融合科学研究

科・准教授 
5 

A03 

計 

25110012 

単一分子および分子組

織体のスイッチング機

能の創出 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

夛田 博一 
大阪大学・大学院基礎工学研究

科・教授 
4 

A04 

計 

25110013 

単一分子集積ネットワ

ークによる情報処理機

能実装と信頼性向上 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

葛西 誠也 
北海道大学・量子集積エレクト

ロニクス研究センター・教授 
1 

A04 

計 

25110014 

電子移動反応に基づく

ネットワーク型分子電

子機能の創出 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

松本 卓也 
大阪大学・大学院理学研究科・

教授 
4 

A04 

計 

25110015 

粗粒デバイスのための

新規情報処理アーキテ

クチャの開拓 

平成 25 年度

～ 

平成 29 年度 

浅井 哲也 
北海道大学・大学院情報科学研

究科・教授 
2 

総括・計画研究 計 15 件 

A01 

公 

26110504 

柔らかな金属ナノ電線の

精密合成と構造・機能制

御 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

田代 省平 東京大学・理学系研究科・助教 1 

A01 

公 

16H00956 

構造・物性を多状態制御

できる超分子錯体ナノフ

ァイバーの創製 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

田代 省平 東京大学・理学系研究科・助教 1 
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研究 

項目 

課題番号 

研究課題名 
研究期間 代表者氏名 

所属機関 

部局 

職 

構成

員数 

A01 

公 

26110505 

金属錯体 πナノシート

の界面創製と物性 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

西原 寛 東京大学・理学系研究科・教授 1 

A01 

公 

16H00957 

強電子相関系配位ナノシ

ートの創製 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

西原 寛 東京大学・理学系研究科・教授 1 

A01 

公 

26110508 

自発的に生じる電子密度

勾配を利用した勾配型分

子導線の創製 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

山下 建 

(アルブレヒト 

建) 

東京工業大学・資源化学研究

所・助教 
1 

A01 

公 

26110511 

有機ラジカルのスピンに

基づく単一分子スピント

ロニクス 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

松下 未知雄 
名古屋大学・理学研究科・准教

授 
1 

A01 

公 

16H00962 

有機ラジカルのスピンに

基づく単一分子スピント

ロニクス素子の開発 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

松下 未知雄 
名古屋大学・理学研究科・准教

授 
1 

A01 

公 

26110514 

合成化学的分子配線法を

基軸とする外部刺激応答

性分子デバイスの作製 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

寺尾 潤 京都大学・工学研究科・准教授 1 

A01 

公 

16H00965 

ビルドアップ型分子配線

を基軸とする機能性分子

素子の作製 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

寺尾 潤 
東京大学・大学院総合文化研究

科・教授 
3 

A01 

公 

16H00973 

整流特性を有するメタロ

超分子ポリマーの開発と

素子化 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

樋口 昌芳 
物質・材料研究機構・機能性材

料研究拠点グループリーダー 
1 

A02 

公 

26110503 

電極間伸長固定された

DNA/導電性高分子高次組

織体単一鎖の光電機能 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

小林 範久 
千葉大学・融合科学研究科・教

授 
2 



 5 

研究 

項目 

課題番号 

研究課題名 
研究期間 代表者氏名 

所属機関 

部局 

職 

構成

員数 

A02 

公 

16H00955 

電極間伸長固定 DNA/光電

機能分子単一鎖ネットワ

ークの光電機能 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

小林 範久 
千葉大学・融合科学研究科・教

授 
1 

A02 

公 

26110506 

分子アーキテクトニクス

を志向した水素終端化シ

リコン表面の新規化学修

飾法の開発 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

山野井 慶徳 
東京大学・理学系研究科・准教

授 
1 

A02 

公 

16H00958 

ナノメートルサイズの電

極基板上の化学修飾を利

用した光並びに電子デバ

イスの開発 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

山野井 慶徳 
東京大学・理学系研究科・准教

授 
1 

A02 

公 

26110507 

分子ナノアーキテクトニ

クスによる低次元量子ス

ピン系の構築と新奇量子

物性の開拓 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

吉田 靖雄 東京大学・物性研究所・助教 2 

A02 

公 

26110510 

金属ポルフィリン自己組

織化分子層の構造制御積

層化による新規機能性界

面構造の構築 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

近藤 敏啓 
お茶の水女子大学・人間文化創

成科学研究科・教授 
1 

A02 

公 

26110515 

脱着可能な分子－電極接

合法の確立と応用 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

奥山 弘 京都大学・理学研究科・准教授 1 

A02 

公 

16H00966 

脱着可能な分子－電極接

合法の確立と応用 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

奥山 弘 京都大学・理学研究科・准教授 1 

A02 

公 

16H00963 

原子層/分子集積体ヘテ

ロ界面を用いた機能開拓 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

北浦 良 
名古屋大学・理学研究科・准教

授 
1 

A03 

公 

26110501 

単一分子接合の形成過程

と構造熱揺らぎに関する

第一原理シミュレーショ

ン 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

中山 哲 
北海道大学・触媒化学研究セン

ター・准教授 
1 
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研究 

項目 

課題番号 

研究課題名 
研究期間 代表者氏名 

所属機関 

部局 

職 

構成

員数 

A03 

公 

16H00952 

不揮発性抵抗変化メモリ

の動作機構解明と集積化

への展開 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

中山 哲 
北海道大学・触媒化学研究セン

ター・准教授 
1 

A03 

公 

26110516 

AFM/STM による単分子接

合の電気伝導度と結合様

式の関係の解明 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

杉本 宜昭 

東京大学・新領域創成科学研究

科・ 

准教授 

1 

A03 

公 

16H00959 

ＡＦＭ／ＳＴＭによる力

刺激に対する分子系の応

答の解明 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

杉本 宜昭 

東京大学・新領域創成科学研究

科・ 

准教授 

2 

A03 

公 

26110522 

ナノギャップ電極を用い

た分子 ReRAM の創成 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

内藤 泰久 
産業技術総合研究所・ナノシス

テム研究部門・主任研究員 
2 

A03 

公 

16H00974 

低コストナノギャップ電

極作製手法と単一分子ガ

スセンサの開発 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

内藤 泰久 

産業技術総合研究所・ナノエレ

クトロニクス研究部門・主任研

究員 

2 

A03 

公 

26110513 

単一分子組織化を目指す

新規グラフェン分子細線

の合成 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

坂口 浩司 
京都大学・エネルギー理工学研

究所・教授 
1 

A03 

公 

16H00967 

表面分子アーキテクト技

術を用いる新規グラフェ

ン細線の合成 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

坂口 浩司 
京都大学・エネルギー理工学研

究所・教授 
1 

A03 

公 

16H00953 

単一分子の物性とデバイ

ス特性のギャップを埋め

る時空間オペランドＸ線 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

吹留 博一 
東北大学・電気通信研究所・准

教授 
1 

A04 

公 

26110518 

雑音発生装置を組み込ん

だナノカーボン材料多形

路確率共鳴素子の開発 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

赤井 恵 大阪大学・工学研究科・助教 1 
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評価委員 

東京理科⼤学 研究推進機構総合研究 院⻑・教授 福⼭秀敏 
奈良先端科学技術⼤学⼤学院 特任教授・名誉教授 村井眞⼆ 
四国⼤学学⻑ 松重和美 

  

研究 

項目 

課題番号 

研究課題名 
研究期間 代表者氏名 

所属機関 

部局 

職 

構成

員数 

A04 

公 

16H00968 

一分子雑音発生機構の解

明と確率共鳴素子への応

用 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

赤井 恵 大阪大学・工学研究科・助教 1 

A04 

公 

26110512 

分子間相互作用による電

子の秩序とその外場制御

状態の光学的観察 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

岸田 英夫 名古屋大学・工学研究科・教授 1 

A04 

公 

16H00964 

分子集合体における特異

な電子状態を利用した非

線形動作の探索とその制

御 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

岸田 英夫 名古屋大学・工学研究科・教授 2 

A04 

公 

26110517 

ヘテロナノワイヤを用い

た分子素子 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

柳田 剛 
九州大学・先導物質化学研究

所・教授 
1 

A04 

公 

16H00969 

自己組織化ヘテロナノワ

イヤを用いた分子素子 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

柳田 剛 
九州大学・先導物質化学研究

所・教授 
1 

A04 

公 

26110521 

分子・原子の恊働による

新しい情報処理システム 

平成 26 年度

～ 

平成 27 年度 

長谷川 剛 
早稲田大学・理工学術院先進理

工学研究科・教授 
1 

A04 

公 

16H00972 

分子被覆硫化銀微粒子に

よる綱引きモデル型情報

処理の基本動作実証 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

長谷川 剛 
早稲田大学・理工学術院先進理

工学研究科・教授 
1 

A04 

公 

16H00954 

プロトン－強相関パイ電

子複合系における協働的

電荷ダイナミクスのノイ

ズ分光 

平成 28 年度

～ 

平成 29 年度 

佐々木 孝彦 
東北大学・金属材料研究所・教

授 
1 

公募研究 計３７件 
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３．研究発表 
〈雑誌論文（すべて査読あり）*および書籍〉 
*参考までに、研究期間終了後に発表された論文の中で本研究領域を謝辞に含んでいる論文をグループごとに記した。 

 

計画班 

A01 ⼩川グループ 
(1)  El-Mageed, A. I. A. A.; Ogawa, T. Metal Ion Effect on the Supramolecular Structures of 

Metalloporphyrins on Single-Walled Carbon Nanotube Surface. Applied Surface Science 2018, 462, 904–
912. https://doi.org/10.1016/j.apsusc.2018.08.177. 

(2)  Inose, T.; Tanaka, D.; Liu, J.; Kajihara, M.; Mishra, P.; Ogawa, T.; Komeda, T. Coordination Structure 
Conversion of Protonated Bisporphyrinato Terbium(III) Double-Decker Complexes and Creation of a 
Kondo Assembly by Electron Injection on the Au(111) Surface. Nanoscale 2018, 10 (41), 19409–19417. 
https://doi.org/10.1039/C8NR04630A. 

(3)  Tanaka, H.; Akai-Kasaya, M.; TermehYousefi, A.; Hong, L.; Fu, L.; Tamukoh, H.; Tanaka, D.; Asai, T.; 
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83 Single Molecular Electronic Devices and Their Integration, Takuji Ogawa, ational Conference, 
Lembaga IImu Pengetahuan Indonesia (LIPI), Jakarta (Indonesia), 2014-10-02. 

84 Single Molecular Electronic Devices and Their Integration, Takuji Ogawa, The Materials 
Research Society of Indonesia Meeting 2014, Bali (Indonesia), 2014-09-27, 招待講演. 
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85 Rectification Behavior Observed in Donor-Acceptor Molecules Connected to SWNTs using PCI-
AFM, Murni Handayani, Syun Gohda, Hirofumi Tanaka, Daisuke Tanaka and Takuji Ogawa, 
The Material Research Society of Indonesia (MRS-Id), Bali (Indonesia), 2014-09-27. 

86 Proton-Induced Magnetic Switching and Observation of Surface Structure of Porphyrin-Based 
Terbium(III) Double-Decker Single-Molecule Magnets, Tomoko Inose, The 8th Russian-
Japanese Workshop on Open Shell Compounds and Molecular Spin Devices, Kazan (Russia), 
2014-09-27, 招待講演. 

87 Single Molecular Electronic Devices and Their Integration, Takuji Ogawa, IOS Colloquium, Shah 
Alam (Malaysia), 2014-09-24, 招待講演. 

88 Single Molecular Electronic Devices and Their Integration, Takuji Ogawa, Seminar, Kuala 
Lumpur ( Malaysia), 2014-09-24, 招待講演. 

89 Rectification Behavior of Single Molecular Junctions of Donor-Acceptor Porphyrin-Imide Dyads 
Connected to SWNTs, Murni Handayani, IOS Colloquium, Shah Alam (Malaysia), 2014-09-24. 

90 単層カーボンナノチューブアンジップの構造依存性, 福森稔, 第 75 回応⽤物理学会秋季学術講
演会, 北海道⼤学 (北海道札幌市), 2014-09-18. 

91 スピンクロスオーバー配位⾼分⼦/単層カーボンナノチューブ複合薄膜デバイスの電気伝導特性
評価, ⽥中⼤輔、明⽥直樹、⽥中啓⽂、⼩川琢治, 錯体化学討論会第 64 回討論会, 中央⼤学 
(東京⽂京区), 2014-09-18. 

92 多彩な配列を有するポルフィリンアレイの単⼀分⼦電気測定, ⽟⽊孝、野坂⻑範、⼭⽥亮、夛⽥
博⼀、⼩川琢治, 第 75 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 (北海道札幌市), 2014-09-
17. 

93 Au(111)上オクタエチルポルフィリンダブルデッカー型単分⼦磁⽯の STM を⽤いた単⼀分⼦操
作, 猪瀬朋⼦、⽥中⼤輔、Liu Jie、⽥中啓⽂、⽶⽥忠弘、⼩川琢治, 第 75 回応⽤物理学会秋季
学術講演会, 北海道⼤学 (北海道札幌市), 2014-09-17. 

94 メカニカルブレークジャンクション法によるポルフィリンダブルデッカー型単分⼦磁⽯の単分
⼦電気計測, 炭⾕宣登, 第 75 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 (北海道札幌市), 
2014-09-17. 

95 逐次合成法を⽤いた多彩な平坦ポルフィリンアレイの合成と物性, 尾島茉由⼦、⼭名亜由⼦、⽟
⽊孝、⽥中⼤輔、⼩川琢治, 第 25 回基礎有機化学討論会, 東北⼤学 (宮城県仙台市), 2014-09-
07. 

96 スピントロニクスを志向したポルフィリン Tb ⼆核錯体の合成と物性評価, 坂⽥直弥、⽥中⼤
輔、炭⾕宣登、猪瀬朋⼦、⽥中啓⽂、⼩川琢治, 第 25 回基礎有機化学討論会, 東北⼤学 (宮城
県仙台市), 2014-09-07. 

97 Electrical Properties of Single-Molecule Junction Porphyrin-Imide Connected to SWNTs, Murni 
Handayani, Sinichi Katayose, Syun Gohda, Hirofumi Tanaka, Daisuke Tanaka and Takuji Ogawa, 
7th international conference on molecular electronic, Strasbourg (France), 2014-08-26. 

98 Investigation of 2D supramolecular structure of porphyrinbasd terbium(III) single molecular 
magnets, Tomoko Inose, Daisuke Tanaka, Hirofumi Tanaka, Oleksandr Ivasenko, Toshi Nagata, 
Steven De Feyter, Naoto Ishikawa, Takuji Ogawa, ICMM, St.Petersburg (Russia), 2014-07-06. 

99 SWITCHING PROPERTIES OF DOUBLE-DECKER PORPHYRIN SINGLE-MOLECULE 
MAGNETS, Daisuke Tanaka, Tomoko Inosea, Ssatsuki Shimonoa, Hirofumi Tanakaa, Naoto 
Ishikawaa, Takuji Ogawa, ICMM, St.Petersburg (Russia), 2014-07-06. 
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100 Influence of the Center Metals on the Electrical Properties of Single Molecule Junction 
Porphyrin-Imide Linked to SWNTs, Murni Handayani, Syun Gohda, Hirofumi Tanaka, Daisuke 
Tanaka and Takuji Ogawa, lectrochemical Society, ECS 225th, Orlando (USA), 2014-05-14. 

101 Single-molecule electronics based on porphyrin molecules for functionality emergence, Takuji 
Ogawa, Hirofumi Tanaka, Daisuke Tanaka, Tomoko Inose, Murni Handayani, Takashi Tamaki, 
Fuyuko Ojima, Electrochemical Society, ECS 225th, Orlando (USA), 2014-05-13. 

102 Synthesis of Porphyrin Arrays and Investigation of Their Optical and Electrochemical Properties, 
Takashi Tamaki, Takenori Nosaka, Takuji Ogawa, Electrochemical Society, ECS 225th, Orlando 
(USA), 2014-05-13. 

103 Controlling molecular alignment on HOPG of porphyrin-Tb(III) double-decker single molecular 
magnets, Tomoko Inose, Daisuke Tanaka, Hirofumi Tanaka, Oleksandr Ivasenko, Toshi Nagata, 
Steven De Feyter, Naoto Ishikawa, Takuji Ogawa, Electrochemical Society, ECS 225th, Orlando 
(USA), 2014-05-13. 

104 Synthesis of Rhodium Porphyrin-Gold Nanoparticle Complexes as a First Step to Synthesis 
Porphyrin-SWNTs Triple Junction, AKBAR, Ari YustisiaTANI, YosukeOGAWA, Takuji, ⽇本化
学会第 96 春季年会, 京都府、京⽥辺市. 

105 2,7-ジヒドロヒシナフタレン誘導体で架橋した対⾯型ポルフィリン⼆量体の合成と性質, ⼭下 
健⼀・古⾕ 宗敬・倉持 成美・⼩川 琢治, ⽇本化学会第 96 春季年会, 京都府、京⽥辺市. 

106 有機、無機分⼦の⾮線形電気特性と機能集積化による⽣体様機能発現, ⼩川琢治, ⽇本化学会第
９４春季年会, 名古屋⼤学, 招待講演. 

107 スピンクロスオーバー配位⾼分⼦ナノインクの開発と評価, ⽥中⼤輔、明⽥直樹、⽥中啓⽂、⼩
川 琢治, ⽇本化学会第９４春季年会, 名古屋⼤学. 

108 2 端⼦型単分⼦ダイオードとして機能するポルフィリン-イミド連結分⼦の単層カーボンナノチ
ューブとの複合化, Murni Handayani, Shun Gohda, Hirofumi Tanaka, Daisuke Tanaka, Takuji 
Ogawa, ⽇本化学会第９４春季年会, 名古屋⼤学. 

109 逐次合成法を⽤いた多彩なポルフィリンアレイの合成と単⼀分⼦エレクトロニクスへの応⽤, ⽟
⽊孝、野坂⻑範、⼩川琢治, ⽇本化学会第９４春季年会, 名古屋⼤学. 

110 カーボンナノチューブ/ポリ酸ネットワーク中の内在ノイズによるニューロン発⽕現象, ⽥中啓
⽂、浅井哲也、⽚寄慎⼀、洪流、酒井駿、⽥中⼤輔、⼩川琢治, ⽇本化学会第９４春季年会, 名
古屋⼤学. 

111 アルキル鎖を導⼊したポルフィリン Tb ダブルデッカー型錯体の合成と系統的特性評価, 下野颯
騎、⽥中⼤輔、猪瀬朋⼦、⽥中啓⽂、⽯川直⼈、⼩川琢治, ⽇本化学会第９４春季年会, 名古屋
⼤学. 

112 単分⼦電導度計測を⽬指したポルフィリンダブルデッカー型単分⼦磁⽯の合成と物性評価, 炭⾕
宣登、TIMMERMAN Vanessa、⽥中⼤輔、猪瀬朋⼦、⽥中啓⽂、⽯川直⼈、⼩川琢治, ⽇本化
学会第９４春季年会, 名古屋⼤学. 

113 ポルフィリンダブルデッカー型単分⼦磁⽯の界⾯微細構造評価, 猪瀬朋⼦、⽥中⼤輔、⽥中啓
⽂、⽯川直⼈、永⽥央、Oleksandr Ivasenko、Steven De Feyter、⽥原⼀邦、, ⽇本化学会第９
４春季年会, 名古屋⼤学. 

114 カーボンナノチューブ・ポリ酸ネットワークのニューロン発⽕特性, ⽥中啓⽂，洪流，酒井駿, 
⽥中⼤輔，⼩川琢治, 応⽤物理学会, ⻘⼭学院⼤学. 
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115 逐次合成法を⽤いた多彩なポルフィリンアレイの合成法と単⼀分⼦エレクトロニクスへの応⽤, 
⽟⽊ 孝，野坂 ⻑範, ⼩川 琢治, 第 4 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京⼤学⼭上会館. 

116 有機、無機分⼦の⾮線形電気特性と機能集積化, ⼩川 琢治，⽥中 啓⽂，⽥中 ⼤輔，Murni 
Handayani,⽟⽊ 孝､⽚寄 慎⼀, 第 4 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京⼤学⼭上会館. 

117 ポルフィリン単分⼦磁⽯の HOPG 上分⼦配列制御, ⽥中 ⼤輔， 猪瀬 朋⼦，⽥中 啓⽂，⽯
川 直⼈, ⼩川 琢治, 第 4 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京⼤学⼭上会館. 

118 Single Molecule Electronics and Their Integration, ⼩川琢治, 九州⼤学講演会, 九州⼤学先導物
質科学研究所, 招待講演. 

119 Proton-induced switching and controlling of molecular alignment on HOPG of porphyrin-based 
terbium(III) single molecular magnets, Tomoko Inose, Daisuke Tanaka, Takuji Ogawa, 2013 
MRS Fall Meeting, Boston, Massachusetts. 

120 Synthesis and its Electrical Properties of (M = Zn, Rh) Porphyrin-Imide Dyads Linked to Single-
Walled Carbon Nanotubes as Electrodes for Single-Molecule Diodes, Murni Handayani, Shun 
Gohda, Hirofumi Tanaka, Daisuke Tanaka, Takuji Ogawa, 2013 MRS Fall Meeting, Boston, 
Massachusetts. 

121 新学術領域“分⼦アーキテクトニクス”に向けて, ⼩川琢治, 基盤 S 研究会, 滋賀医科⼤学. 
122 単分⼦伝導度測定を志向したポルフィリンダブルデッカー型単分⼦磁⽯の合成と物性評価, 炭⾕

宣登, 基盤 S 研究会, 滋賀医科⼤. 
123 メカニカルブレークジャンクション法によるポルフィリン-イミド単⼀分⼦電気測定, ⽚寄慎⼀, 

基盤 S 研究会, 滋賀医科⼤. 
124 単⼀分⼦電⼦素⼦とその集積化：脳型素⼦を意識して, ⼩川琢治, ⽇本学術振興会第１４２委員

会, 東京理科⼤学、ポルタ神楽坂, 招待講演. 
125 Electric properties of porphyrin-imide single molecular junction measured by mechanically 

controllable break junction method, Shinichi Katayose, Hirofumi Tanaka, Murni Handayani, 
Takuji Ogawa, ACSIN-12 & ICSPM21, Tsukuba International Congress Center. 

126 Controlling molecular alignment of double-decker single molecular magnets., Tomoko Inose, 
Daisuke Tanaka, Hirofumi Tanaka, Oleksandr Ivasenko, Toshi Nagata, Steven De Feyter, Naoto 
Ishikawa, Takuji Ogawa, ACSIN-12 & ICSPM21, Tsukuba International Congress Center. 

127 ポルフィリンダブルデッカー型単分⼦磁⽯の STM による HOPG 上表⾯構造評価, 猪瀬朋⼦、
⽥中⼤輔、⽥中啓⽂、⽯川直⼈、永⽥央、Oleksandr Ivasenko、Steven De Feyter、⼩川琢治, 
錯体化学会第６３回討論会, 琉球⼤学. 

128 ポルフィリンダブルデッカー型単分⼦磁⽯のスイッチング特性, ⽥中 ⼤輔・猪瀬 朋⼦・下野 
颯騎・炭⾕ 宣登・⽥中 啓⽂・⽯川 直⼈・⼩川 琢治, 錯体化学会第６３回討論会, 琉球⼤学. 

129 [Fe(Rtrz)3]X2 型配位⾼分⼦のナノ薄膜作製とその電気特性の観測, 明⽥ 直樹・⽥中 ⼤輔・福
森 稔・⽥中 啓⽂・⼩川 琢治, 錯体化学会第６３回討論会, 琉球⼤学. 

130 ⻑鎖アルキル基を導⼊したポルフィリンダブルデッカー型錯体の合成と磁気特性評価, 下野 颯
騎・⽥中 ⼤輔・猪瀬 朋⼦・⽥中 啓⽂・⽯川 直⼈・⼩川 琢治, 錯体化学会第６３回討論会, 
琉球⼤学. 

131 逐次法による多様な並び⽅のポルフィリンアレイの合成と光物性, ⽟⽊ 孝・野坂 ⻑範・⽥中 
⼤輔・⽥中 啓⽂・⼩川 琢治, 錯体化学会第６３回討論会, 琉球⼤学. 
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132 単分⼦伝導度測定を志向したポルフィリンダブルデッカー型単分⼦磁⽯の合成と物性評価, 炭⾕ 
宣登・Vanessa Timmerman・⽥中 ⼤輔・猪瀬 朋⼦・⽥中 啓⽂・⽯川 直⼈・⼩川 琢治, 錯体
化学会第６３回討論会, 琉球⼤学. 

133 少数分⼦/ナノカーボン複合体の電気伝導特性と新機能発現, ⽥中啓⽂, ⽇本物理学会 2013 年秋
季⼤会, 徳島⼤学, 招待講演. 

134 グラフェンナノリボン/分⼦複合体の電気特性, 福森稔，⽥中啓⽂, ⽥中⼤輔, ⼩川琢治, 第 74
回応⽤物理学会秋季学術講演会, 同志社⼤学. 

135 メカニカルブレークジャンクション法によるポルフィリン-イミド単⼀分⼦電気測定, ⽚寄慎
⼀、⽥中啓⽂、Murni Handayani、⼭⽥亮、多⽥博⼀、⼩川琢治, 第 74 回応⽤物理学会秋季学
術講演会, 同志社⼤学. 

136 ポルフィリンダブルデッカー型単分⼦磁⽯の HOPG 上分⼦配列制御, 猪瀬朋⼦、⽥中⼤輔、
⽥中啓⽂、⽯川直⼈、永⽥央、Oleksandr Ivasenko、Steven De Feyter、⽥原⼀邦、⼾部義⼈、
⼩川琢治, 第 74 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 同志社⼤学. 

137 Synthesis of (M = Zn, Rh) Porphyrin-Imide Dyads, Murni Handayani, Shun Gohda, Hirofumi 
Tanaka, Daisuke Tanaka, Takuji Ogawa, 第 24 回基礎有機化学討論会, 学習院⼤学. 

138 超構造形成のための平坦ポルフィリンアレイの合成, 尾島茉由⼦・⼭名亜由⼦・⽟⽊孝・⽥中⼤
輔・⽥中啓⽂・⼩川琢治, 第 24 回基礎有機化学討論会, 学習院⼤学. 

139 逐次法による多様な並び⽅のポルフィリンアレイの合成と物性, ⽟⽊孝・野坂⻑範・⽥中⼤輔・
⽥中啓⽂・⼩川琢治, 第 24 回基礎有機化学討論会, 学習院⼤学. 

140 新規ポルフィリン Tb ダブルデッカー型錯体の合成と磁気特性評価, 下野 颯騎, ⽥中 ⼤輔 , 猪
瀬 朋⼦, ⽥中, 第 24 回基礎有機化学討論会, 学習院⼤学. 

141 ポルフィリン単分⼦磁⽯の磁気特性評価と単分⼦膜作製, ⽥中⼤輔、猪瀬朋⼦、⽥中啓⽂、永⽥
央、Oleksandr Ivasenko、Steven De Feyter、⽯川直⼈、⼩川琢治, 第 24 回基礎有機化学討論
会, 学習院⼤学. 

142 ナノカーボン・微粒⼦複合体の電気伝導特性, ⽥中啓⽂, フラーレン・ナノチューブ・グラフェ
ン総合シンポジウム若⼿の会, ⼤阪⼤学, 招待講演. 

 

A01 宇野グループ 
1 π 拡張アザコロネン類の酸化種の単離と物性, 沖 光脩, 髙瀬雅祥, 森 重樹, 奥島鉄雄, 宇野英

満, ⽇本化学会第 97 春季年会, 慶応義塾⼤学⽇吉（神奈川県・横浜市）, 2017-03-16. 
2 Benz[a]ullazine の合成と物性, 前原拓哉, 髙瀬雅祥, 森 重樹, 奥島鉄雄, 宇野英満, ⽇本化学会

第 97 春季年会, 慶応義塾⼤学⽇吉（神奈川県・横浜市）, 2017-03-16. 
3 α 位⽔素を有するピロール縮環 π 共役系化合物の合成と物性, 藤原和輝, 髙瀬雅祥, 森 重樹, 

奥島鉄雄, 宇野英満, ⽇本化学会第 97 春季年会, 慶応義塾⼤学⽇吉（神奈川県・横浜市）, 
2017-03-16. 

4 アセナフチレン縮環 π 拡張型 BOPHY の合成と物性, 松﨑悠也, 森 重樹, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 
奥島鉄雄, ⽇本化学会第 97 春季年会, 慶応義塾⼤学⽇吉（神奈川県・横浜市）, 2017-03-16. 

5 π 拡張ジアザポルフィリン類の合成, 井上真奈美, 森 重樹, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 奥島鉄雄, 
2016 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム（第 9 回臭素化学懇話会年会）, 佐賀⼤学（佐賀県・佐賀
市）. 
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6 syn-ジアザフルバレン類縁体の合成, 稲葉勇⼈, 松崎悠也, ⽇浦暢⼤, 志⽥陽⼀, 髙瀬雅祥, 森 
重樹, 宇野英満, 奥島鉄雄, 2016 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム（第 9 回臭素化学懇話会年
会）, 佐賀⼤学（佐賀県・佐賀市）. 

7 フッ素置換アレーンに対するピロールの SNAr 反応を⽤いた HPHAC 類縁体の合成, 佐々⽊良
城, 沖 光脩, 髙瀬雅祥, 森 重樹, 奥島鉄雄, 宇野英満, 2016 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム
（第 9 回臭素化学懇話会年会）, 佐賀⼤学（佐賀県・佐賀市）. 
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67 Double-Concave 型ピロール縮環アザコロネンの合成と物性, 佐々⽊良城, 沖 光脩, 髙瀬雅祥, 
森 重樹, 奥島鉄雄, 宇野英満, RIMED 第 17 回研究会, ⼤阪府⽴⼤学、堺, 2015-11-06. 

68 ピロールを⽤いた新規 π 電⼦系の創製と機能開拓, 髙瀬雅祥, RIMED 第 17 回研究会, ⼤阪府
⽴⼤学、堺, 2015-11-06,  招待講演. 

69 ピロール縮環アザコロネンの合成と物性, 髙瀬雅祥, 沖 光脩, ⽥川和成, 成⽥智幸, ⻄⻑ 亨, 森 
重樹, 奥島鉄雄, 宇野英満, 分⼦アーキテクトニクス第 6 回研究会, 京都⼤学、京都, 2015-10-
23. 

70 ポルフィリン−ヘキサピロロヘキサアザコロネン⼆量体の合成と電⼦構造, ⽥川和成, 森 重樹, 
奥島鉄雄, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 分⼦アーキテクトニクス第 6 回研究会, 京都⼤学、京都, 2015-
10-23. 

71 シクロ[8]ピロールホスホン酸塩の合成と物性, 松本宏樹, 森 重樹, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 奥島鉄
雄, 第 26 回基礎有機化学討論会, 愛媛⼤学、松⼭, 2015-09-24. 

72 ポルフィリン−ヘキサピロロヘキサアザコロネン⼆量体の合成と物性, ⽥川和成, 森 重樹, 奥
島鉄雄, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 第 26 回基礎有機化学討論会, 愛媛⼤学、松⼭, 2015-09-24. 

73 ピロロ[3,4-f]イソインﾄﾞール⾻格を有する⼆重 N-混乱ポルフィリノイドの合成と物性, 平岡尚
悟, 奥島鉄雄, 森 重樹, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 第 26 回基礎有機化学討論会, 愛媛⼤学、松⼭, 
2015-09-24. 

74 ベンゾポルフィリン希⼟類⾦属錯体の合成, ⼩林朋広,森 重樹, 奥島鉄雄, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 
第 26 回基礎有機化学討論会, 愛媛⼤学、松⼭, 2015-09-24. 

75 Synthesis and Properties of Pyrrole-based NIR Dyes, H. Uno, M. Kitatsuka, H. Matsumoto, T. 
Okujima, C. Ando, M. Takase, and S. Mori, 7th East Asia Symposium on Functional Dyes and 
Advanced Materials, Osaka prefectural Univ., Sakai, Japan, 2015-09-02,  国際共著/国際学会で
ある / 招待講演. 

76 Preparation and physical properties of cyclo[8]pyrrole phosphonate salts, H. Matsumoto, S. Mori, 
M. Takase, H. Uno, and T. Okujima, 7th East Asia Symposium on Functional Dyes and 
Advanced Materials, Osaka Prefectrural Univ. Sakai, Japan, 2015-09-02,  国際共著/国際学会で
ある. 

77 Synthesis of highly π-Conjugated Molecules for Molecular Architechtonics, H. Uno, T. Okujima, 
M. Takase, and S. Mori, International Workshop of Molecular Architectonics 2015, Shiretoko 
Grand Hotel, Shiretoko, Japan, 2015-08-03,  国際共著/国際学会である. 

78 Synthesis of Ring-Expanded Porphyrins with no meso-Bridges, T. Okujima, C. Ando, H. 
Matsumoto, T. Abe, S. Mori, I. Hisaki, T. Nakae, M. Takase, and H. Uno, International 
Workshop of Molecular Architectonics 2015, Shiretoko Grand Hotel, Shiretoko, Japan, 2015-08-
03,  国際共著/国際学会である. 

79 Substituents Introduction into Porphyrin Peripherals by Diels-Alder Reaction, S. Mori, T. 
Yoshinouchi, T. Okujima, M. Takase, and H. Uno, International Workshop of Molecular 
Architectonics 2015, Shiretoko Grand Hotel, Shiretoko, Japan, 2015-08-03,  国際共著/国際学会
である. 

80 Synthesis and Physical Properties of Pyrrole-Fused Azacoronenes, M. Takase, T. Narita, T. 
Nisinaga, and H. Uno, International Workshop of Molecular Architectonics 2015, Shiretoko 
Grand Hotel, Shiretoko, Japan, 2015-08-03,  国際共著/国際学会である. 
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81 One-Pot Synthesis of Cyclophane with syn-Diethanoanthracene-Fused Dipyrrole and 
Hexafluorobenzene, K. Oki, K. Tagawa, M. Takase, S. Mori, T. Okujima, and H. Uno, 16th 
International Symposium on Novel Aromatic Compounds, Madrid, Spain, 2015-07-05,  国際共
著/国際学会である. 

82 Pyrrole-Fused Azacoronenes with Multiple Redox States. 16th International Symposium on 
Novel Aromatic Compounds, M. Takase, T. Narita, H. Uno, and T. Nishinaga, 16th International 
Symposium on Novel Aromatic Compounds, Madrid, Spain, 2015-07-05,  国際共著/国際学会で
ある. 

83 Synthesis and Properties of Pyrrole-Containing Functional π-Electron Systems, M. Takase, 
Collaborative Conference on 3D and Materials Research, Busan, South Korea, 2015-06-15,  国
際共著/国際学会である / 招待講演. 

84 構成分⼦の⽴体を利⽤したシクロファンの合成と物性, 沖 光脩, ⽥川和成, 安藤千恵, 森 重樹, 
髙瀬雅祥, 奥島鉄雄, 宇野英満, 第 82 回⽇本分析化学会有機微量分析研究懇談会, 愛媛⼤学、松
⼭, 2015-05-28. 

85 塩化⾦(Ⅰ)触媒を⽤いたフェナセン型多環式芳⾹族炭化⽔素の合成, 佐藤詩織,森 重樹,奥島鉄
雄,宇野英満,中江隆博, 第 82 回⽇本分析化学会有機微量分析研究懇談会, 愛媛⼤学、松⼭, 2015-
05-28. 

86 チオフェンを含む新規シクロ[9]ピロールの合成, ⼩積遼平,森 重樹, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 奥島
鉄雄, 第 82 回⽇本分析化学会有機微量分析研究懇談会, 愛媛⼤学、松⼭, 2015-05-28. 

87 [7]ヘリセン誘導体の合成, ⾕本拓磨,北畑吉晴,森 重樹, 中江隆博, 髙瀬雅祥, 奥島鉄雄, 宇野英
満, 第 82 回⽇本分析化学会有機微量分析研究懇談会, 愛媛⼤学、松⼭, 2015-05-28. 

88 β 連結型シクロ[n]ピロールの合成, ⽇浦暢⼤,志⽥陽⼀,中村 純, 森 重樹, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 
奥島鉄雄, 第 82 回⽇本分析化学会有機微量分析研究懇談会, 愛媛⼤学、松⼭, 2015-05-28. 

89 アニオン交換によるシクロ[8]ピロールホスホン酸塩の合成と物性, 松本宏樹,森 重樹, 宇野英
満, 奥島鉄雄, 第 82 回⽇本分析化学会有機微量分析研究懇談会, 愛媛⼤学、松⼭, 2015-05-28. 

90 ベンゼン⾻格を環状共役系に含む⼆重 N-混乱ポルフィリノイドの合成, 平岡尚悟,奥島鉄雄, 森 
重樹, 髙瀬雅祥, 宇野英満, 第 82 回⽇本分析化学会有機微量分析研究懇談会, 愛媛⼤学、松⼭, 
2015-05-28. 

91 ベンゾポルフィリン La 錯体の合成, ⼩林朋広,森 重樹, 奥島鉄雄, 宇野英満, 第 82 回⽇本分析
化学会有機微量分析研究懇談会, 愛媛⼤学、松⼭, 2015-05-28. 

92 Synthesis of the Soluble Precursors of Tetrabenzoporphyrins and Their Application to Organic 
Field Effect Transistor Based on the Solution Process, T. Okujima, 227th ECS Meeting, Chicago, 
USA, 2015-05-24,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

93 Pyrrole-Fused Azacoronenes with Various Redox States, M. Takase, 227th ECS Meeting, 
Chicago, USA, 2015-05-24,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

94 Ring-Expanded Porphyrins with No Meso-Bridges, T. Okujima, CanBIC-5, Parry Sound 
(Ontario), Canada, 2015-05-19,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

95 ⼆環性⾻格の特性を活かしたポルフィリン類の合成と性質, 森 重樹, 第 8 回 中国四国地区錯体
化学研究会, 島根⼤学、松江, 2015-04-25,  招待講演. 

96 アニオン交換によるシクロ[8]ピロールホスホン酸塩の合成, 松本 宏樹、森 重樹、宇野 英満、
奥島 鉄雄, ⽇本化学会第 95 春季年会, 船橋, 2015-03-26 ‒ 2015-03-29. 
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97 ヘキサピロロヘキサアザコロネンオリゴマーの合成と物性, ⽥川 和成、安藤 千恵、沖 光脩、
森 重樹、中江 隆博、奥島 鉄雄、宇野 英満, ⽇本化学会第 95 春季年会, 船橋, 2015-03-26 ‒ 
2015-03-29. 

98 ベンゾポルフィリン La 錯体の合成と物性評価, ⼩林 朋広、森 重樹、奥島 鉄雄、宇野 英満, 
⽇本化学会第 95 春季年会, 船橋, 2015-03-26 ‒ 2015-03-29. 

99 塩化⾦（Ⅰ）触媒を⽤いたフェナセン型縮環芳⾹族化合物の合成, 佐藤 詩織、森 重樹、奥島 
鉄雄、宇野 英満、中江 隆博, ⽇本化学会第 95 春季年会, 船橋, 2015-03-26 ‒ 2015-03-29. 

100 オキソカーボン酸とピロール誘導体の反応による近⾚外⾊素の合成, 上代 ⼀貴、北束 政波、森 
重樹、奥島 鉄雄、宇野 英満, ⽇本化学会第 95 春季年会, 船橋, 2015-03-26 ‒ 2015-03-29. 

101 構成分⼦の形状を利⽤したシクロファンの合成, 沖 光脩、⽥川 和成、安藤 千恵、森 重樹、中
江 隆博、奥島 鉄雄、宇野 英満, ⽇本化学会第 95 春季年会, 船橋, 2015-03-26 ‒ 2015-03-29. 

102 Structure-controlled surface synthesis of molecular-width graphene nanoribbons by radical 
polymerization-chemical vapor deposition, 宋 少堂、藤⽥ 翔⼀郎、中江 隆博、坂⼝ 浩司, ⽇
本化学会第 95 春季年会, 船橋, 2015-03-26 ‒ 2015-03-29. 

103 2 ゾーン CVD 法による新規極細グラフェンナノリボンの構造制御合成, 中江 隆博、射⿅ 拓、
藤⽥ 翔⼀郎、宋 少堂、坂⼝ 浩司, ⽇本化学会第 95 春季年会, 船橋, 2015-03-26 ‒ 2015-03-29. 

104 ボトムアップ表⾯合成したアームチェア型グラフェンナノリボンの薄膜物性, ⼩島 崇寛、中江 
隆博、⽮野 真葵、坂⼝ 浩司, 電気化学会第 82 回⼤会, 横浜, 2015-03-15 ‒ 2015-03-17. 

105 シクロ[8]ピロール類の合成, 安藤 千恵，松本 宏樹，中村 純，森 重樹，中江 隆博，宇野 英
満，奥島 鉄雄, 第４回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京. 

106 歪みを有する多環式芳⾹族炭化⽔素の合成, 中江 隆博，北畑 吉晴，菊地 貴志，⽯岩⼤敦，森 
重樹，奥島 鉄雄，宇野 英満, 第４回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京. 

107 ⼆環性⾻格を有するポルフィリンの合成と物性, 芳之内 友⼦，河本 直樹，森 重樹，中江 隆
博，奥島 鉄雄，宇野 英満, 第４回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京. 

108 BCOD 縮環ジピロールを⽤いたシクロファンの合成, ⽥川 和成，安藤 千恵，森 重樹，中江 
隆博，奥島 鉄雄，宇野 英満, 第４回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京. 

109 塩化⾦触媒をもちいる環化反応を利⽤した[5]ヘリセン類縁体の合成, 中江 隆博，北畑 吉晴，
森 重樹，奥島 鉄雄，宇野 英満, ⽇本化学会第 95 春季年会, 名古屋. 

110 ベンゾおよびナフト縮環ビアズレン分⼦の合成と特性, 中江 隆博，菊地 貴志，森 重樹，奥島 
鉄雄，宇野 英満，村藤 俊宏, ⽇本化学会第 95 春季年会, 名古屋. 

111 Diels-Alder 反応によるポルフィリンベータ位への置換基導⼊の検討, 芳之内 友⼦，森 重樹，
中江 隆博，奥島 鉄雄，宇野 英満, ⽇本化学会第 95 春季年会, 名古屋. 

112 キラルなナノ π 空間を有するポルフィリン⼆量体とフラーレン類との錯形成能の評価, 河本 直
樹，森 重樹，中江 隆博，奥島 鉄雄，宇野 英満, ⽇本化学会第 95 春季年会, 名古屋. 

113 アセン架橋ポルフィリンオリゴマーの合成と物性, ⽥川 和成，森 重樹，中江 隆博，奥島 鉄
雄，宇野 英満, ⽇本化学会第 95 春季年会, 名古屋. 

114 meso 位に電⼦求引性基を導⼊した共役拡張ポルフィリンの合成と物性, 三浦 志朗，森 重樹，
中江 隆博，宇野 英満，奥島 鉄雄, ⽇本化学会第 95 春季年会, 名古屋. 

115 逆 Diels-Alder 反応を⽤いたベンゾサフィリンの合成, 安倍 俊樹，森 重樹，中江 隆博，宇野 
英満，奥島 鉄雄, ⽇本化学会第 95 春季年会, 名古屋. 

116 β-アルキル置換シクロ[n]ピロールの合成, 松本 宏樹，森 重樹，中江 隆博，宇野 英満，奥島 
鉄雄, ⽇本化学会第 95 春季年会, 名古屋. 
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117 ⾼共役ポルフィリノイドの合成と機能, 奥島 鉄雄, ⽇本化学会中国四国⽀部主催愛媛地区化学
講演会, 松⼭, 2014-12-24,  招待講演. 

118 キラルなナノ π 空間を有するポルフィリン⼆量体の合成とフラーレン包摂挙動の評価, 河本 直
樹、森 重樹、中江 隆博、奥島 鉄雄、宇野 英満, 2014 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 東京, 
2014-12-12. 

119 塩化⾦触媒を⽤いた多環式芳⾹族炭化⽔素の合成, 佐藤 詩織、北畑 吉春、森 重樹、奥島 鉄
雄、宇野 英満、中江 隆博, 2014 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 東京, 2014-12-12. 

120 bisBODIPY の物性評価とその電⼦状態の考察, 北束 政波、森 重樹、中江 隆博、奥島 鉄雄、
宇野 英満, 2014 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 東京, 2014-12-12. 

121 新規テトラベンゾポルフィリン錯体の合成, 三上 晃寛、森 重樹、中江 隆博、宇野 英満、奥島 
鉄雄, 第 41 回有機典型元素化学討論会, 宇部, 2014-11-27 ‒ 2014-11-29. 

122 近⾚外発光を⽰す π 拡張 O-キレート BODIPY の合成と物性, 志⽥ 陽⼀、富盛 祐也、森 重
樹、中江 隆博、宇野 英満、奥島 鉄雄, 第 41 回有機典型元素化学討論会, 宇部, 2014-11-27 ‒ 
2014-11-29. 

123 syn-ジエタノアントラセン縮環ジピロール⾻格を有するシクロファンの合成, 沖 光脩、⽥川 和
成、安藤 千恵、森 重樹、中江 隆博、奥島 鉄雄、宇野 英満, 第 41 回有機典型元素化学討論
会, 宇部, 2014-11-27 ‒ 2014-11-29. 

124 塩化⾦触媒を⽤いる平⾯・⾮平⾯多環式芳⾹族炭化⽔素の合成, 佐藤 詩織、北畑 吉春、⼤⻄ 
⻯⼆、森 重樹、奥島 鉄雄、宇野 英満、中江 隆博, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, 豊
中, 2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

125 ヘキサピロロヘキサアザコロネン環状４量体の合成, ⽥川 和成、沖 光脩、安藤 千恵、森 重
樹、中江 隆博、奥島 鉄雄、宇野 英満, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, 豊中, 2014-11-
25 ‒ 2014-11-26. 

126 分⼦細線幅グラフェンナノリボンのボトムアップ合成と電気特性, 中江 隆博、射⿅ 拓、⽮野 
真葵、⼩島 崇寛、坂⼝ 浩司, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, 豊中, 2014-11-25 ‒ 2014-
11-26. 

127 置換位置の異なるオクタフェニルテトラベンゾポルフィリンの合成と物性, 三上 晃寛、森 重
樹、中江 隆博、宇野 英満、奥島 鉄雄, 2014 年⽇本化学会中国四国⽀部⼤会, ⼭⼝, 2014-11-
08 ‒ 2014-11-09. 

128 ビシクロ[2.2.2]オクタジエンを利⽤したベンゾサフィリン類の合成と物性評価, 安部 俊樹、森 
重樹、中江 隆博、宇野 英満、奥島 鉄雄, 2014 年⽇本化学会中国四国⽀部⼤会, ⼭⼝, 2014-11-
08 ‒ 2014-11-09. 

129 アズレン⾻格を有する可溶性多環芳⾹族炭化⽔素の合成, 品川 友志、中江 隆博、森 重樹、宇
野 英満、奥島 鉄雄, 2014 年⽇本化学会中国四国⽀部⼤会, ⼭⼝, 2014-11-08 ‒ 2014-11-09. 

130 Bottom-Up Synthesis of sub-1 nm Graphene Nanoribbons by Surface Polymerization, T. Nakae, 
T. Iruka, S. Fujita, M. Yano, T. Kojima, H. Sakaguchi, International Symposium on Integrated 
Molecular/Materials Science and Engineering, Nanjin, China, 2014-11-01 ‒ 2014-11-03. 

131 Synthesis of BCOD-bridged cyclophanes, K. Tagawa, S. Mori, T. Okujima, and H. Uno, 
International Symposium on the Synthesis and Application of Curved Organic π-Molecules and 
Materials, Uji, Japan, 2014-10-19 ‒ 2014-10-21. 
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132 Synthesis of π-Expanded O-BODIPYs as NIR dyes, T. Okujima, Y. Shida, Y. Tomimori, S. Mori, 
K. Ohara, T. Nakae, and H. Uno, Michinoku International Symposium on Porphyrins, 
Phthalocyanines and Functional π Molecules, Zao, Japan, 2014-10-13 ‒ 2014-10-16. 

133. BCOD 架橋ジピロールとヘキサフルオロベンゼンを⽤いたシクロファンの合成, ⽥川 和成、森 
重樹、中江 隆博、奥島 鉄雄、宇野 英満, 第 25 回基礎有機化学討論会, 仙台, 2014-09-07 ‒ 
2014-09-09. 

134 ラジカル重合型化学気相成⻑法によるアームチェア端をもつ sub-1nm グラフェンナノリボンの
表⾯合成, 中江 隆博、⽮野 真葵、⼩島 崇寛、坂⼝ 浩司, 第４７回フラーレン・ナノチュー
ブ・グラフェン総合シンポジウム, 名古屋, 2014-09-03 ‒ 2014-09-05. 

135 Highly Efficient Multi-Benzocyclization of 2-Iodoethynyl Groups by Using AuCl Catalyst, T. 
Nakae, Y. Kitahata, S. Sato, S. Mori, T. Okujima, H. Uno, and H. Sakaguchi, 26 International 
Conference on Organometallic Chemistry, Sapporo, Japan, 2014-07-13 ‒ 2014-07-18. 

136 Synthesis and Properties of Lanthanide Complexes ofπ-Conjugation Extended Porphyrins, S. 
Mori, Y. Watanabe, T. Nakae, T. Okujima, and H. Uno, 8th International Conference on 
Porphyrins and Phthalocyanines, Istanbul, Turkey, 2014-06-22 ‒ 2014-06-27. 

137 Synthesis and Protonation Behavior of BCOD- and Benzene-fused Thiaporphyrins, K. Tagawa, 
S. Mori, T. Nakae, T. Okujima, and H. Uno, 8th International Conference on Porphyrins and 
Phthalocyanines, Istanbul, Turkey, 2014-06-22 ‒ 2014-06-27. 

138 Synthesis and Properties of π-Expanded Cyclo[n]pyrroles, C. Ando, H. Matsumoto, T. Abe, S. 
Mori, T. Nakae, T. Okujima, and H. Uno, 8th International Conference on Porphyrins and 
Phthalocyanines, Istanbul, Turkey, 2014-06-22 ‒ 2014-06-27. 

139 Diels-Alder Reaction of Porphyrins Bearing Diene Part with Several Dienophiles, T. 
Yoshinouchi, S. Mori, T. Nakae, T. Okujima, and H. Uno, 8th International Conference on 
Porphyrins and Phthalocyanines, Istanbul, Turkey, 2014-06-22 ‒ 2014-06-27. 

140 Molecular Recognition of Fullerenes Utilizing Diporphyrin with Chiral π-Space, N. Kawamoto, 
S. Mori, T. Nakae, T. Okujima, and H. Uno,, 8th International Conference on Porphyrins and 
Phthalocyanines, Istanbul, Turkey, 2014-06-22 ‒ 2014-06-27. 

141 Synthesis and Properties of Diporphirins Fused with PAH, H. Uno, K. Tagawa, N. Kawamoto, J. 
Nakamura, S. Mori, T. Nakae, and T. Okujima, 8th International Conference on Porphyrins and 
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142 Synthesis and Properties of Cyclo[n]pyrroles with Eight 9,10-Dihydroanthracene Wings, T. 
Okujima, C. Ando, H. Matsumoto, S. Mori, T. Nakae, and H. Uno, 8th International Conference 
on Porphyrins and Phthalocyanines, Istanbul, Turkey, 2014-06-22 ‒ 2014-06-27. 

143 熱変換可能な可溶性前駆体を⽤いたフタロシアニンおよびテトラベンゾポルフィリンの合成, 奥
島 鉄雄，古⽥ 智哉，橋本 祐介，⾦ 光男，森 重樹，中江 隆博，⼩野 昇，宇野 英満, 第 24
回基礎有機化学討論会, 東京. 

144 2,2ʼ-ビアズレン拡張 T 字型分⼦の合成, 菊地 貴志，中江 隆博，森 重樹，奥島 鉄雄，宇野 英
満，村藤 俊宏, 第 24 回基礎有機化学討論会, 東京. 

145 ⽩⾦テトラベンゾポルフィリンの合成と物性, 古⽥ 智哉，橋本 祐介，森 重樹，中江 隆博，宇
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147 Diels-Alder 反応を利⽤した β 位連結ポルフィリンオリゴマーの合成検討, 芳之内 友⼦，森 重
樹，中江 隆博，奥島 鉄雄，宇野 英満, 第 24 回基礎有機化学討論会, 東京. 
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154 α 位を置換した共役拡張 bisBODIPY の合成とその物性, 北束 政波，森 重樹，中江 隆博，奥
島 鉄雄，宇野 英満, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 

155 meso 位に電⼦求引基を導⼊した共役拡張型 O-キレート BODIPY, 志⽥ 陽⼀，富盛 祐也，森 
重樹，中江 隆博，宇野 英満，奥島 鉄雄, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 
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博，宇野 英満，奥島 鉄雄, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 

157 ビスボラジアジンおよびトリアジン化合物の合成, 芳野 真⼰，⻘⽊ 正矩，増⽥ 豪，森 重樹，
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158 ⽔溶性 bisBODIPY の合成検討, 川⼾ 康平，増⽥ 豪，⻘⽊ 正矩，森 重樹，中江 隆博，奥島 
鉄雄，宇野 英満, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 

159 近⾚外領域に吸収を持つ安定な BODIPY ⾊素の合成, 上代 ⼀貴，中村 光則，増⽥ 豪，⻘⽊ 
正矩，森 重樹，中江 隆博，奥島 鉄雄，宇野 英満, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松
⼭. 

160 キラルなナノ π 空間を有するポルフィリン⼆量体による包接錯, 河本 直樹，森 重樹，中江 隆
博，奥島 鉄雄，宇野 英満, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 

161 デシルオクタフィリンの合成, 松本 宏樹，森 重樹，中江 隆博，宇野 英満，奥島 鉄雄, 2013 
ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 

162 exo-メチレン化を鍵とした β 位拡張ポルフィリンの合成検討, 芳之内 友⼦，森 重樹，中江 隆
博，奥島 鉄雄，宇野 英満, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 

163 3-ナフトペリレンの 2 量化によるヘキサリレンの合成, 杉村 卓哉，中江 隆博，森 重樹，奥島 
鉄雄，宇野 英満，坂⼝ 浩司, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 

164 BCOD 縮環アントラセンダイマーを⽤いたナノグラフェン分⼦の合成, 宮城 要，中江 隆博，
森 重樹，奥島 鉄雄，宇野 英満，坂⼝ 浩司, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 

165 共役拡張ポルフィリンの合成と物性評価, 三浦 志朗，中村 純，森 重樹，中江 隆博，宇野 英
満，奥島 鉄雄, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 

166 ピロロ[3,4-f]イソインドール⾻格を有するビラジカロイドの⽣成とその反応, 平岡 尚悟，清家 
彩，森 重樹，中江 隆博，奥島 鉄雄，宇野 英満, 2013 ハロゲン利⽤ミニシンポジウム, 松⼭. 
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167 キラルなナノ π 空間を有するポルフィリン⼆量体による包摂錯体の形成, 河本 直樹，森 重
樹，中江 隆博，奥島 鉄雄，宇野 英満, 錯体化学第 63 回討論会, 那覇. 

168 ヨードエチニル基に対する AuCl 触媒の⾼効率環化反応を利⽤した[5]ヘリセン類の合成, 北畑 
吉晴，中江 隆博，森 重樹，奥島 鉄雄，宇野 英満, 第 7 回有機パイ電⼦シンポジウム, 桐⽣. 

169 T 字型縮環ビアズレン化合物の合成とその特性, 中江 隆博，菊地 貴志，森 重樹，奥島 鉄雄，
宇野 英満，村藤 俊宏, 第 7 回有機パイ電⼦シンポジウム, 桐⽣. 

 

A01 家グループ 
1 ⻑鎖オリゴチオフェンの分⼦内ホッピング伝導機構解明に向けて有効共役⻑を精密に調節した

被覆型分⼦ワイヤの開発, 井上拓也、家 裕隆、岡本祐治、⼤⼾達彦、⼭⽥ 亮、夛⽥博⼀、安蘇
芳雄, ⽇本化学会第 97 春季年会, 慶応義塾⼤学・⽇吉キャンパス, 2017-03-16. 

2 有機薄膜型太陽電池に向けた⾮フラーレン系アクセプター材料の開発：構造と薄膜物性と光電
変換特性の相関, 家 裕隆, 第 12 回有機太陽電池シンポジウム, おうばくプラザ,  招待講演. 

3 薄膜エレクトロニクスへの応⽤に向けた新規電⼦受容性ユニットに基づく有機半導体材料の開
発, 家 裕隆, 有機エレクトロニクスデバイス・材料に関する研究討論会, 銀杏会館,  招待講演. 

4 Development of Novel pi-Conjugated Systems for Electronic Application: Chemical Structures-
Properties-Function Relationship, Yutaka Ie, Yoshio Aso, The 14th International Conference on 
Frontiers of Polymers and Advanced Materials, Deajeon, Korea, 2016-10-31,  国際共著/国際学
会である / 招待講演. 

5 Development of New pi-Conjugated Compounds towards Single-molecule Electronics and Thin-
film Electronics, Yutaka Ie, Yoshio Aso, UPAC 12th International Conference on Novel Materials 
and their Synthesis, Changsha, China, 2016-10-14,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

6 Development of Electron-Transporting pi-Conjugated Systems for Organic Semiconducting 
Materials, Yutaka Ie, International Conference on Flexible and Printed Electronics, Yamagata 
University, 2016-09-06,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

7 単分⼦エレクトロニクスへの応⽤に向けて共役を確保した三脚型アンカー化合物の合成と単分
⼦膜評価, 川⼝奈々、家 裕隆、安蘇芳雄, 第 27 回基礎有機化学討論会, 広島国際会議場, 2016-
09-01. 

8 Synthesis, Properties, and Photovoltaic Performance of Copolymers Having New Electron-
Accepting Units, Yutaka Ie, The 33rd International Conference of Photopolymer Science and 
Technology, Makuhari Messe, Chiba, 2016-06-22,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

9 Synthesis and Monolayer Evaluation of Tripodal Compounds with Selenophene or Selenol as 
Anchoring Functional Groups for Single-Molecule Electronics, Yutaka Ie, Nana Kawaguchi, 
Kazunari Tanaka, Yoshio Aso, The 13th International Conference on the Chemistry of Selenium 
and Tellurium, Nagaragawa Convention Center, 2016-05-23,  国際共著/国際学会である. 

10 被覆型⻑鎖オリゴチオフェンにおける有効共役⻑と単分⼦電気伝導特性の相関, 岡本祐治、家 
裕隆、⼭⽥ 亮、夛⽥博⼀、安蘇芳雄, ⽇本化学会第 96 春季年会, 同志社⼤学・京⽥辺キャンパ
ス, 2016-03-27. 

11 ⻑鎖被覆オリゴチオフェンの構造物性相関および単分⼦電気伝導度特性, 家 裕隆, ⽇本化学会
第 96 春季年会, 同志社⼤学・京⽥辺キャンパス, 2016-03-27. 
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12 単分⼦エレクトロニクスへの応⽤に向けて共役を確保した三脚型アンカー化合物の合成と性質, 
川⼝奈々、家 裕隆、安蘇芳雄, ⽇本化学会第 96 春季年会, 同志社⼤学・京⽥辺キャンパス, 
2016-03-26. 

13 New pi-Conjugated Systems for Single-molecule and Organic Thin-film Electronic Devices, 
Yutaka Ie, Yoshio Aso, International Symposium on Functional Materials, Okinawa Institute of 
Science and Technology Graduate University, 2016-01-26,  国際共著/国際学会である / 招待講
演. 

14 Synthesis, Properties, and Electrical Conductance of Insulated Oligothiophenes Having Spiro-
Substituted Fluorenes, Yuji Okamoto, Yutaka Ie, Ryo Yamada, Hirokazu Tada, Yoshio Aso, 2015 
International Chemical Congress of Pacific Basin Societies, Hilton Hawaiian Village, 2015-12-17,  
国際共著/国際学会である. 

15 Design Synthesis, and Properties of Novel Units for Single-Molecular Electronics, Yutaka Ie, 
Yoshio Aso, 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies, Hawaii Convention 
Center, 2015-12-16,  国際共著/国際学会である. 

16 有機薄膜型太陽電池に向けた新規半導体材料の開発, 家 裕隆, NAIST 異分野融合ワークショッ
プ, 良先端科学技術⼤学院⼤学, 2015-11-28,  招待講演. 

17 被覆型⻑鎖オリゴチオフェンの単分⼦電気伝導特性に有効共役⻑が及ぼす影響, 岡本祐治、家 
裕隆、⼭⽥ 亮、夛⽥博⼀、安蘇芳雄, 第 9 回有機 π 電⼦系シンポジウム, レイクサイド⼊⿅, 
2015-11-20. 

18 共役⻑を調節した被覆型オリゴチオフェンの合成、物性、および単分⼦電気伝導特性, 岡本祐
治、家 裕隆、⼭⽥ 亮、夛⽥博⼀、安蘇芳雄, 第 26 回基礎有機化学討論会, 愛媛⼤学城北キャ
ンパス, 2015-09-26. 

19 Development of Electron-Transporting pi-Conjugated Systems for n-Type OFETs, Yutaka Ie, 
Yoshio Aso, The 7th East Asia Symposium on Functional Dyes and Advanced Materials, Osaka 
Prefecture University, 2015-09-02,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

20 Development of Novel Functional Units toward Molecular Architectonics, Yutaka Ie, Yoshio Aso, 
International Workshop on Molecular Architectinics 2015, Shiretoko Grand Hotel, 2015-08-05,  
国際共著/国際学会である / 招待講演. 

21 Synthesis, Properties, and Electrical Conductance of Insulated Oligothiophenes Having Spiro-
Substituted Fluorene, Yuji Okamoto, Yutaka Ie, Ryo Yamada, See Kei Lee, Hirokazu Tada, 
Yoshio Aso, International Workshop on Molecular Architectinics 2015, Shiretoko Grand Hotel, 
2015-08-05,  国際共著/国際学会である. 

22 A Universal Synthetic Methodology for Sub-Micrometer-Length Polythiophenes End-
Functionalized with Anchor Groups, Shunsuke Tamba, Yutaka Ie, Yoshio Aso, International 
Workshop on Molecular Architectinics 2015, Shiretoko Grand Hotel, 2015-08-05,  国際共著/国
際学会である. 

23 Oligothiophenes with Encapsulating Units for Molecular Wires, Yutaka Ie, Yuji Okamoto, Yoshio 
Aso, 16th International Symposium on Novel Aromatic Compounds, Universidad Complutense, 
2015-07-09,  国際共著/国際学会である. 

24 分⼦アーキテクトニクスへの応⽤に向けた有機分⼦開発, 家 裕隆, ⽇本化学会第 95 春季年会, 
⽇本⼤学・船橋キャンパス(千葉県千葉市), 2015-03-26 ‒ 2015-03-29,  招待講演. 
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25 ピラジノジチアゾールを有するコポリマーの合成、物性および n 型半導体特性, 笹⽥翔平、家 
裕隆、安蘇芳雄, ⽇本化学会第 95 春季年会, ⽇本⼤学・船橋キャンパス(千葉県千葉市), 2015-
03-26 ‒ 2015-03-29. 

26 分⼦ワイヤへの応⽤を⽬指したスピロ置換フルオレンによる⻑鎖の完全被覆型オリゴチオフェ
ンの合成と物性, 岡本祐治、家 裕隆、安蘇芳雄, ⽇本化学会第 95 春季年会, ⽇本⼤学・船橋キ
ャンパス(千葉県千葉市), 2015-03-26 ‒ 2015-03-29. 

27 ピラジンとチアゾールで構成される新規縮合多環化合物、並びにこれを含むポリマーの合成と
物性, 笹⽥翔平、家 裕隆、安蘇芳雄, ⽇本化学会第 94 春季年会, 名古屋⼤学. 

28 縮合多環芳⾹族を接合基とする三脚型アンカー化合物の開発、およびグラフェン電極上での単
分⼦膜評価, ⽥代 彩、家 裕隆、⼆⾕真司、安蘇芳雄, ⽇本化学会第 94 春季年会, 名古屋⼤学. 

29 分⼦素⼦への応⽤を⽬指した機能性 π 電⼦系分⼦の開発, 家 裕隆, ⽇本化学会第 94 春季年会, 
名古屋⼤学,  招待講演. 

30 分岐アルキル基を有するスピロ置換フルオレンで被覆されたオリゴチオフェン分⼦ワイヤの合
成と物性, 家 裕隆、利根紗織、 安蘇芳雄, 分岐アルキル基を有するスピロ置換フルオレンで被
覆されたオリゴチオフェン分⼦ワイヤの合成と物性, 東京⼤学. 

31 Synthesis, Properties, and Photovoltaic Performance of D‒A Copolymers based on 
Dioxocyclopentene-annelated Thiophenes as Acceptor Units, J. Huang, Y. Ie, M. Karakawa, Y. 
Aso, The 17th SANKEN International Symposium, Osaka. 

32 Development of New pi-Conjugated Systems towards Organic Semiconducting Materials, Yutaka 
Ie, 8th Singapore International Chemistry Conference (SICC-8), National University of 
Singapore, Singapore, 2014-12-14 ‒ 2014-12-17,  招待講演. 

33 Development of Organic Semiconducting Materials for Organic Photovoltaics, Yutaka Ie, Yoshio 
Aso, The 18th SANKEN International the 13th SANKEN Nanotechnology Symposium, Osaka, 
Japan, 2014-12-10 ‒ 2014-12-11,  招待講演. 

34 Synthesis, Properties, and Photovoltaic Performance of Low-Bandgap Copolymers Based on 
Dithienosilole and Dioxocycloalkene-annelated Thiophene, Yutaka Ie, Jianming Huang, Makoto 
Karakawa, Yoshio Aso, 2014 MRS Fall Meeting, Boston, Massachusetts USA, 2014-11-30 ‒ 2014-
12-05. 

35 スピロ置換フルオレンで⼀つおきに被覆したチオフェン 3,7,および 11 量体の合成と物性, 岡本
祐治、家 裕隆、安蘇芳雄, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス
（⼤阪府豊中市）, 2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

36 π 接合能を持つ三脚型アンカー化合物の開発および、グラファイト電極上での単分⼦膜の評価, 
⽥代 彩、家 裕隆、安蘇芳雄, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス
（⼤阪府豊中市）, 2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

37 シアノベンゾチアジアゾールと N-アリールフタルイミドを三重結合で連結した電⼦受容性化合
物の合成、および光電変換特性, 陣内⻘萌、家 裕隆、安蘇芳雄, 第 8 回有機 π 電⼦系シンポジ
ウム, ホテル⿓登園（佐賀県佐賀市）, 2014-11-21 ‒ 2014-11-22. 

38 π 接合を指向した三脚型アンカー化合物の開発とグラファイト電極上の単分⼦膜, ⽥代 彩、家 
裕隆、安蘇芳雄, 第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014, タワーホール船堀（東京都江⼾川区）, 2014-
10-14 ‒ 2014-10-16. 
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39 スピロ置換フルオレンで⼀つおきに被覆したチオフェン 3,7,および 11 量体の合成と物性, 岡本
祐治、家 裕隆、安蘇芳雄, 第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014, タワーホール船堀（東京都江⼾川
区）, 2014-10-14 ‒ 2014-10-16. 

40 π 接合を指向した三脚型アンカー化合物の開発と⾦およびグラファイト電極上の単分⼦膜評価, 
⽥代 彩、⽥中⼀成、家 裕隆、安蘇芳雄, 第 25 回基礎有機化学討論会, 東北⼤学川内北キャン
パス（宮城県仙台市）, 2014-09-07 ‒ 2014-09-09. 

41 スピロ置換フルオレンを導⼊したチオフェンと無置換チオフェンを交互に結合させたオリゴチ
オフェンの合成と物性, 岡本祐治、家 裕隆、安蘇芳雄, 第 25 回基礎有機化学討論会, 東北⼤学
川内北キャンパス（宮城県仙台市）, 2014-09-07 ‒ 2014-09-09. 

42 1,2,5-チアジアゾールを組み込んだ電⼦受容性 π 共役化合物の合成，物性，および光電変換特
性, 陣内⻘萌、家 裕隆、安蘇芳雄, 第 25 回基礎有機化学討論会, 東北⼤学川内北キャンパス
（宮城県仙台市）, 2014-09-07 ‒ 2014-09-09. 

43 Synthesis, Properties, and n-Type Organic Photovoltaic Performances of Three-dimensional 
Electron-accepting Compounds Containing Perylene Bis(dicarboxyimide)s, Yutaka Ie, Takahiro 
Sakurai, Seihou Jinnai, Makoto Karakawa, Yoshio Aso, Grand Renewable Energy 2014, Tokyo, 
Japan, 2014-07-27 ‒ 2014-08-01. 

44 Synthesis, Properties, and n-Type Performances of Electronegative π-Conjugated Systems 
Having Fluorine Substituents, Yutaka Ie, International Conference on Fluorine Chemistry 2014 
Tokyo, Yokohama, Japan, 2014-05-28 ‒ 2014-05-30,  招待講演. 

45 分岐アルキル基を有するスピロ置換フルオレンで被覆されたオリゴチオフェンの合成と物性, 利
根紗織、家 裕隆、安蘇芳雄, 第 24 回基礎有機化学討論会, 学習院⼤学. 

46 ジオキソシクロアルケン縮環チオフェンを含むコポリマーの合成、物性及び光電変換特性, ⻩ 
建明、家 裕隆、⾟川 誠、安蘇芳雄, 第 24 回基礎有機化学討論会, 学習院⼤学. 

47 含フッ素 π 電⼦系の開発とエレクトロニクス応⽤, 家 裕隆, フルオラス科学研究会 第 6 回シ
ンポジウム, 岡⼭国際交流センター,  招待講演. 

48 Tripodal Anchoring Groups for Molecular Electronics, Y. Ie, T. Hirose, K, Tanaka, H. Nakamura, 
M. Kiguchi, N. Takagi, M. Kawai, Y. Aso, The 15th Asian Chemical Congress Novel Functional 
pi-Systems and Materials, Singapore. 

49 Synthesis, Properties, and Electron-accepting Characteristics of New pi-Conjugated System 
Bearing Dithiophthalimide Units, Yutaka Ie, Seihou Jinnai, Masashi Nitani, Makoto Karakawa, 
Yoshio Aso, 15th International Symposium on Novel Aromatic Compounds, Taiwan. 

50 Synthesis, Properties, and n-Type Performances of Electronegative π-Conjugated Systems, Y. 
Ie, The first Asian conference for “MONODUKURI” Strategy by Synthetic Organic Chemistry, 
Okinawa,  招待講演. 

 

A02 ⽶⽥グループ 
1 Spin Control of Magnetic Molecules with Scanning Tunneling Microscopy, T. Komeda, P. 

Mishra, J. Liu, K. Katoh, M. Yamashita, T. Inose, D. Tanaka, T. Ogawa, The 15th International 
Conference on Molecule-Based Magnets, Sendai International Convention Center (Miyagi, 
Sendai), 2016-09-04,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

2 Spin Observation and Control of Magnetic Molecules with Scanning Tunnelling Microscopy, T. 
Komeda, P. Mishra, J. Liu, K. Katoh, M. Yamashita, T. Inose, D. Tanaka, T. Ogawa, F. Wu, Z. 
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Shen, 42nd edition of the International Conference on Coordination Chemistry in Brest, Best, 
France, 2016-08-03,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

3 Spin properties of adsorbed magnetic molecule detected by Kondo feature, Tadahiro Komeda, 
Tomoko Inose, Daisuke Tanaka, Takuji Ogawa, Fan Wu, Zhen Shen, PACIFIC BASIN 
SOCIETIES 2015, Hawaii Convention Center, USA, 2015-12-15,  国際共著/国際学会である / 
招待講演. 

4 GROWTH OF EPITAXIAL CEO2(111) FILM ON RU(0001) AND ITS REDUCTION BY 
HYDROGEN, Tadahiro Komeda, Syed Mohammad Fakruddin Shahed, Yasuyuki Sainoo, Tomo 
Hasegawa, 250th American Chemical Society National Meeting & Exposition, Boston convention 
center, USA, 2015-08-16,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

5 Spin Control of Magnetic Molecules with Scanning Tunneling Microscopy, Tadahiro Komeda, 
DIET 14:Dynamics,Interactions and Electronic Transitions at Surfaces, Pacific Grove, CA, アメ
リカ, 2014-10-13 ‒ 2014-10-17. 

6 Characterization and Manipulation of Spin of Single-Molecule-Magnet Double-Decker 
Phthalocyanine Molecule, Tadahiro Komeda, Chinese Chemical Society (中国化学会第 29 回), 
北京⼤学、中国, 2014-08-04 ‒ 2014-08-07,  招待講演. 

7 Manipulation of spin of single-molecule-magnet double-decker, Tadahiro Komeda, The 12th 
European Conference on Molecular Electronics (ECME2013), London, イギリス,  招待講演. 

8 Kondo resonance observation of a organic radical molecule, J. Liu and T. Komeda, 12th 
International Conference on Atomically Controlled Surfaces, International and Nanostructures 
(ACSIN-12) in conjunction with 21st International Colloquium on Scanning Probe Microscopy 
(ICSPM21, つくば市. 

9 Adsorption and spin of single-molecule-magnet double-decker, Tadahiro Komeda, 19th 
International Vacuum Congress IVC-19, Paris, フランス. 

 

A02 ⽯⽥グループ 
1 Benzene adsorption on Si(100) revisited: van der Waals density functional study, Yuji 

Hamamoto, Ikutaro Hamada, Kouji Inagaki, and Yoshitada Morikawa, Symposium on Surface 
Science & Nanotechnology -25th Anniversary of SSSJ Kansai- (SSSN-Kansai), Kyoto, Japan, 
2017-01-24, 国際共著/国際学会. 

2 Image potential states of lead phthalocyanine on graphene from first principles, Hiroyuki Sawada, 
Sasfan Arman Wella, Yuji Hamamoto, Kouji Inagaki, and Yoshitada Morikawa, Symposium on 
Surface Science & Nanotechnology -25th Anniversary of SSSJ Kansai- (SSSN-Kansai), Kyoto, 
Japan, 2017-01-24, 国際共著/国際学会. 

3 Maxwell-Schroedinger approach to light-nanomatter interaction, T. Sako, 2016 EMN Meeting on 
Quantum Matter, Port Louis, Mauritius, 2016-11-30, 国際共著/国際学会 / 招待講演. 

4 Spin- and electron-configuration-dependence of transient electric current in nanostructured 
materials fabricated with multi-terminals, T. Sako, BIT's 6th Annual World Congress of Nano 
Science & Technology 2016, Singapore, Singapore, 2016-10-26, 国際共著/国際学会 / 招待講演. 

5 Naphthalene Adsorption on Graphene: van der Waals Density Functional Study, Sasfan Arman 
Wella, Nana Kawaguchi, Hiroyuki Sawada, Fahdzi Muttaqien, Yuji Hamamoto, Kouji Inagaki, 
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Ikutaro Hamada and Yoshitada Morikawa, 32nd European Conference on Surface Science 
(ECOSS-32), Grenoble, France, 2016-08-28, 国際共著/国際学会. 

6 Time dependent transient current dynamics in one-dimensional nanostructures fabricated with 
multi-terminals, T. Sako, EMN Croatia Meeting 2016, Dubrovnik, Croatia, 2016-05-04, 国際共
著/国際学会 / 招待講演. 

7 Electron correlation and dynamics in laser induced transient current in quasi-one-dimensional 
nanostructure, T. Sako, 2015 EMN Phuket Meeting, Phuket, Thailand, 2016-05-04, 国際共著/国
際学会 / 招待講演. 

8 Study of Naphthalene Adsorption on Graphene: van der Waals Density Functional Theory, 
Sasfan Arman Wella, Nana Kawaguchi, Fahdzi Muttaqien, Yuji Hamamoto, Kouji Inagaki, Ikutaro 
Hamada, and Yoshida Morikawa, ⽇本物理学会第 71 回年次⼤会, 東北学院⼤学, 2016-03-19. 

9 Spin-orbit interactions at solid surfaces studied by the embedded Greenʼs function technique, H. 
Ishida, Computational Chemistry Symposium in ICCMSE2016, Athens, Greece, 2016-03-17, 国
際共著/国際学会 / 招待講演. 

10 Theoretical framework for light-matter interaction in finite quantum systems, T. Sako, 
Computational Chemistry Symposium in ICCMSE2016, Athens, Greece, 2016-03-17, 国際共著/
国際学会 / 招待講演. 

11 Topological invariants in the embedding-potential, D. Wortmann and H. Ishida, DPG-
Fruehjahrstagung 2016, Regensburg, Germany, 2016-03-06. 

12 Transient tunneling current from quasi-1D quantum wells: Singlet vs triplet excited states, 
Hiroshi Ishida and Tokuei Sako, 表⾯界⾯スペクトロスコピー2015, 埼⽟県 ⽐企郡 嵐⼭町, 
2015-11-27. 

13 van der Waals 密度汎関数法による Si(100)⾯上 benzene 吸着構造の数値的研究, 濱本雄治、濱
⽥幾太郎、稲垣耕司、森川良忠, ⽇本物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学, 2015-09-25. 

14 Self-consistent van der Waals density functionals applied to benzene on Si(100), Yuji Hamamoto, 
Ikutaro Hamada, Kouji Inagaki and Yoshitada Morikawa, Psi-k 2015 Conference, San Sebastian, 
Spain, 2015-09-06, 国際共著/国際学会. 

15 Self-consistent van der Waals functionals study of molecular adsorption puzzles on metal and 
semiconductor surfaces, Yuji Hamamoto, Fahdzi Muttaqien, Ikutaro Hamada, Kouji Inagaki, and 
Yoshitada Morikawa, International Workshop on Molecular Architectonics 2015, Hokkaido, 
Japan, 2015-08-03, 国際共著/国際学会. 

16 Field induced transient current in a quasi-one-dimensional nanostructure, Tokuei Sako and 
Hiroshi Ishida, International Workshop on Molecular Architectonics 2015, Hokkaido, Japan, 
2015-08-03, 国際共著/国際学会. 

17 Structure of genuine and conjugate Fermi holes in two-electron systems and its applications for 
correlation problems, T. Sako, Fock Meeting 2015, ロシア ウラジオストク, 2015-06-19, 国際共
著/国際学会. 

18 擬 1 次元⼈⼯原⼦鎖における光誘起過渡電流, 佐甲徳栄、⽯⽥浩, ⽇本化学会第 95 年会, 千葉, 
2015-03-26. 

19 Conjugate Fermi hole and its manifestation in natural and artificial atoms, T. Sako, 
Computational Chemistry Symposium in ICCMSE 2015, ギリシャ、アテネ, 2015-03-20 ‒ 2015-
03-23, 招待講演. 
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20 Angular correlation in two-electron artificial atoms, T. Sako, EMN Spring Meeting 2014, Las 
Vegasu, USA, 2014-03-01, 招待講演. 

21 エムベッディッド Green 関数法による⾦属表⾯での Rashba 効果の研究, ⽯⽥浩, 第 4 回分⼦ア
ーキテクトニクス研究会, 東京，東京⼤学，2014-03-10. 

22 Novel topological insulator phase induced by proximity effects at the interface between a 
topological band insulator and a Mott insulator: A layer DMFT approach, H. Ishida, A. Liebsch, 
New Trends in Topological Insulators 2014, ドイツ、ベルリン, 2014-07-07 ‒ 2014-07-10. 

23 Origin of the First Hund Rule in Artificial Atoms, T. Sako, Energy Materials and Nanotechnology 
Meeting 2013, Chengdu, China, 2013-10-23, 招待講演. 

 

A02 松本和グループ 
1 マイクロウェルと複合化したグラフェントランジスタを⽤いた Helicobacter pylori の検出, ⼩野 

尭⽣, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会, パシフィコ横浜, 2017-03-14. 
2 単層グラフェン電極を有する単分⼦デバイスの作製, 福原 ⼤介, 第 64 回応⽤物理学会春季学術

講演会, パシフィコ横浜, 2017-03-14. 
3 アルミナ保護膜を⽤いたグラフェンデバイス作製, 岡崎 凌, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演

会, パシフィコ横浜, 2017-03-14. 
4 グラフェン多重量⼦ドット, ⾦井 康, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会, パシフィコ横浜, 

2017-03-14. 
5 ランダム積層 CVD グラフェンの電気・磁気的特性, 植村 孝平, 第 64 回応⽤物理学会春季学術

講演会, パシフィコ横浜, 2017-03-14. 
6 グラフェン FET を⽤いたバイオセンサーのチャネルサイズの最適化, 坂⼝ 慶介, 第 64 回応⽤

物理学会春季学術講演会, パシフィコ横浜, 2017-03-14. 
7 Position-Controlled Single-Crystalline Graphene Growth and Biosensor Array for Discriminating 

Subtype of Virus, Yuki Mori, The 20th SANKEN International Symposium, Congres Convention 
Center, 2016-12-12,  国際共著/国際学会である. 

8 Evaluation of an Anti-influenza Drug Using Glycan-Functionalized Graphene Field-Effect 
Transistors, Kaho Kamada, The 20th SANKEN International Symposium, Congres Convention 
Center, 2016-12-12,  国際共著/国際学会である. 

9 Affinity Assay of Human/Avian-Type Hemagglutinin Using Sialoglycan-Functionalized 
Graphene FET toward Influenza Diagnosis, Ryota Hayashi, The 20th SANKEN International 
Symposium, Congres Convention Center, 2016-12-12,  国際共著/国際学会である. 

10 Electrical Detection of Polymerase Chain Reaction Using Graphene Field-Effect Transistors, 
Takashi Ikuta, MNC2016, ANA クラウンプラザホテル京都, 2016-11-08,  国際共著/国際学会で
ある. 

11 Kondo Effect in Graphene Quantum Dots, Yasushi Kanai, MNC2016, ANA クラウンプラザホテ
ル京都, 2016-11-08,  国際共著/国際学会である. 

12 グラフェンを⽤いた P3HT 分⼦ワイヤデバイス評価, ⽣⽥ 昂, 第 7 回分⼦アーキテクトニク
ス研究会, 九州⼤学, 2016-10-20. 

13 グラフェン電極を⽤いたポリチオフェン分⼦トランジスタの開発, ⽣⽥ 昂, 第 7 回分⼦アーキ
テクトニクス研究会, 九州⼤学, 2016-10-20,  招待講演. 



 87 

14 グラフェン電極を有した P3HT 分⼦ワイヤデバイス, ⽣⽥ 昂, 第 77 回応⽤物理学会秋季学術
講演会, 朱鷺メッセ, 2016-09-13. 

15 ポルフィリンリンカーを⽤いたグラフェンバイオセンサーの⾼感度化, 川⽥ 拓哉, 第 77 回応⽤
物理学会秋季学術講演会, 朱鷺メッセ, 2016-09-13. 

16 グラフェン表⾯弾性波デバイスの溶液中での⾳響電流制御, 奥⽥ 聡志, 第 77 回応⽤物理学会秋
季学術講演会, 朱鷺メッセ, 2016-09-13. 

17 Detection Kondo effect in Graphene Quantum Dots, Yasushi Kanai, CSW2016, 富⼭国際会議場, 
2016-06-26,  国際共著/国際学会である. 

18 An Application of Graphene Field Effect Transistor to Enzymatic Assay, Takao Ono, CSW2016, 
富⼭国際会議場, 2016-06-26,  国際共著/国際学会である. 

19 Laser annealing technique for graphene synthesis on polymer and its application for strain sensor, 
⽯橋 祐輔, The 19th SANKEN International Symposium, Osaka University, 2015-12-07,  国際
共著/国際学会である. 

20 Graphene memory utilizing redox molecules, 鎌⽥果歩, The 19th SANKEN International 
Symposium, Osaka University, 2015-12-07,  国際共著/国際学会である. 

21 Electrical Detection of Polymerase Chain Reaction Using Graphene Field-Effect Transistors, ⽣
⽥ 昂, 28th International Microprocesses and Nanotechnology Conference, Toyama 
International Conference Center, 2015-11-10,  国際共著/国際学会である. 

22 グラフェン電極を⽤いたポリチオ分⼦トジスタの開発, ⽣⽥ 昂, 第６回分⼦アーキテクトニク
ス研究会, 京都⼤学, 2015-10-23. 

23 レドックス分⼦を⽤いたグラフェンメモリ, 鎌⽥果歩, 第６回分⼦アーキテクトニクス研究会, 
京都⼤学, 2015-10-23. 

24 グラフェンナノギャップ電極を⽤いた分⼦デバイスの作製, ⽣⽥ 昂, 第７６回応⽤物理学会秋
季学術講演会, 名古屋国際会議場, 2015-09-13. 

25 分⼦の酸化還元応答を利⽤したグラフェンメモリの開発, 鎌⽥ 果歩, 第７６回応⽤物理学会秋
季学術講演会, 名古屋国際会議場, 2015-09-13. 

26 ポリマーフィルム上のグラフェン直接合成とフレキシブルデバイス応⽤, ⽯橋 祐輔, 第７６回
応⽤物理学会秋季学術講演会, 名古屋国際会議場, 2015-09-13. 

27 Cu の表⾯酸化を⽤いたグラフェングレインの⼤⾯積化, ⽣⽥ 昂, 第 5 回分⼦アーキテクトニク
ス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス（⼤阪）, 2014-11-25. 

28 Graphene Synthesis by Laser-Annealing Technique and Device Aplications, ⽯橋 祐輔, The 6th 
International Conference on Recent Progress in Graphene Research, Howard International 
House（台湾）, 2014-09-24. 

29 ナノカーボンの新規成⻑⽅法とデバイス応⽤, 前橋 兼三, 第 3 回分⼦アーキテクトロニクス研
究会, ⼤阪市中央公会堂（⼤阪）, 2013-10-1. 

30 絶縁膜上へ直接合成したグラフェンの特性評価, ⽣⽥ 昂, 第 4 回分⼦アーキテクトロニクス研
究会, 東京⼤学⼭上会館（東京）, 2014-3-11. 

31 カーボンナノチューブトランジスタを⽤いた確率共鳴素⼦, 前橋 兼三, 第 4 回分⼦アーキテク
トロニクス研究会, 東京⼤学⼭上会館（東京）, 2014-3-11. 
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A02 ⾼⽊グループ 
1 鏡像準位バンドのスピンテクスチャーの反転, 荒船⻯⼀、中澤武夫、⾼⽊紀明、川合眞紀、⽯⽥

浩, ⽇本物理学会第 72 回年次⼤会, ⼤阪⼤学(⼤阪府豊中市), 2017-03-17. 
2 ２次元単原⼦・分⼦層系表⾯物質―シリセンから２次元近藤格⼦―, ⾼⽊紀明, SPring-8 ユーザ

ー協同体顕微ナノ材料研究会／⽇本表⾯科学会放射光研究部会合同研究会, 東京理科⼤学(東京
都葛飾区), 2017-03-02,  招待講演. 

3 ニテルル化タングステン表⾯の構造解析, 川原⼀晃、荒船⻯⼀、⽩澤徹郎、Chun-Liang Lin、
Zeyuan Ni、南⾕英美、渡邉聡、川合眞紀、⾼⽊紀明, 第 36 回表⾯科学学術講演会, 名古屋国際
会議場（愛知県名古屋市）, 2016-12-01. 

4 STM-IETS 振動・スピン励起による局所分析, ⾼⽊紀明, 第 36 回表⾯科学学術講演会, 名古屋
国際会議場（愛知県名古屋市）, 2016-12-01,  招待講演. 

5 吸着分⼦が⽰す近藤効果について, ⾼⽊紀明, 東京⼤学物性研究所短期研究会, 東京⼤学物性研
究所（千葉県柏市）, 2016-10-30,  招待講演. 

6 代数的整数論を応⽤した 2 次元格⼦整合理論, 川原⼀晃、荒船⻯⼀、川合眞紀、⾼⽊紀明, ⽇本
物理学会 2016 年秋季⼤会, ⾦沢⼤学（⽯川県⾦沢市）, 2016-09-13. 

7 Au(111)上に蒸着した Bi の構造と電⼦状態, 川上直也, 林俊良, 川合眞紀, 荒船⻯⼀, ⾼⽊紀明, 
⽇本物理学会 第 71 回年次⼤会（2016 年）, 東北学院⼤（宮城県仙台市）, 2016-03-19. 

8 ⾼分解 2 光⼦光電⼦分光による Graphene/Ir(111)の鏡像状態の観察, 中澤武夫, 荒船⻯⼀, ⾼⽊
紀明, 川合真紀, ⽇本物理学会 第 71 回年次⼤会（2016 年）, 東北学院⼤（宮城県仙台市）, 
2016-03-19. 

9 Ag(111)単結晶上に作製した多層シリセンの構造, 川原⼀晃, ⽩澤徹郎, 林俊良, ⻑尾遼, 塚原規
志, ⾼橋敏男, 荒船⻯⼀, 川合眞紀, ⾼⽊紀明, ⽇本物理学会 第 71 回年次⼤会（2016 年）, 東
北学院⼤（宮城県仙台市）, 2016-03-19. 

10 鉄フタロシアニン分⼦における磁気異⽅性の有効模型による解析, 南⾕英美, ⾼⽊紀明, 渡邉聡, 
⽇本物理学会 第 71 回年次⼤会（2016 年）, 東北学院⼤（宮城県仙台市）, 2016-03-19. 

11 Ag(111)上単層シリセン電⼦状態の⽐較, 林俊良, 荒船⻯⼀, 川合眞紀, ⾼⽊紀明, ⽇本物理学会 
第 71 回年次⼤会（2016 年）, 東北学院⼤（宮城県仙台市）, 2016-03-19. 

12 表⾯分⼦磁性, ⾼⽊紀明, 第 35 回表⾯科学学術講演会, つくば国際会議場（茨城県つくば市）, 
2015-12-01,  招待講演. 

13 Exploring Nano World with Scanning Tunneling Microscopy, Noriaki Takagi, World Congress on 
Microscopy: Instrumentation, Techniques and Applications in Life Sciences and Materials 
Sciences (WCM 2015), Kottayam (India), 2015-10-09,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

14 Ag(111)上シリセンの成⻑様式, 川原⼀晃, 望⽉出海, ⽩澤徹郎, 林俊良, ⻑尾遼, 荒船⻯⼀, 川
上直也, 和⽥健, 塚原規志, ⾼橋敏男, 兵頭俊夫, 川合眞紀, ⾼⽊紀明, ⽇本物理学会 2015 年秋
季⼤会, 関⻄⼤学（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-16. 

15 The electronic structure of the outer most layer in multilayer silicene grown on Ag(111), 林俊良, 
萩野勇志, 伊藤佑次朗, ⻑尾遼, 川原⼀晃, ⻘⽊優, 増⽥茂, 荒船⻯⼀, 川合眞紀, ⾼⽊紀明, ⽇
本物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-16. 

16 Si(111)-In 薄膜上の Mn フタロシアニン分⼦の吸着状態, 塚原規志, 進藤⼀樹, 吉澤俊介, 内橋
隆, 川合眞紀, ⾼⽊紀明, ⽇本物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-
16. 
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17 Si(111)上 Bi 薄膜の⼀次元エッジ状態, 川上直也, 林俊良, 川合眞紀, 荒船⻯⼀, ⾼⽊紀明, ⽇本
物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-16. 

18 Cu(110)表⾯の⾮弾性トンネル電流に現れる電⼦ーフォノン相互作⽤の波数依存性, 南⾕英美, 
荒船⻯⼀, 塚原規志, 渡邉聡, 川合眞紀, ⾼⽊紀明, ⽇本物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学
（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-16. 

19 Structural evolution of silicene on Ag(111), Noriaki Takagi, Workshop “Silicene, Germanene, 
Stanene, Phosphorene: Novel Elemental 2D Materials” in 4th International Conference on on 
Mathematical Modeling in Physical Sciences (IC-MSQUARE), Mykonos (Greece), 2015-06-05,  
国際共著/国際学会である / 招待講演. 

20 Single magnetic molecule in STM junction as a Kondo simulator, ⾼⽊紀明, フロンティア表⾯科
学 2015, 東京⼤学物性研究所（千葉県柏市）, 2015-03-02,  招待講演. 

21 ⾼分解 2 光⼦光電⼦による Au（001）表⾯の鏡像状態における Rashba 効果の観察, 中澤武夫、
荒船⻯⼀、⾼⽊紀明、川合眞紀, 表⾯界⾯スペクトロスコピー2014, 関⻄セミナーハウス（京都
府京都市）, 2014-12-05. 

22 STM 探針―FePc-Au(111)接合の形成とスピン状態, 平岡諒⼀、塚原規志、⾼⽊紀明、川合眞
紀, ⽇本物理学会 2014 年秋季⼤会, 中部⼤学（愛知県春⽇井市）, 2014-09-09. 

23 ⾯近藤格⼦、Au（111）表⾯吸着鉄フタロシアニン格⼦の異⽅的磁気応答, 太⽥奈緒⾹、塚原規
志、⾼⽊紀明、川合眞紀, ⽇本物理学会 2014 年秋季⼤会, 中部⼤学（愛知県春⽇井市）, 2014-
09-09. 

24 Single molecule magnetism, Noriaki Takagi, HAYASHI Conference : Next decades of Surface 
Science, 神奈川県葉⼭町湘南国際村,  招待講演. 

25 表⾯分⼦による近藤効果・近藤格⼦, ⾼⽊紀明, 東京⼤学物性研究所短期研究会「強相関電⼦系
における局所対称性の破れと量⼦物性」, 千葉県柏市東京⼤学物性研究所,  招待講演. 

26 Structural transition of silicene on Ag(111), ⾼⽊紀明, 励起ナノプロセス研究会 第９回研究会, 
東京都⽂京区 筑波⼤学東京キャンパス,  招待講演. 

 

A03 浅井美グループ 
1. Quantum and semi-classical features in the non-equilibrium transport through single molecules, 

Yoshihiro Asai, Single-Molecule: Science and Technology - Japanese-German Workshop -, 
Konstanz (Germany), 2017-12-15, 会議主催と講演. 

2. Quantum mechanical whole device atomic simulation from molecular electronics to nano-
electronics devices, Yoshihiro Asai, The 4th International Conference on Advanced 
Electromaterials (ICAE 2017), Jeju (Korea), 2017-11-22, 招待講演. 

3. First-principles Non-Equilibrium Green Function (NEGF) Simulation Studies of Device 
Properties of Non-volatile Memory Materials, Yoshihiro Asai, Characterization and Modeling of 
Memory Devices, Milano (Italy), 2017-9-28, 招待講演. 

4. 単⼀分⼦と組織化分⼦ネットワークの⾮線形伝導理論, 浅井美博, ⽇本学術振興会  
ナノプローブテクノロジー第１６７委員会第８６研究会, ⽥町（東京）, 2017-7-20, 招待講演. 

5. Thermal conductance of Teflon and Polyethylene, Marius Buerkle, Yoshihiro Asai, DPG 
(Deutsche Physikalische Gesellschaft: German Physics Society) meeting, Dresden (Germany), 
2017-03-22, 国際共著/国際学会. 
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6. 強相関ワイヤにおける伝導度, 尾崎順⼀, 浅井美博, ⽇本物理学会 2016 秋季⼤会, ⾦沢⼤学
（⾦沢市）, 2016-09-13. 

7. Non-equilibrium transport theory from single molecules to nanoelectronics devices: examples of 
non-volatile memory cells, Yoshihiro Asai, Psi-k workshop: New Horizons for Memory Storage: 
Advancing Non-volatile Memory with Atomistic Simulations, Dublin (Ireland), 2016-06-30, 国際
共著/国際学会 / 招待講演. 

8. Strong Correlation Effects on Electrical Transport, Junkichi Ozaki, Yoshihiro Asai, BIT's 5th 
Annual World Congress of Advanced Materials-2016, 重慶（中国）, 2016-06-07, 国際共著/国
際学会 / 招待講演. 

9. Transport properties of strongly correlated quantum wires, Junkichi Ozaki, EMN Quantum 
Meeting 2016, Phuket (Thailand), 2016-04-10, 国際共著/国際学会 / 招待講演. 

10. 第⼀原理的な”デバイス機能”の理論予測とその材料設計への応⽤ ~⾮平衡輸送特性を中⼼に~, 
浅井美博, 第６３回応⽤物理学会春季学術講演会・分科会シンポジウム, 東京⼯業⼤学（⼤岡
⼭）, 2016-03-20, 招待講演. 

11. Base alignment dependence on Seebeck coefficient of DNA: A diagrammatic non-equilibrium 
transport theory approach, 浅井美博、Y. Li, L. Xiang, J.L. Palma, NJ Tao, DPG Spring Meeting 
2016, Regensburg, Germany, 2016-03-10, 国際共著/国際学会. 

12. First-principles calculations of thermoelectric figure of merit for [2,2] paracyclophane-based 
single-molecular junctions, Marius Buerkle, Fabian Pauly, 浅井美博, DPG Spring Meeting 2016, 
Regensburg, Germany, 2016-03-10, 国際共著/国際学会. 

13. Transport through strongly correlated Hubbard chains, 尾崎順⼀、浅井美博, DPG Spring 
Meeting 2016, Regensburg, Germany, 2016-03-07, 国際共著/国際学会. 

14. Quantum transport theory for the current induced local heating and the current noise, 浅井美博, 
環太平洋国際化学会議 2015（Pacifichem 2015）, Waikiki-Hawaii, U.S.A., 2015-12-15, 国際共
著/国際学会 / 招待講演. 

15. First-principle study of thermoelectric transport through single molecule junctions, Marius 
Buerkle, 環太平洋国際化学会議 2015（Pacifichem 2015）, Waikiki-Hawaii, U.S.A., 2015-12-15, 
国際共著/国際学会. 

16. Point Contact Modulation and Electron-phonon Interactions of Ultra-thin HfO2-based Resistive 
Random Access Memory by First Principles Calculation, 中村恒夫、浅井美博, International 
Conference on Charge Transfer and Transport at the Nanoscale, Santiago de Compostela, Spain, 
2015-09-14, 国際共著/国際学会 / 招待講演. 

17. Computational Study on Interfacial Phase Change Memory by Topological Superlattices, 中村恒
夫、富永淳⼆、浅井美博, IWCE 2015, Purdue, U.S.A., 2015-09-02, 国際共著/国際学会. 

18. New opportunities for molecular electronics using current noise and non-linearity, 浅井美博, 
International Workshop on Molecular Architectonics, 知床グランドホテル北こぶし（斜⾥町）, 
2015-08-05, 国際共著/国際学会. 

19. First-principles calculation of the thermoelectric figure of merit for [2,2]paracyclophane-based 
single-molecule junctions, Marius Buerkle, Thomas J. Hellmuth, Fabian Pauly、浅井美博, 
International Workshop on Molecular Architectonics, 知床グランドホテル北こぶし（斜⾥町）, 
2015-08-05, 国際共著/国際学会. 
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20. A scaling relation in the vibronic contribution to the current noise, 浅井美博, The German 
Physical Society (DPG) Spring Meeting, Berlin, Germany, 2015-03-20, 国際共著/国際学会. 

21. Conductance and thermopower of C82 and endohedral mettalo-fullerene molecular junction with 
Au electrode, Marius Buerkle, See Kei Lee, ⼭⽥亮、夛⽥博⼀、浅井美博, The German Physical 
Society (DPG) Spring Meeting, Berlin, Germany, 2015-03-20, 国際共著/国際学会. 

22. Electronic Transport properties of SET and REST states of interfacial phase-change memory, 中
村恒夫、富永淳⼆、浅井美博、Ivan Runnger, Stefano Sanvito, Awadhesh Narayan, APS 
(American Physical Society) March Meeting, San Antonio, U.S.A., 2015-03-03, 国際共著/国際学
会. 

23. ナノ接合やデバイスって理論化学でわかりますか？, 中村恒夫, 第３回 CSJ 化学フェスタ（⽇本
化学会）, 東京, 2014-10-21, 招待講演. 

24. Non-equilibrium transport theory applied to nano electronics problems, 浅井美博, ECS Fall 
Meeting, Cancun, Mexico, 2014-10-08, 国際共著/国際学会 / 招待講演. 

25. Thermal and low energy physics at nanoscale: some theoretical insights, 浅井美博, International 
Workshop “Controlled charge and heat transport at the molecular scale”, Konstanz, Germany, 
2014-09-29, 国際共著/国際学会 / 招待講演. 

26. Effect of interface material on electric transport of metal/insulator/metal systems, T. Miyazaki, 
H. Nakamura, K. Nishio, H. Shima, H. Akinaga, Y. Asai, IUMRS-ICA 2014 (International Union 
of Materials Research Societies, International Conference in Asia), Fukuoka, Japan, 2014-08-24 ‒ 
2014-08-30, 招待講演. 

27. Effect of interface material on electric transport of metal/insulator/metal systems, 宮崎剛英、中
村恒夫、⻄尾賢吾、島久、秋永広幸、浅井美博, IUMRS-ICA2014, 福岡⼤学（福岡市）, 2014-
08-20, 国際共著/国際学会 / 招待講演. 

28. Understanding superior long-range electric transport of terpyridine-based ruthenium complex 
material and novel thermoelectric property, 中村恒夫、浅井美博、⽯⽥敬雄, ICSM 
(International Conference of Synthetic Metals) 2014, Turku, Finland, 2014-07-03, 国際共著/国
際学会. 

29. Design of ReRAM Cell Structure by Metal Buffer and Contact Engineering via First-Principles 
Transport Calculation, 中村恒夫、宮崎剛英、⻄尾賢吾、島久、秋永広幸、浅井美博, IEEE, 
Paris, France, 2014-06-05, 国際共著/国際学会. 

30. 分⼦エレクトロニクス研究 ー第 1、第 2 ステージから第 3 ステージへー, 浅井美博, ⽇本化
学会春季年会, 名古屋, 2014-03-30, 招待講演. 

31. 分⼦架橋系における熱伝特性の解明, 中村恒夫, ⽇本化学会春季年会, 名古屋, 2014-03-30, 招待
講演. 

32. Thermoelectric transport in single molecule junctions. Buerkle and Y. Asai, APS March Meeting 
2014, Denver, USA, 2014-03-03 ‒ 2014-03-07. 

33. Non-equilibrium transport theory compared with experiments on single molecular junctions, 
Y.Asai, Department Colloquium (Department of Physics, Universidad Autonoma de Madrid), 
Madrid, Spain, 2014-02-20, 招待講演. 

34. Non-equilibrium transport theory compared with experiments on single molecular junctions, Y. 
Asai, Department Colloquium (Department of Physics, University of Konstanz), Konstanz, 
Germany, 2014-02-18, 招待講演. 
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35. ⾮平衡量⼦伝導理論の進展 -単分⼦接合計測実験との⽐較-, 浅井美博, 第 7 回物性領域横断研
究会, 東京, 2013-12-01, 招待講演. 

36. 酸化ハフニウムを⽤いた抵抗変化メモリの電気伝導特性に関する第⼀原理計算, 宮崎剛英、中村
恒夫、⻄尾憲吾、島久、秋永広幸、浅井美博, 応⽤物理学会秋季学術講演会, 京都, 2013-09-16. 

37. ⾮平衡伝導現象の理論 〜“熱問題”に対する取り組みを中⼼に〜, 浅井美博, ⽂科省・HPCI プロ
グラム戦略分野２「新物質・エネルギー創成」計算物質科学イニシャチブ（CMSI）夏の学校, 
蔵王、⼭形県, 2013-08-13, 招待講演. 

38. Heat Dissipation and Thermoelectric Transport in Single Molecule Devices. Buerkle and Y. Asai, 
⽇本学術振興会 産学協⼒研究委員会 第 181 委員会, つくば, 2013-08-11. 

39. First-Principles Transport Modeling for Metal/Insulator/Metal Structures, T. Miyazaki, H. 
Nakamura, K. Nishio, H. Shima, H. Akinaga, Y. Asai, The 12th Asia Pacific Physics Conference 
of AAPPS, Chiba, Japan, 2013-07-14 ‒ 2013-07-19. 

 

A03 ⻑⾕川修グループ 
1 SiC 結 晶上２層グラフェンの輸送特性および Li インターカ レートによる影響,, 遠藤由⼤, ⼀

ノ倉聖, 鈴⽊克郷, 菅原克明, 秋⼭了太, ⾼⼭あかり, 野村健太郎, ⾼橋隆, ⻑⾕川修司, 第 8 回
低温センター研究交流会, 東京⼤学（東京都⽂京区）. 

2 全反射⾼速陽電⼦回折法による SiC 上 の Li インターカレーション 2 層グラフェンの構造解 
析, 遠藤由⼤, 望⽉出海, 深⾕有喜, ⾼⼭あかり, 兵頭俊夫, ⻑⾕川修司, ⽇本物理学会第 72 回
年次⼤会, ⼤阪⼤学（⼤阪府豊中市）, 2017-03-17. 

3 Atomic-Layer Superconductors, S. Hasegawa, The 20th International Vacuum Congress, Busan 
(Korea),  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

4 Superconductivity in Calcium-Intercalated Bilayer Graphene detected by in situ Resistivity 
Measurements in Ultrahigh Vacuum, S. Ichinokura, K. Sugawara, A. Takayama, T. Takahashi, S. 
Hasegawa, The 1st International Conference Graphene and related Materials: Properties and 
Applications, Paestum (Italy).,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

5 Transport properties of bilayer graphene studied by in situ four-point probe resistance 
measurements, Y. Endo, S.Ichinokura, K. Suzuki, K. Sugawara, R. Akiyama, A. Takayama, T. 
Takahashi, S. Hasegawa, The 20th International Vacuum Congress, Busan (Korea),  国際共著/
国際学会である. 

6 Superconductivity in Caintercalated Bilayer Graphene, S. Ichinokura, K. Sugawara, A. Takayama, 
T. Takahashi, S. Hasegawa, The 20th International Vacuum Congress, Busan (Korea),  国際共
著/国際学会である. 

7 Atomically Thinned Two-dimensional Superconductors, S. Ichinokura, K. Sugawara, A. 
Takayama, T. Takahashi, A. V. Matetskiy, L. V. Bondarenko, A. Y. Tupchaya, D. V. Gruznev, A. 
V. Zotov, A. A. Saranin, and S. Hasegawa, The 66th Lindau Nobel Laureate Meeting, Lindau 
(Germany),  国際共著/国際学会である. 

8 原⼦層⼆次元物質の超伝導, ⻑⾕川修司, （公財）科 学技術交流財団「次世代デバイス実現に
向けた先端 ⼆次元物質の物理と化学」第１回研究会, 科学技術交流財団交流センター（愛知県
名古屋市）,  招待講演. 
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9 SiC 結晶上２層グラフェンの輸送特性および Li インター カレートによる影響, 遠藤由⼤, ⼀
ノ倉聖, 鈴⽊克郷, 菅原克明, 秋⼭了太, ⾼⼭あかり, , 野村健太郎, , ⾼橋隆, ⻑⾕川修司, 2016 
真空・表⾯科学合同講演 会, 名古屋国際会 議場（愛知県名古屋市）. 

10 In situ 極低温四端⼦電気伝導測定による SiC 上 2 層グラフェ ンの量⼦輸送特性, 遠藤由⼤, 
⼀ノ倉聖, 鈴⽊克郷, 菅原克明, 秋⼭了太, ⾼⼭あかり, ⾼橋隆, ⻑⾕川修司, 野村健太郎, ⽇本
物理学会 2016 秋季⼤会, ⾦沢⼤学（⽯川県⾓間市）. 

11 カルシウムをインターカレートした２層グラフェ ンにおける超伝導, ⼀ノ倉聖，菅原克明，⾼
⼭あかり，⾼橋隆，⻑⾕川修 司, ⽇本表⾯科学会第１回関東⽀部講演 ⼤会, 東京⼤学（東京都
⽂京区）. 

12 Atomic-Layer Superconductors, S. Hasegawa, International Symposium on Two-Dimensional 
Layered Materials and Art, arseille (France), 2016-03-23,  国際共著/国際学会である / 招待講
演. 

13 Ca-インターカレートした⼆層グラフェンにおける超伝導, ⼀ノ倉聖，菅原克明，⾼⼭あかり，
⾼橋隆，⻑⾕川修司, ⽇本物理学会 第 71 回年次⼤会, 東北学院⼤学(宮城県仙台市), 2016-03-
19. 

14 極低温その場 4 端⼦電気伝導測定による 2 層グラフェンの輸送特性, 遠藤由⼤，⼀ノ倉聖，鈴
⽊克郷，菅原克明，秋⼭了太，⾼⼭あかり，⾼橋隆，⻑⾕川修司, ⽇本物理学会 第 71 回年次
⼤会, 東北学院⼤学(宮城県仙台市), 2016-03-19. 

15 Atomic-Layer Superconductors, S. Hasegawa, The 16th Japan-Korea-Taiwan Workshop on 
Strongly Correlated Electron Systems, 東京⼤学（東京都⽂京区）, 2016-03-18,  国際共著/国際
学会である / 招待講演. 

16 Superconductivity in Ca-intercalated Bulayer Graphene, S. Ichinokura, Tsinghua-UTokyo 
Workshop on Recent Topic in Materials Physics, Science and Engineering, 東京⼤学（東京都⽂
京区）, 2016-03-09,  国際共著/国際学会である. 

17 Two-dimensional superconductor with a giant Rashba effect: monoatomic layer Tl-Pb compound 
on Si(111), S. Ichinokura, T. Nakamura, H. Kim, A. Takayama, R. Hobara, S. Hasegawa, Y. 
Hasegawa, A.V. Matetskiy, L.V. Bondarenko, A.Y. Tupchaya, D.V. Gruznev, A.V. Zotov, A.A. 
Saranin, The 16th Japan-Korea-Taiwan Workshop on Strongly Correlated Electron Systems, 東
京⼤学（東京都⽂京区）, 2016-02-19,  国際共著/国際学会である. 

18 Charge/spin transport and superconductivity at Rashba spin-split surface states, S. Hasegawa, 
The 23rd International Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM23), ヒルトンニセコ
ビレッジホテル(北海道ニセコ市), 2015-12-10,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

19 Surface Transport of Topological and Non-topological Materials, S. Hasegawa, The 10th 
International Symposium on Atomic Level Characterizations for New Materials and Devices 
(ALC'15), くにびきメッセ（島根県松江市）, 2015-10-24,  国際共著/国際学会である / 招待
講演. 

20 多探針 STM を⽤いた⾦ナノ粒⼦/チオフェン複合粒⼦の電気伝導測定, 保原麗，福居直哉，中
村友謙，丹波俊輔，家裕隆，安蘇芳雄，⻑⾕川修司, ⽇本物理学会 2015 秋季⼤会, 関⻄⼤学
（⼤阪府吹⽥市), 2015-09-16. 

21 Electronic conductance measurement of Au nano particle/Thiophene compound by multi-probe 
STM, R. Hobara, N. Fukui, T. Nakamura, and S., International Workshop on Molecular 
Architectonics, 知床グランドホテル（北海道知床市）, 2015-08-02,  国際共著/国際学会である. 
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22 Charge/Spin Transport at Surfaces, S. Hasegawa, The 7th International Conference on Scanning 
Probe Spectroscopy and Related Methods (SPS'15), Poznan ( Poland), 2015-06-22,  国際共著/
国際学会である / 招待講演. 

23 Surface transport below 1 K, S. Hasegawa, International Workshop on LEED and Related 
Techniques, Hannover (Germany), 2015-05-28,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

24 トポロジカル物質のインパクト, ⻑⾕川修司, ⽇本表⾯科学会中部⽀部・⽇本真空学会東海⽀部
合同講演会, 名古屋⼯業⼤学(愛知県名古屋市), 2015-04-25,  招待講演. 

25 Bi および Bi/Ag 薄膜のラシュバ効果による光誘起電圧の円⼆⾊性, ⽯原⼤嵩，福居直哉，花塚
真⼤，保原麗，⾼⼭あかり，平原徹，⻑⾕川修司, ⽇本物理学会第 70 回年次⼤会, 早稲⽥⼤学
（東京都新宿区）, 2015-03-21. 

26 Spin-Resolved Transport at Surface States: Current-Induced Spin Polarization and Spin Hall 
Effect, T. Tono, N. Fukui, T. Hirahara, R. Hobara, and S. Hasegawa, Symposium on Surface and 
Nano Sciences 2014, Furano, Japan. 

27 Ultrathin materials, T. Hirahara, The 8th Japanese-French Frontiers of Sciences Symposium, etz, 
France. 

28 ４探針型⾛査トンネル顕微鏡によるナノスケール計測, ⻑⾕川修司, 精密⼯学会 2014 年度春季
⼤会, 東京⼤学、東京,  招待講演. 

29 多層シリセンの構造解析, ⽩井皓寅, ⽩澤徹郎, 平原徹, ⾼橋敏男, ⻑⾕川修司, ⽇本物理学会 
第 69 回年次⼤会, 東海⼤学, 神奈川. 

30 低温強磁場下で動作する⾛査トンネルポテンショメトリ装置の開発, 中村友謙, 保原麗, ⻑⾕川
修司, 平原徹, ⽇本物理学会 第 69 回年次⼤会, 東海⼤学, 神奈川. 

31 スピン偏極イオン散乱分光法を⽤いた Bi 超薄膜における電流誘起スピン偏極の検証, ⼀ノ倉聖, 
平原徹, 鈴⽊拓, ⻑⾕川修司, ⽇本物理学会 第 69 回年次⼤会, 東海⼤学, 神奈川. 

32 In situ FIB 加⼯微細構造を⽤いた Bi2Se3 のスピンホール効果測定, 福居直哉、平原徹、⻑⾕川
修司, ⽇本物理学会 第 69 回年次⼤会, 東海⼤学, 神奈川. 

33 Spin Current at Surfaces of Strong Spin-Orbit Coupling Materials, S. Hasegawa, Takeshi Tono, 
Naoya Fukui, Toru Hirahara, Rei Hobara, Akari Takayama, Pacific Rim Symposium on Surfaces, 
Coatings & Interfaces (PacSurf 2014), Hapuna Beach Prince Hotel, Hawaii, USA, 2014-12-06 ‒ 
2014-12-09. 

34 Spins Transport at Crystal Surfaces, S. Hasegawa, The 2nd International Symposium on the 
Functionality of Organized Nanostructures, iraikan, Tokyo, Japan, 2014-11-27 ‒ 2014-11-28,  
招待講演. 

35 微斜⾯トポロジカル絶縁体薄膜の電気伝導異⽅性, 福居 直哉, 平原 徹, ⻑⾕川 修司, ⽇本表⾯
科学会 第 34 回学術講演会, くにびきメッセ（島根県松江市）, 2014-11-07. 

36 Structure and Transport Properties of Cu-Doped Bi2Se3 Films, T. Shirasawa, M. Sugiki, T. 
Hirahara, M. Aitani, T. Shirai, S. Hasegawa and T. Takahashi, The 7th International Symposium 
on Surface Science, くにびきメッセ、Matsue, Japan, 2014-11-03 ‒ 2014-11-06. 

37 The electric conduction anisotropy of topological insulator thin films, Bi2Te3 and Bi2Se3 grown 
on a vicinal substrate, N. Fukui, T. Hirahara, and S. Hasegawa, The 7th International Symposium 
on Surface Science, くにびきメッセ、Matsue, Japan, 2014-11-03 ‒ 2014-11-06. 

38 Spins at Crystal Surfaces, S. Hasegawa, LMU-Todai Cooperation in Physics Workshop, Ludwig-
Maximilrian University, Munchen, Germany, 2014-10-27,  招待講演. 
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39 Spins Current at Surfaces, Takeshi Tono, Naoya Fukui, Toru Hirahara, Rei Hobara, S. Hasegawa, 
Asia-Pacific Symposium on Solid Surfaces, Far Easyern Fedral University, Vladivostok, Russia, 
2014-09-30 ‒ 2014-10-01. 

40 Cu ドープ Bi2Se3 薄膜の構造と電⼦輸送特性, ⽩澤徹郎，杉⽊祐⼈，平原徹，⻑⾕川修司，⾼
橋敏男, ⽇本物理学会 2014 年秋季⼤会, 中部⼤学（愛知県春⽇井市）, 2014-09-10. 

41 ⾛査プローブ顕微鏡 ―ピコスケールで物質の表⾯を観る、計る、加⼯する―, ⻑⾕川修司, ⽇
本顕微鏡学会 第 24 回電⼦顕微鏡⼤学, 東京⼤学（東京都⽂京区）, 2014-06-13,  招待講演. 

42 ⾛査プローブ顕微鏡の現在、過去、未来―, ⻑⾕川修司, ⽇本表⾯科学会 実⽤顕微評価技術セ
ミナー, 東京⼤学（東京都⽂京区）, 2014-06-06,  招待講演. 

43 Spin Splitting and Spin Transport, S. Hasegawa, 2013 NSFC-JSPS, Shanghai, China,  招待講演. 
44 Spin at Crystal Surfaces, S. Hasegawa, Workshopon on Quantum Materials at Max Planck 

Institute, Stuttgart, Germany,  招待講演. 
45 ビスマスはトポロジカル物質か？, 平原徹, 科研費基盤研究 A「固体中のディラック電⼦」第 3

回研究会, ⾚穂、兵庫,  招待講演. 
46 Bi2Se3 薄膜の in situ 微細加⼯と 4 探針測定によるスピンホール効果検出の試み, 福居直哉、平

原徹、⻑⾕川修司, 表⾯科学学術講演会, つくば、茨城 
 

A03 ⼭⽥グループ 
1. スピン偏極 STM による反強磁性膜上の強磁性層間での⾮線形磁気結合観察(25aK602-3), ⼭⽥

豊和, ⼭⼝貴之, 坂井勇太, 横⽥健太, ⼩菅裕太郎,ナナ ナズリク, ⽇本物理学会第 73 回年次⼤
会, 東京理科⼤学,野⽥, 2018-03-25. 

2. CO 分⼦修飾 STM 探針によるダイポール相互作⽤単分⼦マニピュレーション(22aK602-8), ナ
ナ ナズリク, 南⾕英美, ⼭⽥豊和, ⽇本物理学会第 73 回年次⼤会, 東京理科⼤学,野⽥, 2018-03-
22. 

3. ⽔晶振動⼦による単⼀有機分⼦レベル蒸着制御と磁性原⼦吸着, ⼭⼝昌孝，稲⾒栄⼀, ⼭⽥豊和, 
第 65 回応⽤物理学会春季学術講演会, 早稲⽥⼤学, 2018-03-19. 

4. ⾦属表⾯での STM 超伝導測定, ⼩林久珠, ⼭⽥豊和, 第 65 回応⽤物理学会春季学術講演会, 早
稲⽥⼤学, 2018-03-19. 

5. STM/AFM 単⼀分⼦観察：dry から wet プロセスへ, 安藤紗絵⼦，稲⾒栄⼀，⼭⽥豊和, 第 65 回
応⽤物理学会春季学術講演会, 早稲⽥⼤学, 2018-03-19. 

6. STM 電⼦分光/UPS による有機分⼦ 2 次元ナノ構造の電⼦構造解析, 根本諒平，稲⾒栄⼀,解良
聡，P. Krueger, ⼭⽥豊和, 第 65 回応⽤物理学会春季学術講演会, 早稲⽥⼤学, 2018-03-18. 

7. Stable film formation of π-conjugated organic molecules on 3d-magnetic substrate at room 
temperature, E. Inami, M. Shimasaki, H. Yorimitsu, T. K. Yamada, the 25th International 
Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM25), Atagawa Heights, Japan, 2017 年 12 ⽉ 9
⽇ 

8. Stable film formation of π-conjugated molecular film on 3d-magnetic substrate at room 
temperature, Eiichi Inami, Mikio Shimasaki, Hideki Yorimitsu and Toyo Kazu Yamada, the 8th 
International Symposium on Surface Science (ISSS-8), Tsukuba, Japan, 2017 年 10 ⽉ 23-26 ⽇ 

9. スピン偏極 STM による Fe 単原⼦膜中のスキルミオン観察(1Ea03S), ⼭⼝ 貴之，ウルフ ウル
フヘケル，⼭⽥ 豊和, 2017 年真空・表⾯科学合同講演会：第 37 回表⾯科学学術講演会・第 58
回真空に関する連合講演会, 横浜市⽴⼤学, 2017 年 8 ⽉ 17-19 ⽇ 
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10. STM，DFT，UPS による Cu(111)上のクラウンエーテル分⼦膜の研究(1Ea09S), 根本諒平，ア
ユ・ノフィタ，クリューガー・ピーター，上⽻貴⼤，細⾙拓也，解良聡，⼭⽥豊和, 2017 年真空・
表⾯科学合同講演会：第 37 回表⾯科学学術講演会・第 58 回真空に関する連合講演会, 横浜市⽴
⼤学, 2017 年 8 ⽉ 17-19 ⽇ 

11. Dipole-induced interactive manipulation of single molecules (1Ea08S), Nana K. M. Nazriq, Emi 
Minamitani and Toyo Kazu Yamada, 2017 年真空・表⾯科学合同講演会：第 37 回表⾯科学学術
講演会・第 58 回真空に関する連合講演会, 横浜市⽴⼤学, 2017 年 8 ⽉ 17-19 ⽇ 

12. 室温で安定な分⼦膜作成：3d 磁性 Fe(001)上の π 共役分⼦膜成⻑(1Ea10), 稲⾒栄⼀, 島崎幹朗, 
依光英樹, ⼭⽥豊和, 2017 年真空・表⾯科学合同講演会：第 37 回表⾯科学学術講演会・第 58 回
真空に関する連合講演会, 横浜市⽴⼤学, 2017 年 8 ⽉ 17-19 ⽇ 

13. スピン偏極 STM による単⼀分⼦の磁気伝導特性の解明, ⼭⽥豊和, 新学術「分⼦アーキテクト
ニクス」第 8 回領域会議, ⼤阪⼤学豊中キャンパス シグマホール、2017 年 6 ⽉ 2-3 ⽇ 

14. Keynote lecture: STM Single Molecule Archtecting, T. K. Yamada, the 2017 Global Research 
Efforts on Energy and Nanomaterials (GREEN 2017), Taipei, Taiwan, 2017-12-23. 招待講演 

15. English Paper Writing, ⼭⽥豊和, 分⼦アーキテクトニクス第８回若⼿の会「魅⼒ある英⽂論⽂
を作成するには」, TKP 松⼭カンファレンスセンター, 2017-12-2. 招待講演 

16. STM Study for Single Molecule Devices, Toyo Kazu Yamada, the Asia Pacific Society for Materials 
Research 2017 Annual Meeting (APSMR 2017 Annual Meeting), Sapporo Convention Center, 
Japan, 2017 年 7 ⽉ 27-28 ⽇. 招待講演 

17. STM spectroscopy study on singla atoms, single molecules, graphene-nanoribbons, and life 
molecules, Toyo Kazu Yamada, Collaborative Confecence on Materials Research (CCMR) 2017, 
Jeju island, South Korea, 2017 年 6 ⽉ 26-30 ⽇. 招待講演 

18. STM conductance measurements through single organic and life molecules, Toyo Kazu Yamada, 
The International Conference on Small Science (ICSS) 2017, San Sebastian, Spain, 2017 年 5 ⽉
9-13 ⽇. 招待講演 

19. 室温での有機/磁性⾦属界⾯の π-d 結合の重要性：Fe(001)上のフタロシアニン単⼀分⼦, ⼭⽥
豊和, 中村浩次, 第 72 回⽇本物理学会年次⼤会, ⼤阪⼤学・豊中キャンパス. 2017-03-19 

20. スピン偏極 STM による Fe 単原⼦膜中のスキルミオン観察, ⼭⼝貴之，ウルフ ウルフヘケル，
⼭⽥豊和, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会, 横浜パシフィコ. 2017-03-17 

21. Fe(001)上のフタロシアニン分⼦膜成⻑過程, 稲⾒栄⼀，⼭⽥豊和, 第 64 回応⽤物理学会春季学
術講演会, 横浜パシフィコ. 2017-03-16 

22. Fe(001)上のフタロシアニン分⼦膜成⻑過程, 稲⾒栄⼀, ⼭⽥豊和, 新学術領域研究分⼦アーキ
テクトニクス第 6 回若⼿の会研究発表会, 横浜国⽴⼤学電⼦情報⼯学科棟４階講義室, 2017-03-
16. 

23. スピン偏極 STM による Fe 単原⼦膜中のスキルミオン観察, ⼭⼝貴之, ⼭⽥豊和, 新学術領域研
究分⼦アーキテクトニクス第 6 回若⼿の会研究発表会, 横浜国⽴⼤学電⼦情報⼯学科棟４階講義
室, 2017-03-16. 

24. STM,DFT による Cu(111)上のクラウンエーテル分⼦膜の研究, 根本諒平, ⼭⽥豊和, 新学術領
域研究分⼦アーキテクトニクス第 6 回若⼿の会研究発表会, 横浜国⽴⼤学電⼦情報⼯学科棟４階
講義室, 2017-03-16. 

25. STM と DFT による Cu(111)上のクラウンエーテル分⼦膜の研究, 根本諒平，アユ ノビタ，ピ
ーター クリューガー，細⾙拓也，解良聡，⼭⽥豊和, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会, 横
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浜パシフィコ. 2017-03-15 
26. Dipole induced repulsive manipulation of single molecules, Nana K. M. Nazriq, E. Minamitani, 

and Toyo K. Yamada, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会, 横浜パシフィコ. 2017-03-14 
27. Dipole induced repulsive manipulation of single molecules, Nana K. M. Nazriq, E. Minamitani, 

and Toyo K. Yamada, The 3rd Chiba-Ajou Symposium, 千葉⼤学・⼯学系総合研究棟 2 号館 2 階
コンファレンスルーム, 2017-02-20, 国際共著/国際学会である. 

28. スピン偏極⾛査トンネル顕微鏡(SP-STM),, ⼭⽥豊和, ナノ学会部会合同シンポジウム, グラン
ドパレス川端, 秋⽥, 2016-12-26,  招待講演. 

29. STM molecular architecting using single atoms, single molecules, and graphene nanoribbons, T. 
K. Yamada, 12th International Conference on Nano-Molecular Electronics (ICNME 2016), 神⼾, 
2016-12-14,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

30. Visualizing impact of single CO molecules to metal junction conductance, Nana K. M. Nazriq, E. 
Minamitani and T. K. Yamada, 表⾯・界⾯スペクトロスコピー2016, 仙台・秋保温泉・岩沼屋, 
2016-11-25. 

31. 極限スピン観察と制御：SP-STM, ⼭⽥豊和, ⽇本磁気学会第 210 回研究会, 中央⼤学駿河台記
念館 510 号室, 東京, 2016-11-18 招待講演. 

32. STM/AFM による DNA 研究, 稲⾒栄⼀、國京⼤貴、⼩林久珠、中村⼀希、⼩林範久、⼭⽥豊和,
新学術「分⼦アーキテクトニクス」第 7 回領域会議, 九州⼤学筑紫キャンパス 筑紫ホール、2016
年 10 ⽉ 19 ⽇ 

33. スピン偏極 STM による原⼦レベルでの磁性探索, ⼭⽥豊和, 第 77 回応⽤物理学会秋季学術講演
会 STM ノーベル賞&AFM 発明 30 周年記念シンポジウム, 朱鷺メッセ, 新潟, 2016-9-13 招待講
演. 

34. DFT and STM study of Crown Ether monolayers on Cu(111),, P. Kr?ger, P. H. Ayu Novita, T. 
Hosokai and T. K. Yamada, 6th Spin-Polarized Scanning Tunneling Microscopy International 
Conference (SPSTM2016),, Chiba Univ., Chiba, Japan, 2016-8-30 国際共著/国際学会である. 

35. Opeing talk: spin-polarized STM overview, T. K. Yamada, 6th international conference of spin-
polarized scanning tunneling microscopy (SPSTM-6), 千葉⼤学, 2016-8-29 国際共著/国際学会
である / 招待講演. 

36. Atomically flat MgO monolayer films on Fe(001)-p(1x1)O, Yuki Sakaguchi, Lukas Gerhard, Wulf 
Wulfhekel, and Toyo Kazu Yamada, International 2016 Multilayers Metallic on Symposium 
(MML2016),, Uppsala Univ., Uppsala, Sweden, 2016-6-21 国際共著/国際学会である. 

37. Single Molecule Study by Means of STM Manipulation, T. K. Yamada, Joint Symposium on 
Chemistry between National University of Singapore and Chiba University, Chiba Univ., 2016-03-
28, 国際共著/国際学会である. 

38. STM による Fe/MgO 単原⼦層/Fe(001)-p(1x1)O の原⼦・電⼦構造解明, 坂⼝雄基,⼭⽥豊和, ⽇
本物理学会年次⼤会, 東北学院⼤学, 2016-03-19. 

39. STM 探針操作による CO 分⼦および複合体を介する伝導と電⼦状態測定, Nana K.M. Nazriq, ⼭
⽥哲史, ピータークリューガー, ⼭⽥豊和, ⽇本物理学会年次⼤会, 東北学院⼤学, 2016-03-19. 

40. STM 原⼦操作による磁性原⼦注⼊に伴う単⼀フタロシアニン分⼦の電⼦状態変化, ⼭⽥豊和,中
島脩平,太⽥奈緒⾹,牧野孝宏, Nana K.M. Nazriq,中村浩次, ⽇本物理学会年次⼤会, 東北学院⼤
学, 2016-03-19. 

41. STM でみる 1 個の原⼦・分⼦の世界, ⼭⽥豊和, 京都⼤学有機化学講座学術講演会、京都⼤学, 
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2016 年 3 ⽉ 2 ⽇. 招待講演 
42. Growth of atomically-flat bcc-Fe/MgO(001) films on Fe(001)-p(1x1)O, T.K. Yamada, The First 

Symposium of Chiral Molecular Science and Technology in Chiba University ̒ -Advanced Materials 
Science, Biology & Nanophotonics in Chiba-ʻ, Chiba Univ., 2016-03-01,  国際共著/国際学会であ
る. 

43. Conductance through CO single molecules with a CO-terminated STM tip, Nana K. M. Nazriq 
and T.K. Yamada, Symposium on Surface and Nano Science 2016 (SSNSʼ16), Furano, 2016-01-16,  
国際共著/国際学会である. 

44. Control of single molecular conductance with STM atom manipulation, T. K. Yamada, N. K. M. 
Nazriq, S. Nakashima, and N. Ohta, International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 
(PacifiChem 2015), Honolulu, Hawaii, 2015-12-16,  国際共著/国際学会である. 

45. Electronic structures of stacked single monolayer graphene nanoribbons,, Toyo Kazu Yamada and 
Hideto Fukuda, Toyo Kazu Yamada and Hideto Fukuda, Ajou University &#8211Chiba University 
Symposium 2015, Ajou, Korea, 2015-12-11,  国際共著/国際学会である. 

46. Atomically-Flat MgO Interfaceon Fe(001)-p(1x1)O, Y. Sakaguchi,N.K.M.Nazriq and T.K. 
Yamada, The 23rd International Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM23), Niseko, 
2015-12-10,  国際共著/国際学会である. 

47. STM 原⼦操作による単⼀有機分⼦の電⼦状態制御, ⼭⽥豊和、中島脩平、太⽥奈緒⾹、A. L. 
Vazquez de Parga、中村浩次, 第 35 回表⾯科学学術講演会, つくば国際会議場, 2015-12-01. 

48. STM による有機分⼦ 1 個の電⼦状態と電⼦伝導計測, ⼭⽥豊和, 名古屋⼤学 VBL シンポジウム, 
名古屋⼤学, 2015-11-09,  招待講演. 

49. STM 原⼦操作による単⼀フタロシアニン分⼦の電⼦状態変化, ⼭⽥豊和、中島脩平、太⽥奈緒
⾹、A. L. Vazquez de Parga、中村浩次, 第 76 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 名古屋国際会議
場, 2015-09-15. 

50. STM 原⼦操作による単⼀有機分⼦の電⼦スピン状態の制御, 太⽥奈緒⾹、中島脩平、N. K. M. 
Nazriq、中村浩次、⼭⽥豊和, 第 39 回⽇本磁気学会学術講演会, 名古屋⼤学, 2015-09-08. 

51. Control of single molecular electronic states with STM atom manipulation: toward single molecular 
device, Toyo Kazu Yamada, 2015 International Symposium for Advanced Materials Research 
(ISAMR 2015), Taiwan, Sun Moon Lake, 2015-08-17,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

52. Molecular and atomic manipulation with Scanning Tunneling Microscopy, Nana K. M. Nazriq and 
T.K. Yamada, 28th Regional Symposium of Malaysia Analytical Sciences (SKAM28), Ipoh, 
Malaysia, 2015-08-16. 

53. Control of single organic molecular states by adsorbing 3d single atoms by STM manipulation, 
Naoka Ohta,Shuhei Nakashima, Kohji Nakamura, Toyo Kazu Yamada, International Workshop of 
Molecular Archtechtonics (IWMA2015), Shiretoko, 2015-08-04,  国際共著/国際学会である. 

54. 電圧トルク MRAM プロジェクト 電圧効果ダイナミクスの解明と⾼性能化 STM による MgO
基板上の Fe 単原⼦膜の巨⼤磁気異⽅性の原理解明, ⼭⽥豊和, JST ImPACT 2015 年 7 ⽉成果報
告会, JST 本部サイエンスプラザ B1 ⼤会議室、2015 年 7 ⽉ 29 ⽇ 

55. Imaging single atom d-states onsingle organic molecules, T. K. Yamada1, S. Nakashima1, K. 
Nakamura, Eighth International Conference on Molecular Electronics and Bioelectronics 
(M&BE8), Funabori, 2015-06-23,  国際共著/国際学会である. 

56. Quantitative STM spin-polarization measurements of single molecules on magnetic domains, Toyo 
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Kazu Yamada, Workshop on “Spins at Surfaces”, Univ. of Tokyo, 2015-06-09,  国際共著/国際学
会である / 招待講演. 

57. Control of single molecular electronic/spin states by STM atom manipulation, Toyo Kazu Yamada, 
Japan-Taiwan International Workshop on Spectroscopy and Surface Science, Chiba Univ., 2015-
06-02,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

58. スピン偏極ＳＴＭによる単⼀分⼦の磁気伝導特性の解明, ⼭⽥豊和, 新学術「分⼦アーキテクト
ニクス」第 6 回領域会議, ⼤学会館、⼤阪⼤学、2015-5-14. 

59. スピン偏極ＳＴＭによる単⼀分⼦の磁気伝導特性の解明, ⼭⽥豊和, 新学術「分⼦アーキテクト
ニクス」第 5 回領域会議, 千葉⼤学アカデミックリンク、2015-4-24. 

60. STM/STS による Fe(001)ウィスカ上の Mg 超薄膜の酸化研究, 坂⼝ 雄基、L. Gerhard、⼭⽥ 豊
和、第 62 回応⽤物理学会春季学術講演会、東海⼤学、平塚、2015-3-13. 

61. 単⼀分⼦・原⼦による量⼦⼲渉波の減衰, Nana Nazriq、⼭⽥豊和「単⼀分⼦が秘める新たな可能
性〜持続可能社会実現へのキーマテリアル探索〜」テニュアトラック教員主催セミナー、千葉⼤
学アカデミックリンク、2015 年 3 ⽉ 9-10 ⽇ 

62. STM によるグラフェンナノリボンの電⼦構造の研究, 福⽥秀⼈、⼭⽥豊和「単⼀分⼦が秘める新
たな可能性〜持続可能社会実現へのキーマテリアル探索〜」テニュアトラック教員主催セミナー、
千葉⼤学アカデミックリンク、2015 年 3 ⽉ 9-10 ⽇ 

63. 極低温 STM による⾦属基板上単⼀原⼦・分⼦の電⼦スピン状態の研究, 中島脩平、⼭⽥豊和「単
⼀分⼦が秘める新たな可能性〜持続可能社会実現へのキーマテリアル探索〜」テニュアトラック
教員主催セミナー、千葉⼤学アカデミックリンク、2015 年 3 ⽉ 9-10 ⽇ 

64. STM による磁性基板上の単⼀有機分⼦スピン偏極度測定, ⼭⽥ 豊和, 第 70 回⽇本物理学会春
季学術講演会, 早稲⽥⼤学, 2015-03-24. 

65. STM 原⼦マニピュレーションによる単⼀磁性分⼦合成, ⼭⽥豊和, 分⼦スピンシンポジウム, ⼤
阪⼤学豊中キャンパス, 2015-03-17 ‒ 2015-03-18,  招待講演. 

66. 単⼀分⼦・原⼦による量⼦⼲渉波の減衰, Nana K. M. Nazriq、⼭⽥ 豊和, 第 62 回応⽤物理学会
春季学術講演会, 東海⼤学, 2015-03-13. 

67. Spin-polarized STM study on nano magnets and molecules, T. K. Yamada, Kick-off Workshop 
""Computing novel functions in low-dimensional systems"", Chiba Univ., 2015-02-16, 招待講演. 

68. STM が切り拓く新たな世界〜ナノ磁⽯・単⼀原⼦・単⼀分⼦を観る・触る・使う！〜, ⼭⽥豊和, 
新世代研究所 第１回スピントロニクス研究会, 東京 新世代研究所, 2014-12-12,  招待講演. 

69. Control of single molecular electronic states using STM manipulation of single magnetic atoms, S. 
Nakashima and T. K. Yamada, The 22nd International Colloquium on Scanning Probe Microscopy 
(ICSPM22), Atagawa, 2014-12-12. 

70. STM opens up single molecular spintronics, T. K. Yamada, Ajou-Chiba Symposium, Chiba Univ., 
2014-12-10. 

71. スピン偏極単⼀有機分⼦による磁気伝導制御, ⼭⽥豊和, 新学術領域研究会, ⼤阪⼤学, 2014-
11-25. 

72. スピン偏極単⼀有機分⼦によるトンネル磁気伝導制御, ⼭⽥豊和、⼭岸祐平、中島脩平、北岡幸
恵、中村浩次、Wulf Wulfhekel, 第 34 回表⾯科学学術講演会, クニビキメッセ島根, 2014-11-07. 

73. 室温・単⼀有機分⼦磁気接合の創成, ⼭⽥ 豊和，⼭岸 祐平，北岡幸恵，中村浩次, 第 75 回応⽤
物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学, 2014-09-19. 

74. STM/STS によるグラフェンナノリボンの電⼦構造解析, 福⽥ 秀⼈ 1，福森 稔 2，⼀瀬 奈美 1 



 100 

⽥中 啓⽂ 2、⼩川 琢治 2, ⼭⽥ 豊和, 第 75 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学, 札幌, 
2014-09-19. 

75. Fe(110)ウィスカ単結晶上 Ni 超薄膜の bcc-fcc 構造, 川崎 巧、⼭⽥ 豊和, 第 75 回応⽤物理学会
秋季学術講演会, 北海道⼤学, 札幌, 2014-09-19. 

76. 室温・単⼀有機分⼦磁気接合の創成, ⼭⽥ 豊和，⼭岸 祐平，北岡幸恵，中村浩次, 第 38 回⽇本
磁気学会学術講演会, 慶応⼤学, 2014-09-05. 

77. Fe(110)ウィスカ単結晶上 Ni 超薄膜の bcc-fcc 構造, 川崎 巧、⼭⽥ 豊和, 第 38 回⽇本磁気学会
学術講演会, 慶応⼤学, 東京, 2014-09-05. 

78. 300 K single molecular spin filter, T.K. Yamada, Y. Yamagishi, Y. Kitaoka, K. Nakamura, 2014 
Spin-Polarized Scanning Tunneling Microscopy (SP-STM 2014), Sawmill Creek Resort, Ohio、Ｕ
ＳＡ, 2014-07-16. 

79. Single molecular spin filter effect at 300 K, Y. Yamagishi, Y. Kitaoka, K. Nakamura, T.K. Yamada, 
2014 International Magnetics Conference (INTERMAG 2014), Dresden, ドイツ, 2014-05-06. 

80. 室温での単⼀有機分⼦磁気接合創成, ⼭⽥豊和, 新学術「分⼦アーキテクトニクス」第 3 回領域
会議, 滝の湯コンベンションホール、天童, 2014-06-13. 

81. Fe(001)上の単⼀フタロシアニン分⼦のスピン偏極表⾯状態, ⼭岸祐平, 北岡幸恵, 中村浩次, ⼭
⽥豊和, 2014 年春季⽇本物理学会, 東海⼤学. 2014-3-29. 

82. Fe ウィスカ単結晶(110)上の Ni 超薄膜の原⼦・電⼦構造、川崎巧,⼭⽥豊和、2014 年春季⽇本
物理学会、東海⼤学、2014-03-27. 

83. Fe フタロシアニンの単⼀分⼦系及び基板吸着系における多重項構造, 北岡幸恵 中村浩次、秋⼭
亭, 伊藤智徳, ⼭⽥豊和, 2014 年春季⽇本物理学会, 東海⼤学. 2014-3-27. 

84. 単⼀分⼦・STM 分光像からの磁気コントラスト導出法, ⼭岸祐平, 北岡幸恵, 中村浩次, ⼭⽥豊
和, 2014 年春季応⽤物理学会, ⻘⼭学院⼤学、淵野辺. 2014-3-20. 

85. 電極材料選択による単⼀分⼦ π 電⼦軌道の制御, 中島 脩平, ⼭⽥ 豊和, 2014 年春季応⽤物理学
会, ⻘⼭学院⼤学、淵野辺. 2014-3-20. 

86. スピン偏極 STM による Mn 系反強磁性探針スピン偏極度測定、⼭⽥ 豊和 1，A.L. Vazquez de 
Parga2、2014 年春季応⽤物理学会、⻘⼭学院⼤学、淵野辺、2014-03-20. 

87. スピン偏極 STM による単⼀分⼦の磁気伝導特性の解明, ⼭⽥豊和, 新学術「分⼦アーキテクト
ニクス」第 2 回領域会議, ⼭上会館、東⼤. 2014-3-10 

88. Spin-polarized surface states of single molecules on 3d magnets, Y. Yamagishi, Y. Kitaoka, S. 
Nakashima, K. Nakamura, and T. K. Yamada, Symposium on Surface and Nano Science 2014 
(SSNSʼ14), 富良野. 2014-1-16 

89. Single molecular spintronics: spin transport through a single molecule by means of spin-polarized 
STM, T.K. Yamada, Taiwan-Japan international workshop on spectroscopy and surface science, 
精華⼤学, 台湾, 2013-12-3 招待講演. 

90. Single molecular spintronics: spin transport through a single molecule by means of spin-polarized 
STM, T.K. Yamada, 12th International Conference on Atomically Controlled Surfaces, Interfaces 
and Nanostructures & 21st International Colloquium on Scanning Probe Microscopy 
(ACSIN12&ICSPM21), つくば国際会議場, 2013-11-6 招待講演. 

91. Single molecular spintronics: giant magnetoresistance through a single molecule, T.K. Yamada, 
2013 NSFC-JSPS seminar on magnetic surface and films with noble characterization techniques, 
Shanghai, China, 2013-10-21 招待講演. 
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92. 原⼦スケールでの磁気イメージング〜ナノ磁⽯⇔ナノデバイス〜, ⼭⽥豊和, 第 2 回永久磁⽯と
観察の伝承に関する委員会, 弘済会館, 2013-8-9 招待講演. 

93. Single molecular spintronics, ⼭⽥豊和, ACT-Cπ 電⼦系分⼦探索ワークショップ, JST 東京本部. 
2013-12-17 

94. Single phthalocyanine molecules on ferromagnetic Fe(001)-whisker, Yuhei Yamagishi, Kohji 
Nakamura, Toyo Kazu Yamada, 12th International Conference on Atomically Controlled Surfaces, 
Interfaces and Nanostructures & 21st International Colloquium on Scanning Probe Microscopy 
(ACSIN12&ICSPM21), つくば国際会議場. 2013-11-8 

95. Single molecular spintronics: giant magnetoresistance through a single molecule, ⼭⽥豊和, 19th 
International Vacuum Congress (IVC-19), Paris, France. 2013-9-11 

 

A03 多⽥グループ 
1 Single Molecular Electrical Property of Perpendicularly Connect ed Porphyrin-imide Molecule 

Anchored by Thiol Group and Porphyrin Ring, Zhijin Chen, Murni Handayani, Ryo Yamada, 
Hirokazu Tada, Takuji Ogawa, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会, パシフィコ横浜（神奈川
県・横浜市）, 2017-03-14. 

2 被覆型有機⾦属分⼦ワイヤーのホール移動度の第⼀原理計算, ⼤⼾ 達彦 , 正井 宏 , 寺尾 潤 , 
松⽥ 若菜, 関 修平, 辻 康之, 夛⽥ 博⼀, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会, パシフィコ横
浜（神奈川県・横浜市）, 2017-03-14. 

3 Ni/カルバゾールオリゴマー/Ni 単分⼦接合の電流電圧特性, 美濃出 圭悟 , アルブレヒト 建 , 
沼井 優⼀ , ⼤⼾ 達彦 , ⼭⽥ 亮, ⼭元 公寿, 夛⽥ 博⼀, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演
会, パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市）, 2017-03-14. 

4 単層グラフェン電極を有する単分⼦デバイスの作製, 福原 ⼤介, ⼭⼝ 真理⼦, ⽣⽥ 昂, ⼭⽥ 
亮, 夛⽥ 博⼀, 松本 和彦, 前橋 兼三, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会, パシフィコ横浜
（神奈川県・横浜市）, 2017-03-14. 

5 外部電界による分⼦軌道の変形を利⽤した単分⼦ダイオード, ⼭⽥亮, アルブレヒト建,⼤⼾達
彦, 美濃出圭悟, ⼭元公寿, 夛⽥博⼀, 第１０回 物性領域横断会議 -凝縮系科学の最前線-, 神⼾
⼤学（兵庫県・神⼾市）, 2016-12-09. 

6 カルバゾールオリゴマー単分⼦接合における外部電界による軌道変形を利⽤した整流特性の発
現, ⼭⽥亮, アルブレヒト建, ⼤⼾達彦, 美濃出圭悟, ⼭元公寿, 夛⽥博⼀, 第７回分⼦アーキテ
クトニクス研究会, 九州⼤学（福岡県・春⽇市）, 2016-10-19. 

7 被覆型⻑鎖オリゴチオフェンの電気伝導度の理論計算, ⼤⼾達彦，岡本祐治, 利根紗織, 家裕隆, 
本⽥康, ⽥中彰治, See Kei Lee, ⼭⽥亮, 安蘇芳雄, 夛⽥博⼀, 第７回分⼦アーキテクトニクス研
究会, 九州⼤学（福岡県・春⽇市）, 2016-10-19. 

8 ⾦属錯体分⼦ワイヤを⽤いた単分⼦膜素⼦における抵抗変化スイッチング現象, ⼭⼝真理⼦，信
末俊平，⼤⼾達彦，⼭⽥亮，夛⽥博⼀, 第７回分⼦アーキテクトニクス研究会, 九州⼤学（福岡
県・春⽇市）, 2016-10-19. 

9 Memristive Switching Effects in Large-Area Molecular Junctions with π-Conjugated Molecular 
Wires, ariko Yamaguchi, Shunpei Nobusue, Tatsuhiko Ohto, Ryo Yamada, Hirokazu Tada, Asia 
Nano 2016, Sapporo Convention Center (Sapporo), 2016-10-11,  国際共著/国際学会である. 

10 Theoretical Study on the Length-dependent Transport of Insulated Planar Oligothiophenes, 
Tatsuhiko Ohto, Yuji Okamoto, Saori Tone, Yutaka Ie, Yasushi Honda, Shoji Tanaka, See Kei 
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Lee, Ryo Yamada, Yoshio Aso, Hirokazu Tada, Asia Nano 2016, Sapporo Convention Center 
(Sapporo), 2016-10-11,  国際共著/国際学会である. 

11 Nonlinear and rectifying current-voltage characteristics of single molecular junctions, Keigo 
MINODE, Ken ALBRECHT, Mariko YAMAGUCHI, Shunpei NOBUSUE, Tatsuhiko OHTO, 
Ryo YAMADA, Kimihisa YAMAMOTO, Hirokazu TADA, E-MRS 2016 Fall, Warsaw (Poland), 
2016-09-19,  国際共著/国際学会である. 

12 π 共役系分⼦ワイヤを⽤いた単分⼦膜素⼦における電圧による抵抗変化スイッチング現象, ⼭
⼝ 真理⼦、信末 俊平、⼤⼾ 達彦、⼭⽥ 亮、夛⽥ 博⼀, 第 77 回応⽤物理学会秋季学術講演
会, 朱鷺メッセ（新潟県・新潟市）, 2016-09-13. 

13 電界による分⼦軌道変形を利⽤した単分⼦ダイオード, ⼤⼾ 達彦、美濃出 圭悟、アルブレヒト 
建、⼭⽥ 亮、⼭元 公寿、夛⽥ 博⼀, 第 77 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 朱鷺メッセ（新潟
県・新潟市）, 2016-09-13. 

14 First-Principles Calculations for Electronic Transport in Molecular Junctions, Tatsuhiko Ohto, 
Keigo Minode, Ryo Yamada, and Hirokazu Tada, 2016 CSOM-Molectronics Summer 
WORKSHOP, Seoul (Korea), 2016-06-20,  国際共著/国際学会である. 

15 直鎖カルバゾールオリゴマー単分⼦接合の電流電圧特性, 美濃出 圭悟、アルブレヒト 建、波多 
健太郎、下店 隆史、⼤⼾ 達彦、⼭⽥ 亮、⼭元 公寿、夛⽥ 博⼀, 第６３回応⽤物理学会春季
学術講演会, 東京⼯業⼤学（東京都・⽬⿊区）, 2016-03-19. 

16 Theoretical study of a contact-asymmetry effect on magnetoresistsnce of single molecular spin 
valves, Tatsuhiko Ohto, Ryo Yamada, Hirokazu Tada, Pacifichem 2015, Honolulu (USA), 2015-
12-15,  国際共著/国際学会である. 

17 Magnetoresistance in organic field-effect transistors and diodes, Hirokazu Tada, Pacifichem 
2015, Honolulu (USA), 2015-12-15,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

18 Stochastic resonance in non-linear current-voltage characteristics of large-area molecular 
junctions, ariko Yamaguchi, Tatsuhiko Ohto, Ryo Yamada, and Hirokazu Tada, 2015 3rd Korea-
Japan Joint Seminar, Seoul (South Korea), 2015-09-22,  国際共著/国際学会である. 

19 Inelastic electron tunneling spectroscopy of Au/oligothiophene/Au molecular junctions, Ryo 
Yamada, Takashi Shimomise, Jimmy Franchi, Tatsuhiko Ohto, Shoji Tanaka, Hirokazu Tada, 
International Workshop on Molecular Architectonics, Shiretoko Grand Hotel (Hokkaido), 2015-
08-03,  国際共著/国際学会である. 

20 Magnetoresistance in Organic Materials, Hirokazu Tada, Brazilian Physical Society Meeting 
2015, XXXVIII ENFMC, Foz do Iguacu (Brazil), 2015-05-24,  国際共著/国際学会である / 招待
講演. 

21 Carrier Transport in Single Molecules, Hirokazu Tada, The 6th RSC-CSJ Symposium, Funabashi, 
2015-03-27,  招待講演. 

22 単分⼦膜によるトンネル接合素⼦の作製と伝達特性の活⽤, ⼭⽥ 亮・⼭⼝ 真理⼦・⼤⼾ 達
彦・夛⽥ 博⼀, ⽇本化学会第 95 春季年会, 船橋市, 2015-03-26 ‒ 2015-03-29. 

23 Conductance and thermopower of C82 and endohedral metallofullerene molecular junctions with 
Au electrodes, arius Buerkle, See Kei Lee, Ryo Yamada, Hirokazu Tada, and Yoshihiro Asai, 
Deutsche Physikalische Gesellschaft Annual Meeting, Berlin, Germany, 2015-03-15 ‒ 2015-03-
20. 
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24 Ni-C60-Ni スピンバルブ素⼦の第⼀原理計算, ⼤⼾達彦、⼭⽥亮、夛⽥ 博⼀, 第６２回応⽤物
理学会春季学術講演会, 平塚市, 2015-03-11 ‒ 2015-03-14. 

25 単層グラフェンを上部電極に利⽤した単分⼦膜素⼦の作製, ⼭⼝ 真理⼦、⽣⽥ 昂、⾦井 康、
⼤⼾ 達彦、⼭⽥ 亮、⼤野 恭秀、前橋 兼三、松本 和彦、夛⽥ 博⼀, 第６２回応⽤物理学会春
季学術講演会, 平塚市, 2015-03-11 ‒ 2015-03-14. 

26 Au/オリゴチオフェン/Au 接合の⾮弾性トンネルスペクトル測定, 下店 隆史、Franchi Jimmy、
⽥中 彰治、⼤⼾ 達彦、⼭⽥ 亮、夛⽥ 博⼀, 第６２回応⽤物理学会春季学術講演会, 平塚市, 
2015-03-11 ‒ 2015-03-14. 

27 Thermoelectric Effect of Thiophene-based Tripodal Molecular Junctions, SeeKei Lee, Yutaka Ie, 
Yoshio Aso, Ryo Yamada, Hirokazu Tada, 第６２回応⽤物理学会春季学術講演会, 平塚市, 2015-
03-11 ‒ 2015-03-14. 

28 単⼀分⼦の電気伝導度計測, 夛⽥博⼀, 理研「分⼦システム研究」研究報告会, 和光市, 2015-
02-24 ‒ 2015-02-25,  招待講演. 

29 Stochastic resonance with non-linear current-voltage characteristics of self-assembled 
monolayers, ariko Yamaguchi, Tatsuhiko Ohto, Ryo Yamada and Hirokazu Tada, The 2014 Asian 
Conference on Nanoscience and Nanotechnology (AsiaNANO 2014), Jeju, Korea, 2014-10-27 ‒ 
2014-10-29. 

30 ⾃⼰組織化単分⼦膜の⾮線形電流電圧特性と信号伝達特性, ⼭⼝真理⼦，⼤⼾達彦，⼭⽥亮，夛
⽥博⼀, 第７５回応⽤物理学会秋季学術講演会, 札幌, 2014-09-17 ‒ 2014-09-20. 

31 Ni-ベンゼンジチオール-Ni 接合の熱起電⼒の第⼀原理計算, ⼤⼾達彦，See Kei Lee，⼭⽥亮，
夛⽥博⼀, 第７５回応⽤物理学会秋季学術講演会, 札幌, 2014-09-17 ‒ 2014-09-20. 

32 Seebeck coefficient of single molecular junctions with gold and nickel electrodes, Hirokazu Tada, 
See Kei Lee, Tatsuhiko Ohto, and Ryo Yamada, 7th International Conference on Molecular 
Electronics, Strasbourg, France, 2014-08-24 ‒ 2014-08-29. 

33 First-Principles Study of Thermoelectric Properties of Ni-Molecule-Ni Junctions, Tatsuhiko 
Ohto, See Kei Lee, Ryo Yamada and Hirokazu Tada, Computational Science Workshop 2014, 
Tsukuba, 2014-08-20 ‒ 2014-08-22. 

34 単⼀分⼦エレクトロニクスの進展, 夛⽥博⼀, 第６回 SFG 研究会, つくば, 2014-08-02 ‒ 2014-
08-03,  招待講演. 

35 Magnetoresistance in Organic Materials, Hirokazu Tada, 15th International Conference on 
Organized Molecular Films (ICOMF15-LB15), Jeju Island, Korea, 2014-07-09 ‒ 2014-07-11,  
招待講演. 

36 Magnetoresistance in Organic Materials, Hirokazu Tada, International Workshop on Organic 
Spintronics and Organic Solar Cells, Wuhan, China, 2014-06-26 ‒ 2014-06-27,  招待講演. 

37 Thermoelectric power of single molecular junctions with gold and nickel electrodes, Hirokazu 
Tada, International Workshop of Computational Nano-Materials Design on Green Energy, 
Osaka, 2014-06-01 ‒ 2014-06-04,  招待講演. 

38 Thermoelectric properties of molecular junctions with ferromagnetic electrodes, Tatsuhiko Ohto, 
See Kei Lee, Ryo Yamada and Hirokazu Tada, Gordon Research Conference: Electronic 
Processes on Organic Materials, Lucca, Italy, 2014-05-04 ‒ 2014-05-09. 

39 強磁性電極を⽤いた単分⼦接合の電⼦物性と機能, ⼭⽥ 亮, 電気化学会第 81 回⼤会, 吹⽥市, 
2014-03-29 ‒ 2014-03-31. 
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40 単分⼦接合の熱起電⼒測定と電⼦状態の解明, ⼭⽥ 亮, ⽇本化学会第 94 春季年会 ナノスケー
ル分⼦デバイスの最前線, 名古屋, 2014-03-27 ‒ 2014-03-30. 

41 Ni 電極を⽤いた分⼦接合の熱電特性の第⼀原理計算, ⼤⼾ 達彦、Lee See Kei、⼭⽥ 亮、夛⽥ 
博⼀, ⽇本物理学会第 69 回年次⼤会, 平塚市, 2014-03-27 ‒ 2014-03-30. 

42 ⾦/オリゴチオフェン/⾦接合の電流電圧特性, 下店 隆史，⼭⽥ 亮, ⽥中 彰治, 夛⽥ 博⼀, 第
４回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⽂京区本郷, 2014-03-11 ‒ 2014-03-12. 

43 Ni 電極を⽤いた分⼦接合の熱電特性の第⼀原理計算, ⼤⼾ 達彦，Lee See Kei, ⼭⽥ 亮, 夛⽥ 
博⼀, 第４回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⽂京区本郷, 2014-03-11 ‒ 2014-03-12. 

44 C82 および Gd@C82 分⼦接合の熱起電⼒測定, Lee See Kei, Buekle Marius, ⼭⽥ 亮, 浅井 美
博, 夛⽥ 博⼀, 第４回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⽂京区本郷, 2014-03-11 ‒ 2014-03-12. 

45 Ni 電極を⽤いた単分⼦接合の熱起電⼒測定, Lee See Kei , ⼤⼾ 達彦、⼭⽥ 亮、夛⽥ 博⼀, 第
４回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⽂京区本郷, 2014-03-11 ‒ 2014-03-12. 

46 Thermoelectricity in Benzenedithiol Molecular Junctions with Ni Electrodes, See Kei Lee, 
Tatsuhiko Ohto, Ryo Yamada and Hirokazu Tada, Nano and Giga Challenges in Electronics, 
Photonics and Renewable Energy, Phoenix, USA, 2014-03-10 ‒ 2014-03-14. 

47 Thermopower of Benzenedithiol Molecular Junctions with Nickel Electrodes, See Kei Lee, 
Tatsuhiko Ohto, Ryo Yamada and Hirokazu Tada, 1st International Confarence on the Science & 
Engineering of Materials, Kuala Lumpur, Malaysia, 2013-11-13 ‒ 2013-11-14. 

48 Thermoelectricity in Molecular Junctions with Ni Electrodes, See Kei Lee, Tatsuhiko Ohto, Ryo 
Yamada and Hirokazu Tada, 第 73 回応⽤物理学会学術講演会, 京⽥辺, 2013-09-16 ‒ 2013-09-
20. 

 

A04 葛⻄グループ 
1 カーボンナノチューブ複合紙の表⾯筋電検出電極への応⽤, 位⽥祐基、葛⻄誠也、⽩⽥健⼈、稲

⽥⼀稀, 電⼦情報通信学会電⼦デバイス・シリコン材料デバイス合同研究会, 北海道⼤学（北海
道・札幌市）.2017-02-24 

2 電⼦アメーバ最適化問題解探索における外乱の効果, ⻫藤健太、葛⻄誠也、⻘野真⼠, 第 64 回
応⽤物理学会春季学術講演会, パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市）, 2017-03-14. 

3 多重ゲートナノワイヤ FET による空間分布分⼦電荷検出実証のための単⼀分⼦表⾯分散⼿法の
検討, 佐々⽊健太郎、岡本翔真、殷翔、佐藤将来、葛⻄誠也, 第 64 回応⽤物理学会春季学術講
演会, パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市）, 2017-03-14. 

4 アメーバ型アルゴリズムから⾃然計算デバイスへ, ⻘野真⼠、成瀬誠、葛⻄誠也、⾦成主, レー
ザー学会学術講演会第 37 回年次⼤会, 徳島⼤学（徳島県・徳島市）, 2017-01-07,  招待講演. 

5 アメーバ計算パラダイム：⾃然知能デバイスの創⽣, ⻘野真⼠、成瀬誠、葛⻄誠也、⾦成主, 第
10 回集積化 MEMS 技術研究会, 東京⼤学駒場キャンパス（東京都・⽬⿊区）,  招待講
演 .2016-5-20 

6 Robust Detection of Surface Myoelectric Signal Using a Nonlinear Device Network for Intuitive 
Man-Machine Interface, Y. Inden, K. Shirata, and S. Kasai, 2016 International Symposium on 
Nonlinear Theory and Its Applications (NOLTA2016), ニューウェルシティ湯河原（静岡県・熱
海市）, 2016-11-27,  国際共著/国際学会である. 

7 Detection of Charge State of Single Molecules Using A GaAs- Based Nanowire Enhanced by 
Metal-Molecule Capacitive Coupling, S. Okamoto, M. Sato, K. Sasaki and S. Kasai, 29th 
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International Microporcesses and Nanotechnology Conference (MNC2016), ANA クラウンプラ
ザホテル京都（京都府・京都市）, 2016-11-08,  国際共著/国際学会である. 

8 Nanoscale Surface Structural Evolution in GaAs Digital Wet Etching with Sub-second Oxidation 
and Dissolution Process, R. Kuroda, X. Yin, and S. Kasai, 29th International Microporcesses and 
Nanotechnology Conference (MNC2016), ANA クラウンプラザホテル京都（京都府・京都市）, 
2016-11-08,  国際共著/国際学会である. 

9 酸化マグネシウムを⽤いたグラフェン保護膜の検討, 殷翔、葛⻄誠也, 第 7 回分⼦アーキテクト
ニクス研究会, 九州⼤学筑紫キャンパス（福岡県・筑紫野市）, 2016-10-20. 

10 Room-temperature Discrete-charge-fluctuation Dynamics of a Single Molecule Adsorbed on a 
Carbon Nanotube, A. Setiadi, H. Fujii., M. Akai-Kasaya, S. Kasai, K. Yamashita, T. Ogawa, Y. 
Kanai, K. Matsumoto, Y. Kuwahara, 第 7 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 九州⼤学筑紫キャ
ンパス（福岡県・筑紫野市）, 2016-10-20. 

11 電⼦アメーバ SAT 解探索におけるエラーと解探索効率の関係, ⻫藤健太、葛⻄誠也、⻘野真⼠, 
電⼦情報通信学会 2016 年ソサイエティ⼤会, 北海道⼤学（北海道・札幌市）, 2016-09-20. 

12 確率共鳴筋電信号検出システムを⽤いた筋⾁緊張強度計測, 位⽥祐基、葛⻄誠也, 電⼦情報通信
学会 2016 年ソサイエティ⼤会, 北海道⼤学（北海道・札幌市）, 2016-09-20. 

13 ⾦属探針表⾯局所電位変調による GaAs 表⾯トラップ位置の評価, 佐藤将来、殷翔、⿊⽥亮太、
葛⻄誠也, 第 77 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 朱鷺メッセ（新潟県・新潟市）, 2016-09-13. 

14 スプレー式コンピュータ制御による原⼦レベル GaAs デジタルウェットエッチング, ⿊⽥亮
太、佐藤将来、葛⻄誠也, 第 35 回電⼦材料シンポジウム, ラフォート琵琶湖（滋賀県・守⼭
市）, 2016-07-06. 

15 Fabrication and Characterization of A Multiple Gate Nanowire FET for Detecting Spatially 
Distributed Molecular Charges, K. Sasaki, R. Kuroda, X. Yin, M. Sato, T. Ogawa, and S. Kasai, 
The 43rd International Symposium on Compound Semiconductor (ISCS2016), 富⼭国際会議場
（富⼭県・富⼭市）, 2016-06-26,  国際共著/国際学会である. 

16 ⾦属探針を⽤いた GaAs ナノワイヤ表⾯局所電位変調による表⾯電⼦トラップの検出と評価, 佐
藤将来、殷翔、⿊⽥亮太、葛⻄誠也, 第６３回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学（東
京都・⽬⿊区）, 2016-03-19. 

17 ⾼精度デジタルウェットエッチング技術による GaAs ナノ構造形成, ⿊⽥亮太、佐藤将来、葛
⻄誠也, 第６３回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学（東京都・⽬⿊区）, 2016-03-19. 

18 単⼀分⼦識別に向けた静電塗布法による分⼦表⾯分散の検討, 岡本翔真、⿊⽥亮太、葛⻄誠也, 
第６３回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学（東京都・⽬⿊区）, 2016-03-19. 

19 単分⼦吸着によって発現するカーボンナノチューブ素⼦におけるランダムテレグラフシグナル
ノイズ, 藤井逸⼈、Setiadi Agung、⾚井恵 、葛⻄誠也、⾦井康、松本和彦、桑原裕司, 第６３
回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学（東京都・⽬⿊区）, 2016-03-19. 

20 酸化亜鉛を⽤いた透明セルフスイッチングナノダイオードの作製と評価, 孫屹、芦⽥浩平、松⽥
宗平、⼩⼭政俊、前元利彦、佐々誠彦、葛⻄誠也, 第６３回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京
⼯業⼤学（東京都・⽬⿊区）, 2016-03-19. 

21 DWNT アンジップ単層グラフェンナノリボンのクロス構造の作製電気特性の⾓度依存性評価, 
劉柏麟、葛⻄誠也、殷翔、⼭⽥豊和、⼩川琢治、福森稔、⽥中啓⽂, 第６３回応⽤物理学会春季
学術講演会, 東京⼯業⼤学（東京都・⽬⿊区）, 2016-03-19. 
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22 ジェスチャー識別のための確率共鳴筋電信号検出システムの検討, 位⽥祐基、⽩⽥健⼈、葛⻄誠
也, 2016 年電⼦情報通信学会総合⼤会, 九州⼤学（福岡県・福岡市）, 2016-03-15. 

23 多重ゲートナノワイヤ FET を⽤いた微⼩電荷空間分解検出デバイスの基礎的検討, 佐々⽊健太
郎、⿊⽥亮太、殷翔、佐藤将来、葛⻄誠也, 第５１回応⽤物理学会北海道⽀部/第１２回⽇本光
学会北海道⽀部合同学術講演会, 北海道⼤学（北海道・札幌市）, 2016-01-09. 

24 Fluctuation-induced Dynamics and Information Transfer in Nonlinear Nanodevices and 
Molecular Devices, S. Kasai, Y. Abe, S. Inoue, K. Shirata, and M. Sato, The International 
Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), Honolulu, Hawaii, USA, 
2015-12-15,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

25 Amoeba-inspired computing system utilizing charge dynamics in a capacitor network with 
spatiotemporal fluctuation, R. Wakamiya, S. Kasai, M. Aono, M. Naruse, and H. Miwa, The 
International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), Honolulu, 
Hawaii, USA, 2015-12-15,  国際共著/国際学会である. 

26 Molecular characterization using current noise measurement of carbon nanotubes device, A. 
Setiadi, H. Fujii, M. Akai-Kasaya, S. Kasai, Y. Kanai, K. Matsumoto, and Y. Kuwahara, The 
International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), Honolulu, 
Hawaii, USA, 2015-12-15,  国際共著/国際学会である. 

27 Fabrication and electrical properties of X- and Y- structures of unzipped single- layer graphene 
nanoribbons, P. Liu, S. Kasai, X. Yin, T.-K. Yamada, T. Ogawa, M. Fukumori, and H. Tanaka, 
The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), 
Honolulu, Hawaii, USA, 2015-12-15,  国際共著/国際学会である. 

28 Stochastic Resonance in Nonlinear Electron Devices and Its Application, S. Kasai, K. Shirata, and 
Y. Inden, Energy, Material and Nanotechnology (EMN) Hong Kong Meeting, Hong Kong, 
Chaina, 2015-12-09,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

29 Neuromorphic Circuits and Devices Exploiting Noise and Fluctuations, T. Asai and S. Kasai, 
2015 International Symposium on Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA2015), Hong 
Kong, Chaina, 2015-12-01,  国際共著/国際学会である. 

30 マン―マシンインターフェースにむけたロバストな確率共鳴筋電信号検出技術の開発, 位⽥祐
基、葛⻄誠也, STARC フォーラム 2015, 新横浜国際ホテル（神奈川県・横浜市）, 2015-11-27. 

31 Development of High-Precision Digital Wet Etching Technique for GaAs-Based Nanostructure 
Formation, R. Kuroda, M. Sato, and S. Kasai, 28th International Microprocesses and 
Nanotechnology Conference (MNC 2015), 富⼭国際会議場（富⼭県・富⼭市）, 2015-11-10, 国
際共著/国際学会である. 

32 Fabrication and Electrical Porperties of Unzipped Single- Layer Graphene Nanoribbon, H. 
Tanaka, P. Liu, T. Fujiwara, S. Kasai, X. Yin, T. Yamada, R. Negishi, Y. Kobayashi, M. Fukumori, 
and T. Ogawa, 28th International Microprocesses and Nanotechnology Conference (MNC 2015), 
富⼭国際会議場（富⼭県・富⼭市）, 2015-11-10, 国際共著/国際学会である. 

33 Robust and High Sensitive Myoelectric Signal Detection Utilizing Stochastic Resonance With 
Carbon Nanotube Composite Paper-based Surface Electrodes, K. Shirata, S. Kasai, T. Oya, Y. 
Hagiwara, S. Kaeriyama, and H. Nakamura, 2015 International Conference on Solid State 
Devices and Materials (SSDM2015), 札幌コンベンションセンター（北海道・札幌市）, 2015-
09-27,  国際共著/国際学会である. 
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34 Amoeba-inspired Spatiotemporal Dynamics for Physically Implemented Satisfiability Problem 
Solvers, M. Aono, S.-J. Kim, M. Wakabayashi, S. Kasai, H. Miwa, and M. Naruse, Pragmatics of 
SAT 2015 (POS15), Austin, Texas, USA, 2015-09-23,  国際共著/国際学会である. 

35 GaAs ナノワイヤ FET を⽤いたポルフィリン系分⼦電荷状態検出の検討, 岡本翔真、⿊⽥亮
太、葛⻄誠也, 第 76 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市）, 
2015-09-13. 

36 SWNT と DWNT アンジップ単層グラフェンナノリボンのクロス構造の作製と電気特性, 劉柏
麟、葛⻄誠也、殷翔、⼭⽥豊和、⼩川琢治、福森稔、⽥中啓⽂, 第 76 回応⽤物理学会秋季学術
講演会, 名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市）, 2015-09-13. 

37 微⼩電荷空間分布検出半導体デバイスの基礎的検討, 佐々⽊健太郎、⿊⽥亮太、殷翔、佐藤将
来、葛⻄誠也, 2015 年電⼦情報通信学会ソサイエティ⼤会, 東北⼤学（宮城県・仙台市）, 
2015-09-08. 

38 Detection and characterization of local surface charge dynamics in a GaAs-based nanowire 
through metal-tip-induced current noise, M. Sato, X. Yin, R. Kuroda, and S. Kasai, 11th Topical 
Workshop on Heterostructure Microelectronics (TWHM 2015), ひだホテルプラザ（岐⾩県・⾼
⼭市）, 2015-08-23,  国際共著/国際学会である. 

39 Detection and control of charge state in single molecules using a semiconductor nanowire FET, 
S. Kasai, S. Inoue, S. Okamoto, R. Kuroda, and M. Sato, International Workshop on Molecular 
Architectonics, 知床グランドホテル（北海道・斜⾥郡）, 2015-08-03,  国際共著/国際学会であ
る. 

40 Electrical characterization of three-branch nano-junction device based on graphene nanoribbon 
crossbar, X. Yin, P. Liu, H. Tanaka, and S. Kasai, International Workshop on Molecular 
Architectonics, 知床グランドホテル（北海道・斜⾥郡）, 2015-08-03,  国際共著/国際学会であ
る. 

41 Molecular noise sources incorporated into carbon nanotube circuits aiming the emergence of 
collective stochastic resonance, M. Akai-Kasaya, A. Setiadi, H. Fujii, S. Kasai, Y. Kanai, K. 
Matsumoto, and Y. Kuwahara, International Workshop on Molecular Architectonics, 知床グラン
ドホテル（北海道・斜⾥郡）, 2015-08-03,  国際共著/国際学会である. 

42 Molecular characterization using current noise measurement of carbon nanotubes deviceat room 
temperature, A. Setiadi, H. Fujii, M. Akai-Kasaya, S. Kasai, Y. Kanai, K. Matsumoto, and Y. 
Kuwahara, International Workshop on Molecular Architectonics, 知床グランドホテル（北海
道・斜⾥郡）, 2015-08-03,  国際共著/国際学会である. 

43 Development of digital wet etching technique for high-precision GaAs-based nanostructure 
formation, R. Kuroda, M. Sato, and S. Kasai, 23rd Asia-Pacific Workshop on Fundamentals and 
Applications of Advanced Semiconductor Devices (AWAD2015), Jeju island, Korea, 2015-06-29,  
国際共著/国際学会である. 

44 Implementation of A Complete Set of Logic Gates Using A Graphene-based Three-branch Nano-
junction Device, X. Yin, M. Sato, and S. Kasai, The 42nd International Symposium on Compound 
Semiconductors (ISCS2015), Santa Barbara, California, USA, 2015-06-28,  国際共著/国際学会
である. 

45 Detection of Surface Charge Dynamics in a GaAs-based Nanowire by Local Surface Potential 
Control, M. Sato, X. Yin, R. Kuroda, S. Inoue, and S. Kasai, 5th International Symposium on 
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Organic and Inorganic Electronic Materials and Related Nanotechnologies (EM-NANO 2015), 
朱鷺メッセ（新潟県・新潟市）, 2015-06-16,  国際共著/国際学会である. 

46 ナノ表⾯電荷ダイナミクス評価にむけた⾦属短針による GaAs ナノワイヤ表⾯局所電位変調の
基礎的検討, 佐藤将来、殷翔、⿊⽥亮太、井上慎也、葛⻄誠也, 第６２回応⽤物理学会春季学術
講演会, 東海⼤学、平塚市, 2015-03-11 ‒ 2015-03-14. 

47 低ダメージ GaAs 系ナノ構造形成のための⾼精度ウェットエッチング技術の開発, ⿊⽥亮太、佐
藤将来、葛⻄誠也, 第６２回応⽤物理学会春季学術講演会, 東海⼤学、平塚市, 2015-03-11 ‒ 
2015-03-14. 

48 アメーバ型 SAT アルゴリズムの電⼦回路実装と動作速度, 若宮遼、葛⻄誠也、⻘野真⼠、成瀬
誠、⺒波弘佳, 2015 年電⼦情報通信学会総合⼤会, ⽴命館⼤学、草津市, 2015-03-10 ‒ 2015-03-
13. 

49 GaAs ナノワイヤ FET およびカーボンナノチューブ素⼦の電流雑⾳特性, 井上慎也、葛⻄誠
也、アグン セティアディ、⾚井恵, 電⼦情報通信学会シリコン材料デバイス・電⼦デバイス合
同研究会, 北海道⼤学、札幌市, 2015-02-05 ‒ 2015-02-06. 

50 アメーバ型最適化問題解探索アルゴリズムの電⼦回路実装, 若宮遼、葛⻄誠也、⻘野真⼠、成瀬
誠、⺒波弘佳, 電⼦情報通信学会シリコン材料デバイス・電⼦デバイス合同研究会, 北海道⼤
学、札幌市, 2015-02-05 ‒ 2015-02-06. 

51 グラフェン３分岐接合デバイス論理機能の実証, 殷翔、佐藤将来、葛⻄誠也, 第５０回応⽤物理
学会北海道⽀部/第１１回⽇本光学会北海道地区合同学術講演会, 旭川勤労者福祉会館、 旭川
市, 2015-01-09 ‒ 2015-01-10. 

52 Amoeba-inspired Nanoarchitectonic Computing, M. Aono, S.-J. Kim, M. Naures, S. Kasai, and H. 
Miwa, MANA International Symposium 2014, エポカルつくば（つくば市）, 招待講演. 2014-
03-04 ‒ 2015-03-08 

53 ZnO-based transparent nanodiodes and thin-film-transistor applications, T. Maemoto, Y. Sun, S. 
Sasaki, K. Koike, M. Yano, S. Kasai, and S. Sasa, SPIE Photonics West, The Moscone Center 
(USA),  招待講演. 2014-02-01-2014-02-06 

54 確率共鳴現象の電⼦的発現と応⽤展開, 葛⻄誠也, ⽇本化学会第 94 春季年会, 名古屋⼤学（名
古屋市）,  招待講演. 2014-03-27―2014-03-30 

55 ゆらぎと共存する機能とその電⼦的実装, 葛⻄誠也, 分⼦系の複合電⼦機能第 181 委員会第 18
回研究会, 国際⾼等研究所（⽊津川市）,  招待講演. 2014-02-24‒2014-02-25 

56 GaAs ナノワイヤ FET 雑⾳解析にもとづく分⼦電荷ダイナミクス検出, 井上慎也、⿊⽥亮太、
葛⻄誠也, 第 61 回応⽤物理学会春季学術講演会, ⻘⼭学院⼤学（相模原市）2014-03-17―
2014-03-20. 

57 GaAs ナノワイヤ 3 分岐接合デバイス⾮線形特性動作の表⾯依存性評価, 佐藤将来、殷翔、葛⻄
誠也, 第 61 回応⽤物理学会春季学術講演会, ⻘⼭学院⼤学（相模原市）2014-03-17―2014-03-
20. 

58 GaAs エッチングナノワイヤ MISFET のヒステリシス特性評価, ⿊⽥亮太、葛⻄誠也, 第 61 回
応⽤物理学会春季学術講演会, ⻘⼭学院⼤学（相模原市）2014-03-17―2014-03-20. 

59 最適化問題解探索電⼦アメーバ, 葛⻄誠也、⻘野真⼠、成瀬誠、⺒波弘佳、若宮遼, 第 61 回応
⽤物理学会春季学術講演会, ⻘⼭学院⼤学（相模原市）2014-03-17―2014-03-20. 

60 雑⾳中の微弱信号検出のための⾮線形関数とパラメータ設計理論, 葛⻄誠也、⽥所幸浩、⼀⽊輝
久, 第 61 回応⽤物理学会春季学術講演会, ⻘⼭学院⼤学（相模原市）2014-03-17―2014-03-20. 
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61 グラフェン 3 分岐接合デバイスの⾮線形特性制御と基本論理ゲート応⽤, 殷翔、佐藤将来、葛
⻄誠也, 第 4 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京⼤学（東京都）2014-03-11‒‒2014-03-11. 

62 カーボンナノチューブトランジスタを⽤いた確率共鳴素⼦, 前橋兼三、⼤野恭秀、井上恒⼀、松
本和彦、葛⻄誠也, 第 4 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京⼤学（東京都）2014-03-11 

63 GaAs ナノワイヤ FET による分⼦電荷ダイナミクス検出⼿法の検討, 井上慎也、⿊⽥亮太、佐
藤将来、葛⻄誠也, 第 4 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 東京⼤学（東京都）2014-03-11 

64 粘菌アメーバ型解探索アルゴリズムとそのナノデバイスによる実現, ⺒波弘佳、⻘野真⼠、成瀬
誠、葛⻄誠也, 電⼦情報通信学会コンピュテーション研究会, 明治⼤学（東京都）. 2014-03-10 

65 確率共鳴現象の応⽤によるハレーション環境での歩⾏者認識性能の改善, ⽥所幸浩、葛⻄誠也、
⼀⽊輝久、⽥中宏哉, 情報処理学会第 56 回⾼度交通システム研究会, 沖縄⼯業⾼等専⾨学校
（名護市）. 2014-03-6‒2014-03-7 

66  阿部遊⼦、⽥中貴之、葛⻄誠也, 電⼦情報通信学会電⼦デバイス・シリコン材料デバイス合同
研究会, 北海道⼤学（札幌市）. 2014-02-27‒2012-02-28 

67 半導体ナノデバイスを⽤いたマン-マシンインターフェースのための⽣体信号検出, 今井裕理、
葛⻄誠也, STARC シンポジウム 2014, 新横浜国際ホテル（横浜市）. 2014-01-29 

68 光照射局所コンダクタンス変調法を⽤いた GaAs ナノワイヤ 3 分岐接合デバイスの評価, 佐藤将
来、殷翔、葛⻄誠也, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学、豊中市, 2014-11-25 ‒ 
2014-11-26. 

69 Bio-inspired Nonlinear Nano-devices for Coexisting with Fluctuation, S. Kasai, The 16th 
Takayanagi Kenjiro Memorial Symposium, Shizuoka Univ., Shizuoka, Japan, 2014-11-11 ‒ 2014-
11-12,  招待講演. 

70 Structural Parameter Dependence of Directed Current in GaAs Nanowire-Based Electron 
Brownian Ratchet Device, Y. Abe, T. Tanaka and S. Kasai, 25th International Microprocesses and 
Nanotechnology Conference (MNC2014), Hilton Fukuoka Sea Hawk, Fukuoka, Japan, 2014-11-
04 ‒ 2014-11-07. 

71 ⾮線形素⼦ネットワーク確率共鳴による筋電信号検出, ⽩⽥健⼈、今井裕理、葛⻄誠也, 2014 年
電⼦情報通信学会ソサイエティ⼤会, 徳島⼤学、徳島市, 2014-09-23 ‒ 2014-09-26. 

72 粘菌型解探索システムにおける⾃発的解探索の検討, 若宮遼、葛⻄誠也、⻘野真⼠、成瀬誠、⺒
波弘佳, 第７５回応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学、札幌市, 2014-09-17 ‒ 2014-09-20. 

73 ⾮対称ゲート GaAs ナノワイヤ電⼦ブラウンラチェット特性の構造依存性, 阿部遊⼦、⽥中貴
之、葛⻄誠也, 第７５回応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学、札幌市, 2014-09-17 ‒ 2014-
09-20. 

74 Amoeba-Inspired Heuristic Search for NP-Complete Problem Solution at the Nanoscale, M. 
Aono, Song-Ju Kim, S. Kasai and H. Miwa, 2014 International Symposium on Nonlinear Theory 
and its Applications (NOLTA2014), Cinema of Bourbaki Panorama, Luzern, Switzerland, 2014-
09-14 ‒ 2014-09-18,  招待講演. 

75 Detection of Molecular Charge Dynamics through Current Noise in A GaAs-based Nanowire 
FET, S. Inoue, R. Kuroda, M. Sato, and S. Kasai, International Conference on Solid State 
Materials and Devices (SSDM2014), International Congress Center, Tsukuba, Japan, 2014-09-08 
‒ 2014-09-11. 
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76 確率共鳴現象の信号処理への応⽤に向けた取り組み, ⽥所幸浩、葛⻄誠也、⼀⽊輝久, 第３回
NetSci/CCS 研究会合同ワークショップ, 丸駒温泉、千歳市, 2014-08-07 ‒ 2014-08-08,  招待講
演. 

77 Stochastic Resonance and Related Phenomena in Nonlinear Electron Nanodevices, S. Kasai, 6th 
IEEE International Nanoelectronics Conference, Hokkaido Univ., Sapporo, Japan, 2014-07-28 ‒ 
2014-07-31,  招待講演. 

78 Surface dependence of nonlinear electrical characteristics in GaAs-based three-branch nanowire 
junction devices, M. Sato, X. Yin, R. Kuroda, and S. Kasai, 6th IEEE International 
Nanoelectronics Conference, Hokkaido Univ., Sapporo, Japan, 2014-07-28 ‒ 2014-07-31. 

79 ⾮線形素⼦ネットワークでの確率共鳴を利⽤した表⾯筋電計測技術の開発, 今井裕理、⽩⽥健
⼈、⿊⽥亮太、葛⻄誠也, 電⼦情報通信学会電⼦デバイス研究会, 豊橋技術科学⼤学、豊橋市, 
2014-07-10 ‒ 2014-07-11. 

80 Effect of metal-graphene contact on nonlinear characteristics of graphene-based three-branch 
nano-junction device, X. Yin, M. Sato, and S. Kasai, 2014 Asia-Pacific Workshop on 
Fundamentals and Applications of Advanced Semiconductor Devices (AWAD2014), Kanazawa 
Bunka Hall, Kanazawa, Japan, 2014-07-01 ‒ 2014-07-03. 

81 絶縁ゲート GaAs ナノワイヤ FET のヒステリシス特性の評価と解析, ⿊⽥亮太、殷翔、佐藤将
来、葛⻄誠也, 電⼦情報通信学会電⼦デバイス・電⼦部品材料・シリコン材料デバイス合同研究
会, 名古屋⼤学、名古屋市, 2014-05-28 ‒ 2014-05-29. 

82 ゆらぎと共存協調する半導体電⼦デバイス技術, 葛⻄誠也, 2014 年度第 10 回電⼦情報通信学会
複雑コミュニケーションサイエンス時限研究会, ⼤阪⼤学、吹⽥市, 2014-05-19 ‒ 2014-05-20,  
招待講演. 

83 Surface Dependence of Nonlinear Characteristic in GaAs-based Three branch Nanowire 
Junctions, M. Sato, X. Yin, and S. Kasai, The 41st International Symposium on Compound 
Semiconductor (ISCS), the Congress Center of Montpellier, Montpellier, France, 2014-05-11 ‒ 
2014-05-15. 

84 Study on Weak Biological Signal Detection Utilizing Stochastic Resonance in a GaAs-based 
Nanowire FET, Y. Imai, M. Sato, T. Tanaka, and S. Kasai, 26th International Microprocesses and 
Nanotechnology Conference (MNC 2013), 札幌ヒルトンホテル（札幌市）. 2013-11-05‒2013-
11-08 

85 ゆらきと共存する⾮線形デバイス, 葛⻄誠也, 第 7 回物性科学領域横断研究会, 東京⼤学（東京
都）,  招待講演.  2013-12-01-2013-12-02 

86 GaAs ナノワイヤ FET を⽤いた分⼦の電荷充放電センシング, 井上慎也、⿊⽥亮太、葛⻄誠也, 
第 49 回応⽤物理学会北海道⽀部/第 10 回⽇本光学会北海道地区合同学術講演会, 北海道⼤学
（札幌市）. 2013-12-9‒2013-12-  

87 グラフェン 3 分岐ナノ接合デバイスのトップゲート制御, 殷翔、葛⻄誠也, 第 74 回応⽤物理学
会秋季学術講演会, 同志社⼤学（京⽥辺市）. 2013-09-16―2013-09-20 

88 GaAs ナノワイヤ FET を⽤いた分⼦ダイナミクス検出の検討, 井上慎也、⿊⽥亮太、葛⻄誠也, 
第 74 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 同志社⼤学（京⽥辺市）2013-09-16―2013-09-20. 

89 ナノワイヤ FET ネットワーク確率共鳴を利⽤した⽣体信号検出に関する基礎的検討, 今井裕
理、葛⻄誠也, 第 74 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 同志社⼤学（京⽥辺市）2013-09-16―
2013-09-20. 
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90 GaAs ナノワイヤ電⼦ブラウンラチェットデバイスのフラッシング動作特性, 阿部遊⼦、⽥中貴
之、葛⻄誠也, 第 74 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 同志社⼤学（京⽥辺市）2013-09-16―
2013-09-20. 

 

A04 松本卓グループ 
1 Cytochrome c/DNA co-assembling at air-water interface, P. K. Paul, D.-C. Che, H. Kishimoto, 

K. Araki, T. Matsumoto, "Symposium on Surface Science & Nanotechnology -25th Anniversary of 
SSSJ Kansai-" (SSSN-Kansai), Kyoto City International House (Kyoto, Japan), 2017-1-24. 

2 Time-resolved charge mapping for organic solar cell by Electrostatic Force Microscope, K. Araki, 
Y. Ie, Y. Aso, H. Oyama, T. Matsumoto, "Symposium on Surface Science & Nanotechnology -
25th Anniversary of SSSJ Kansai-" (SSSN-Kansai), Kyoto City International House (Kyoto, 
Japan), 2017-1-24. 

3 Electric properties of multi-channel molecular devices by self-doped polyaniline, Y. Usami, Y. 
Otsuka, Y. Naitoh, T. Matsumoto, "Symposium on Surface Science & Nanotechnology -25th 
Anniversary of SSSJ Kansai-" (SSSN-Kansai), Kyoto City International House (Kyoto, Japan), 
2017-1-24. 

4 Probing electronic alignment between organic dye molecule and gold film interface by Kelvin 
probe force microscope, M. Yamada, N. Tange, Y. Otsuka, T. Matsumoto, "Symposium on 
Surface Science & Nanotechnology -25th Anniversary of SSSJ Kansai-" (SSSN-Kansai), Kyoto 
City International House (Kyoto, Japan), 2017-1-24. 

5 Non-linear I-V characteristics of Ru complex layers with a double junction nanogap electrode, S. 
Nishijima, Y. Otsuka, T. Matsumoto, "Symposium on Surface Science & Nanotechnology -25th 
Anniversary of SSSJ Kansai-" (SSSN-Kansai), Kyoto City International House (Kyoto, Japan), 
2017-1-25. 

6 Nanoscale Electrical Measurement of Ru Binuclear Complex by Conductive, T. Takagi, Y. 
Otsuka, H. Ozawa, M. Haga, T. Matsumoto, "Symposium on Surface Science & Nanotechnology 
-25th Anniversary of SSSJ Kansai-" (SSSN-Kansai), Kyoto City International House (Kyoto, 
Japan), 2017-1-25. 

7 Patterning of Nanomaterials with Charged Nanovolume Solution, R. Etou, Y. Otsuka, F. Iwata, T. 
Matsumoto, "Symposium on Surface Science & Nanotechnology -25th Anniversary of SSSJ 
Kansai-" (SSSN-Kansai), Kyoto City International House (Kyoto, Japan), 2017-1-25. 

8 Nonlinear Electric Transport in protein/DNA networks for Stochastic Computing, Takuya 
Matsumoto, Second International Conference on Material Science (ICMS-2017), Tripura 
University (Tripura, India), 2017-2-16. 

9 時間分解静電気⼒顕微鏡による有機太陽電池の電荷マッピング、荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安蘇 芳
雄、⼤⼭ 浩、松本 卓也、第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会、パシフィコ横浜(神奈川県横
浜市) , 2017-3-14. 

10 ⾃⼰ドープ型ポリアニリンのナノスケール電気物性とネットワーク構築、宇佐美 雄⽣、⼤塚 
洋⼀、内藤 泰久、松本 卓也、第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会、パシフィコ横浜(神奈川
県横浜市), 2017-3-14. 

11 ナノ体積液体の帯電を活⽤した分⼦パターニング、江藤 理杏、⼤塚 洋⼀、岩⽥ 太、松本 卓
也、第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会、パシフィコ横浜(神奈川県横浜市) , 2017-3-14. 
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12 ダブルジャンクション型ナノ電極を⽤いた Ru 錯体分⼦膜の⾮線形電気伝導特性、⻄嶋 知史、
⼤塚 洋⼀、松本 卓也、第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会、パシフィコ横浜(神奈川県横浜
市), 2017-3-14. 

13 ケルビンプローブフォース顕微鏡による有機⾊素分⼦／⾦属薄膜界⾯の電⼦準位アライメン
ト、⼭⽥ 将也、荒⽊ 健⼈、⼤塚 洋⼀、松本 卓也、第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会、パ
シフィコ横浜(神奈川県横浜市), 2017-3-18. 

14 導電性探針 AFM を⽤いた Ru ⼆核錯体のナノスケール電気物性、⾼⽊ ⼤敬、⼤塚 洋⼀、⼩
澤 寛晃、芳賀 正明、松本 卓也、第 64 回応⽤物理学会春季学術講演会、パシフィコ横浜(神奈
川県横浜市), 2017-3-18. 

15 時間分解静電気⼒顕微鏡による有機太陽電池の電荷マッピング、荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安蘇 芳
雄、⼤⼭ 浩、松本 卓也、⽇本化学会 第 97 春季年会 (2017)、慶應義塾⼤学 ⽇吉キャンパス
(神奈川県横浜市), 2017-3-18. 

16 導電性探針 AFM を⽤いた Ru ⼆核錯体のナノスケール電気物性計測、⾼⽊ ⼤敬、⼤塚 洋
⼀、⼩澤 寛晃、芳賀 正明、松本 卓也、⽇本化学会 第 97 春季年会 (2017)、慶應義塾⼤学 ⽇
吉キャンパス(神奈川県横浜市), 2017-3-18. 

17 Cytochrome c/DNA co-assembling at air-water interface, Pabitra Kumar Paul, Dock-Chil Che, 
Kishimoto Hiroyuki, Kento Araki, Takuya Matsumoto, The sixteenth international conference 
devoted to organized molecular films and nanostructures (ICOMF16), the University of Helsinki 
(Helsinki, Finland), 2016-7-28. 

18 Nonlinear electric properties of biological molecular networks in nanoscale, Yoichi Otsuka, 
Harumasa Yamaguchi, Saki Sumida, Riko Etoh, Hiroshi Ohyama, Dock-Chil Che,Takuya 
Matsumoto, The sixteenth international conference devoted to organized molecular films and 
nanostructures (ICOMF16), the University of Helsinki (Helsinki, Finland), 2016-7-28. 

19 Conductance enhancement at metal / molecule interface in double junctioned molecular device, 
Satoshi Nishijima, Yoichi Ostuka, Takuya Matsumoto, The sixteenth international conference 
devoted to organized molecular films and nanostructures (ICOMF16), the University of Helsinki 
(Helsinki, Finland), 2016-7-28. 

20 Conduction via LUMO of huge ring polyoxometalate, H. Kishimoto, H. Yamaguchi, D.-C. Che, 
H. Ohoyama, I. Nakamura, R. Tsunashima, T.Matsumoto, The sixteenth international conference 
devoted to organized molecular films and nanostructures (ICOMF16), the University of Helsinki 
(Helsinki, Finland), 2016-7-28. 

21 Nonlinear electric transport in biomolecular systems for stochastic signal processing, SPIE Optics 
+ PhotonicsSan, Saki Sumida, Harumasa Yamaguchi, Hiroshi Ohyama, Yoichi Otsuka, Dock-Chil 
Che, Takuya Matsumoto, Diego Convention Center(San Diego,U.S.A.), 2016-8-28. 

22 静電気⼒顕微鏡による有機太陽電池の時間分解電荷マッピング、荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安藤 芳
雄、⼤⼭ 浩、松本 卓也、第 77 回応⽤物理学会秋季学術講演会、朱鷺メッセ：新潟コンベンシ
ョンセンター(新潟県新潟市) , 2016-9-14. 

23 ⾃⼰ドープ型ポリアニリンを⽤いたマルチチャネル型分⼦デバイスの電気伝導特性、宇佐美 雄
⽣、⼤塚 洋⼀、内藤 泰久、松本 卓也、第 77 回応⽤物理学会秋季学術講演会、朱鷺メッセ：
新潟コンベンションセンター(新潟県新潟市) , 2016-9-14. 
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24 ダブルジャンクション型ナノ電極による Ru 錯体を介した電気伝導のゆらぎ計測、⻄嶋 知史、
⼤塚 洋⼀、松本 卓也、第 77 回応⽤物理学会秋季学術講演会 1、朱鷺メッセ：新潟コンベンシ
ョンセンター(新潟県新潟市), 2016-9-14. 

25 ⾃⼰ドープ型ポリアニンを⽤いたマルチャネル分⼦デバイスの電気伝導特性、宇佐美 雄⽣、⼤
塚 洋⼀、内藤 泰久、松本 卓也、分⼦アーキテクトニクス第 7 回研究会、九州⼤学筑紫キャン
パス 筑紫ホール(福岡県福岡市) , 2016-10-20. 

26 静電気⼒顕微鏡による有機分⼦間荷移動の時解検出向けたアプローチ、荒⽊ 健⼈、家 裕隆、
安蘇 芳雄  ⼤⼭ 浩 、松本 卓也、分⼦アーキテクトニクス第 7 回研究会、九州⼤学筑紫キャ
ンパス 筑紫ホール(福岡県福岡市) , 2016-10-21. 

27 ダブルジャンクション型ナノ電極を⽤いた Ru 錯体膜の⾮線形電気伝導特性、⻄嶋 知史、⼤塚 
洋⼀ 、松本 卓也、分⼦アーキテクトニクス第 7 回研究会、九州⼤学筑紫キャンパス 筑紫ホー
ル(福岡県福岡市) , 2016-10-21. 

28 有機分⼦上の電荷追跡を⽬指した時間解静気⼒顕微鏡の開発、荒⽊ 健⼈、家 裕隆、 安蘇 芳
雄 、⼤⼭ 浩、松本 卓也、分⼦アーキテクトニクス第 7 回研究会、九州⼤学筑紫キャンパス 
筑紫ホール(福岡県福岡市), 2016-10-21. 

29 Nonlinear Electric Transport in Macromolecular System for StochasticComputing, Takuya 
Matsumoto, The 2nd Materials Research Society of Indonesia (MRS-Id) Meeting 2016, Grand 
Royal Panghegar Hotel & Convention (Bandung, Indonesia), 2016-10-16. 

30 ポリアニリンのナノスケール電気物性とネットワーク化, 宇佐美 雄⽣, ２０１６年度関⻄薄
膜・表⾯物理セミナー, 神⼾セミナーハウス(兵庫県神⼾市). 2016-11-18. 

31 ケルビンプローブフォース顕微鏡による有機⾊素分⼦／ナノ微粒⼦界⾯の電⼦状態解析, ⼭⽥ 
将也, 2016 真空・表⾯科学合同講演会, 名古屋国際会議場(愛知県名古屋市). 2016-11-29. 

32 静電気⼒顕微鏡による有機太陽電池の時間分解電荷マッピング, 荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安蘇 芳
雄、⼤⼭ 浩、松本 卓也 2016 真空・表⾯科学合同講演会, 名古屋国際会議場(愛知県名古屋
市). 2016-11-29. 

33 ⾃⼰ドープ型ポリアニリンを⽤いたマルチチャネル型分⼦デバイスの電気伝導特性, 宇佐美 雄
⽣、⼤塚 洋⼀、内藤 泰久、松本 卓也, 2016 真空・表⾯科学合同講演会, 名古屋国際会議場
(愛知県名古屋市). 2016-11-29. 

34 O2 及び CO と結合したヘモグロビンの表⾯物性, 眞榮平 愛、蔡 徳七、下内 章⼈、澤野 誠、
松本 卓也, ⽇本化学会 第 96 春季年会 (2016), 同志社⼤学 京⽥辺キャンパス(京都府京⽥辺
市), 2016-03-24. 

35 巨⼤分⼦／DNA 複合ナノネットワークが⽰す⾮線形電気特性, ⼭⼝ 晴正、⾓⽥ 早、岸本 裕
幸、江藤 理杏、⼤⼭ 浩、⼤塚 洋⼀、蔡 徳七、松本 卓也, ⽇本化学会 第 96 春季年会 
(2016), 同志社⼤学 京⽥辺キャンパス(京都府京⽥辺市), 2016-03-24. 

36 導電性探針 AFM によるグラファイト上三脚分⼦の電気伝導計測, ⼤塚 洋⼀、家 裕隆、安蘇 
芳雄、松本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス(東京
都⽬⿊区), 2016-03-21. 

37 ITO/Ru 錯体/Au ナノ粒⼦構造の導電性探針 AFM を⽤いた電気伝導計測, ⾼⽊ ⼤敬、⼤塚 洋
⼀、丹下 直之、⻄嶋 知史、松本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 
⼤岡⼭キャンパス(東京都⽬⿊区), 2016-03-21. 
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38 ポリオキソメタレートのナノスケール構造体と電気特性, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、⼤
⼭ 浩、中村 ⼀平、綱島 亮、松本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 
⼤岡⼭キャンパス(東京都⽬⿊区), 2016-03-21. 

39 ナノギャップ電極間に形成された Ru 錯体/AuNP/Ru 錯体構造の電気特性, ⻄嶋 知史、⼤塚 洋
⼀、丹下 直之、⾼⽊ ⼤敬、松本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 
⼤岡⼭キャンパス(東京都⽬⿊区), 2016-03-21. 

40 DNA を鋳型としたタンパク質集合体のナノスケール電気伝導特性, ⼭⼝ 晴正、⼤塚 洋⼀、松
本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス(東京都⽬⿊
区), 2016-03-21. 

41 ⾃⼰ドープ型ポリアニリンのナノスケールグレイン内伝導, 宇佐美 雄⽣、今村 健太郎、⾚井 
智喜、蔡 徳七、⼤⼭ 浩、⼩林 光、松本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯
業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス(東京都⽬⿊区), 2016-03-21. 

42 ナノギャップ電極を⽤いたマグネシウムイオン添加 DNA の電気伝導性計側, 江藤 理杏、⼤塚 
洋⼀、⼭⼝ 晴正、松本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャ
ンパス(東京都⽬⿊区), 2016-03-21. 

43 KFM を⽤いた ITO/Ru 錯体/AuNPs 構造の局所電荷分布の計側, 丹下 直之、⼤塚 洋⼀、⾼⽊ 
⼤敬、⻄嶋 知史、松本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャ
ンパス(東京都⽬⿊区), 2016-03-20. 

44 ⾛査型プローブエレクトロスプレーイオン化質量イメージング法の⾼分解能化の検討, ⼤塚 洋
⼀、⼩東 剛、嶋津 亮、岩⽥ 太、荒川 隆⼀、松本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演
会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス(東京都⽬⿊区), 2016-03-20. 

45 周波数シフト法静電気⼒顕微鏡による有機薄膜太陽電池における光誘起電荷マッピング, 荒⽊ 
健⼈、家 裕隆、安蘇 義雄、⼤⼭ 浩、松本 卓也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京
⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス(東京都⽬⿊区), 2016-03-20. 

46 SAM 膜修飾電極を⽤いた c 型シトクロム単⼀分⼦の電気伝導計側, ⾓⽥ 早、⼤⼭ 浩、松本 卓
也, 第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス(東京都⽬⿊区), 
2016-03-20. 

47 ナノスケール巨⼤分⼦系における⾮線形トンネル伝導−分⼦エレクトロニクスへのアプローチ, 
松本 卓也, 応⽤物理学会関⻄⽀部主催「表⾯・界⾯の顕微分析セミナー」, ⼤阪⼤学⼤学院⼯
学研究科 （⼤阪府吹⽥市）, 2016-03-03,  招待講演. 

48 ネットワーク型分⼦エレクトロニクスを⽬指して, 松本 卓也, 電⼦情報通信学会北海道⽀部講
演会, 北海道⼤学 情報科学研究科（北海道札幌市）, 2016-03-01,  招待講演. 

49 Nanoscale charge transport of DNA supramolecular networks, Harumasa Yamaguchi,Dock-Chil 
Che, Takuya Matsumoto, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 
(Pacifichem 2015), the Hawaii Convention Center and Hotels (U.S.A. Hawaii), 2015-12-17,  国
際共著/国際学会である. 

50 Two-step tunneling conduction through a single cytochrome c3 molecule, Saki Sumida,Dock-Chil 
Che, Takuya Matsumoto, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 
(Pacifichem 2015), the Hawaii Convention Center and Hotels (U.S.A. Hawaii), 2015-12-17,  国
際共著/国際学会である. 

51 Imaging of electrostatic potential in organic photovoltaic thin film, Kento Araki, Yutaka Ie, 
Yoshio Aso, Takuya Matsumoto, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 
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2015 (Pacifichem 2015), the Hawaii Convention Center and Hotels (U.S.A. Hawaii), 2015-12-
17,  国際共著/国際学会である. 

52 Stochastic resonance in molecular network systems, Takuya Matsumoto, The International 
Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), the Hawaii Convention 
Center and Hotels (U.S.A. Hawaii), 2015-12-15,  国際共著/国際学会である. 

53 Nonlinear Electric Transport in Macromolecular System, Takuya Matsumoto, Haruka Matsuo, 
Yoshiaki Hirano, The 2015 International Symposium on Nonlinear Theory and its Applications 
(NOLTA2015), ⾹港城市⼤学(Hong Kong, China), 2015-12-04,  国際共著/国際学会である. 

54 シトクロム c3 単⼀分⼦の⾮線形電気伝導特性, ⾓⽥ 早、蔡 徳七、松本 卓也, 2015 年真空・
表⾯科学合同講演会, つくば国際会議場（茨城県つくば市）, 2015-12-03. 

55 ナノギャップ電極を⽤いた DNA-巨⼤分⼦ネットワークの電気伝導特性, ⼭⼝ 晴正、⼤塚 洋
⼀、松本 卓也, 2015 年真空・表⾯科学合同講演会, つくば国際会議場（茨城県つくば市）, 
2015-12-03. 

56 ナノギャップ電極間に形成された Ru 錯体/Au ナノ粒⼦/Ru 錯体接合の電気特性評価, ⻄嶋 知
史、⼤塚 洋⼀、丹下 直之、⾼⽊ ⼤敬、松本 卓也, 2015 年真空・表⾯科学合同講演会, つくば
国際会議場（茨城県つくば市）, 2015-12-03. 

57 ITO/Ru 錯体/Au ナノ粒⼦接合の導電性探針 AFM を⽤いた電気伝導計測, ⾼⽊ ⼤敬、⼤塚 
洋⼀、丹下 直之、⻄嶋 知史、松本 卓也, 2015 年真空・表⾯科学合同講演会, つくば国際会議
場（茨城県つくば市）, 2015-12-03. 

58 静電気⼒顕微鏡による有機薄膜太陽電池表⾯の電荷検出, 荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安蘇 芳雄、松
本 卓也, 2015 年真空・表⾯科学合同講演会, つくば国際会議場（茨城県つくば市）, 2015-12-
03. 

59 導電性探針 AFM によるグラファイト上の三脚分⼦の電気伝導計測の検討, ⼤塚 洋⼀、家 裕
隆、安蘇 芳雄、松本 卓也, 2015 年真空・表⾯科学合同講演会, つくば国際会議場（茨城県つく
ば市）, 2015-12-01. 

60 巨⼤分⼦系における⾮線形電⼦輸送, 松本 卓也, 第 12 回バイオオプティクス研究会, TKP アク
トタワーCC （静岡県浜松市）, 2015-11-27,  招待講演. 

61 巨⼤分⼦-DNA ネットワークの電気伝導特性, ⼭⼝ 晴正、⼤塚 洋⼀、松本 卓也, 2015 年度関
⻄薄膜・表⾯物理セミナー, 星の⾥いわふね（⼤阪府交野市）, 2015-11-20. 

62 シトクロム c3 単⼀分⼦の⾮線形電気伝導特性, ⾓⽥ 早、⼤塚 洋⼀、蔡 徳七、⼤⼭ 浩、松本 
卓也, 2015 年度関⻄薄膜・表⾯物理セミナー, 星の⾥いわふね（⼤阪府交野市）, 2015-11-20. 

63 Nano-scale Nonlinear Charge Transport of DNA Supramolecular Networks, Takuya Matsumoto, 
The EMN Bangkok Meeting 2015, Holiday Inn Resort Bangkok Silom(Bangkok, Thailand), 
2015-11-11,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

64 ⾃⼰組織化膜上シトクロム c3 単⼀分⼦の⾮線形電気伝導特性の解析, ⾓⽥ 早、⼤塚 洋⼀、蔡 
徳七、⼤⼭ 浩、松本 卓也, 第 6 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学桂キャンパスロー
ム記念館（京都府京都市）, 2015-10-23. 

65 静電気⼒顕微鏡による有機薄膜太陽電池の電荷検出, 荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安蘇 芳雄、⼤⼭ 
浩、松本 卓也, 第 6 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学桂キャンパスローム記念館
（京都府京都市）, 2015-10-23. 



 116 

66 AFM を⽤いたグラファイト上の三脚分⼦の構造と電気特性の評価, ⼤塚 洋⼀、家 裕隆、安蘇 
芳雄、松本 卓也, 第 6 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学桂キャンパスローム記念館
（京都府京都市）, 2015-10-23. 

67 リゾチーム-DNA ネットワークの電気伝導特性, ⼭⼝ 晴正、⼤塚 洋⼀、蔡 徳七, ⼤⼭ 浩、松
本 卓也, 第 6 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学桂キャンパスローム記念館（京都府
京都市）, 2015-10-23. 

68 ポリオキソ酸のナノスケール電気伝導, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、中村 ⼀平、綱島 
亮、⼤⼭ 浩、松本 卓也, 第 6 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学桂キャンパスローム
記念館（京都府京都市）, 2015-10-13. 

69 静電気⼒顕微鏡による有機薄膜太陽電池表⾯の電荷検出, 荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安蘇 芳雄、松
本 卓也, 2015 年 第 76 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 名古屋国際会議場（愛知県名古屋市）, 
2015-09-15. 

70 ポリオキソ酸のナノ構造体形成と電気特性, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、中村 ⼀平、綱島 
亮、⼤⼭ 浩、松本 卓也, 2015 年 第 76 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 名古屋国際会議場
（愛知県名古屋市）, 2015-09-15. 

71 ⾃⼰ドープ型ポリアニリンナノファイバーの電気伝導特性, 宇佐美 雄⽣、今村 健太郎、⾚井 
智喜、蔡徳七、⼩林 光、松本 卓也, 2015 年 第 76 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 名古屋国
際会議場（愛知県名古屋市）, 2015-09-15. 

72 Stochastic Resonance in Nano-scale Charge Transport of DNA supramolecular networks, Takuya 
Matsumoto, International Workshop on Molecular Architectonics 2015 (IWMA2015), Shiretoko 
Grand Hotel Kita Kobushi (Sharigun, Hokkaido), 2015-08-05,  国際共著/国際学会である. 

73 Nanoscale I-V characteristics of DNA-templated molecular networks, Harumasa. Yamaguchi, 
Youichi. Otsuka, Takuya. Matsumoto, International Workshop on Molecular Architectonics 2015 
(IWMA2015), Shiretoko Grand Hotel Kita Kobushi (Sharigun, Hokkaido), 2015-08-05,  国際共
著/国際学会である. 

74 Nano-scale charge transport of DNA supramolecular networks, Takuya Matsumoto, The 14th 
European Conference on Organised Films (ECOF14), University of Genova.(Genova ,Italy), 
2015-07-02,  国際共著/国際学会である. 

75 Nanostructure and transport properties of {Mo154/152}-ring network, Hiroyuki Kishimoto, The 
14th European Conference on Organised Films (ECOF14), University of 
Genova.(Genova ,Italy), 2015-06-30,  国際共著/国際学会である. 

76 Electric properties of self-doped polyaniline nanofiber, Yuki Usami, The 14th European 
Conference on Organised Films (ECOF14), University of Genova.(Genova ,Italy), 2015-06-30,  
国際共著/国際学会である. 

77 Two-Step Tunneling Conduction through a Single Cytochrome c3 Molecule, Dock-Chil Che, The 
14th European Conference on Organised Films (ECOF14), University of 
Genova.(Genova ,Italy), 2015-06-30,  国際共著/国際学会である. 

78 シトクロム c3 単⼀分⼦の⾮線形電気伝導特性, ⾓⽥ 早、蔡徳七、松本卓也, ナノ学会第 13 回
⼤会, 東北⼤学⽚平さくらホール(宮城県仙台市), 2015-05-13. 

79 有機太陽電池薄膜におけるナノスケール静電ポテンシャル計測, 荒⽊ 健⼈、家裕隆、安蘇芳
雄、松本卓也, ナノ学会第 13 回⼤会, 東北⼤学⽚平さくらホール(宮城県仙台市), 2015-05-13. 
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80 少数⾃⼰ドープ型ポリアニリンナノファイバーの電気伝導特性, 宇佐美 雄⽣、今村健太郎、⾚
井智喜、蔡徳七、⼩林光、松本卓也, ナノ学会第 13 回⼤会, 東北⼤学⽚平さくらホール(宮城県
仙台市), 2015-05-13. 

81 有機太陽電池薄膜における電荷分布の微細構造, 荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安蘇 芳雄、松本 卓也, 
⽇本化学会第 95 春季年会(2015), ⽇本⼤学理⼯学部船橋キャンパス／薬学部 (千葉県船橋市), 
2015-03-26. 

82 ポリオキソ酸のナノ構造体形成と電気特性, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、松尾春佳、蔡 徳七、中村 
⼀平、綱島 亮、松本 卓也, ⽇本化学会第 95 春季年会(2015), ⽇本⼤学理⼯学部船橋キャンパ
ス／薬学部 (千葉県船橋市), 2015-03-26. 

83 ポリオキソ酸のナノ構造体形成と電気特性, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、松尾春佳、蔡 徳七、中村 
⼀平、綱島 亮、松本 卓也, ⽇本化学会第 95 春季年会(2015), ⽇本⼤学理⼯学部船橋キャンパ
ス／薬学部 (千葉県船橋市), 2015-03-26. 

84 DNA および DNA 構造体のナノスケール電気伝導, 松本 卓也、平野 義明、⼭⼝ 晴正, 第 11
回バイオオプティクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス(⼤阪府豊中市), 2014-12-06,  招待講
演. 

85 酸素及び CO と吸着したヘモグロビンの物理化学特性の相違, 眞榮平 愛、蔡 徳七、下内 章
⼈、澤野 誠、松本 卓也, 第 11 回バイオオプティクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス(⼤阪府
豊中市), 2014-12-06. 

86 DNA および DNA 構造体のナノスケール電気伝導, 松本 卓也、平野 義明、⼭⼝ 晴正, 第 11
回バイオオプティクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス(⼤阪府豊中市), 2014-12-06,  招待講
演. 

87 ポリオキシメタレート（POM）の電気特性：単⼀分⼦、ナノ構造体から薄膜まで, 松尾 春佳、
岸本 裕幸、⾓⽥ 早 、⼭⼝ 晴正 、蔡 徳七 、綱島 亮 、中村 ⼀平 、松本 卓也, 2014 年度
関⻄薄膜・表⾯物理セミナー, グリーンビレッジ交野(⼤阪府交野市), 2014-11-28. 

88 有機太陽電池薄膜表⾯の局所静ポテンシャル分布, 荒⽊ 健⼈、陣内 ⻘萌、 家 裕隆 、安蘇 芳
雄、松本 卓也, 2014 年度関⻄薄膜・表⾯物理セミナー, グリーンビレッジ交野(⼤阪府交野市), 
2014-11-28. 

89 ポリオキシメタレート（POM）の電気特性：単⼀分⼦、ナノ構造体から薄膜まで, 松尾 春佳、
岸本 裕幸、⾓⽥ 早 、⼭⼝ 晴正 、蔡 徳七 、綱島 亮 、中村 ⼀平 、松本 卓也, 2014 年度
関⻄薄膜・表⾯物理セミナー, グリーンビレッジ交野(⼤阪府交野市), 2014-11-28. 

90 DNA/酸化還元分⼦ネットワークのクローンブロッケード, ⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、
松本 卓也, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス シグマホール(⼤
阪府豊中市), 2014-11-25. 

91 AFM による{Mo154/152}-ring の電気伝導度測定, 松尾 春佳、⾓⽥ 早、岸本 裕幸、蔡 徳七、
綱島 亮、中村 ⼀平、松本 卓也, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャン
パス シグマホール(⼤阪府豊中市), 2014-11-25. 

92 ⾃⼰ドーピングを有する⽔溶性ポリアニリンのナノスケール電気特性, 宇佐美 雄⽣、⼭⼝ 晴
正、岸本 裕幸、蔡 徳七、松本 卓也, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キ
ャンパス シグマホール(⼤阪府豊中市), 2014-11-25. 

93 SAM 修飾電極を⽤いたシトクロム c3 単分⼦の電気伝導測定, ⾓⽥ 早、蔡 徳七、松本 卓也, 
第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス シグマホール(⼤阪府豊中市), 
2014-11-25. 
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94 周波数変調静電気⼒画像による有機薄膜上の局所分極観察, 荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安蘇 芳雄、
松本 卓也, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス シグマホール(⼤
阪府豊中市), 2014-11-25. 

95 {Mo154/152}-ring の超薄膜形成と電気特性, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、中村 ⼀平、綱
島 亮、松本 卓也, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス シグマホ
ール(⼤阪府豊中市), 2014-11-25. 

96 {Mo154/152}-ring の超薄膜形成と電気特性, 岸本 裕幸，⼭⼝ 晴正，蔡 徳七，中村 ⼀平，綱
島 亮，松本 卓也, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス シグマホ
ール(⼤阪府豊中市), 2014-11-25. 

97 パルス伝搬のためのヒント：分⼦シフトレジスタ・分⼦ラチェットのレビュー, 松本 卓也, 新
学術領域第 4 回領域会議, ⼤阪⼤学豊中キャンパス, 2014-11-24. 

98 AFM による単⼀分⼦{Mo154/152}‐ring の電気伝導度測定, 松尾 春佳、⾓⽥ 早、蔡 徳七、
松本 卓也, 第 34 回表⾯科学学術講演会, 島根県⽴産業交流会館（くにびきメッセ）（島根県松
江市), 2014-11-08. 

99 Mo ポリオキソ酸ナノ集合体の電気測定, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、松本 卓也, 第 34
回表⾯科学学術講演会, 島根県⽴産業交流会館（くにびきメッセ）（島根県松江市), 2014-11-
08. 

100 AFM による単⼀分⼦{Mo154/152}‐ring の電気伝導度測定, 松尾 春佳、⾓⽥ 早、蔡 徳七、
松本 卓也, 第 34 回表⾯科学学術講演会, 島根県⽴産業交流会館（くにびきメッセ）（島根県松
江市), 2014-11-08. 

101 Mo ポリオキソ酸ナノ集合体の電気測定, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、松本 卓也, 第 34
回表⾯科学学術講演会, 島根県⽴産業交流会館（くにびきメッセ）（島根県松江市), 2014-11-
08. 

102 Non-linear I-V characteristics of single molecules probed by conductive-AFM, Saki. Sumida, 
Haruka. Matsuo, D.-C. Che, Takuya. Matsumoto, The 7th International Symposium on Surface 
Science(ISSS-7), Shimane Prefectural Convention Center, (Kunibiki Messe) (Matsue, Shimane), 
2014-11-05,  国際共著/国際学会である. 

103 Nano-scale I-V characteristics of redox-active molecules and DNA networks, Harumasa 
Yamaguchi, D.-C. Che, Yoshiaki Hirano, Takuya Matsumoto, The 7th International Symposium 
on Surface Science(ISSS-7), Shimane Prefectural Convention Center, (Kunibiki Messe) (Matsue, 
Shimane), 2014-11-05,  国際共著/国際学会である. 

104 Non-linear I-V characteristics of single molecules probed by conductive-AFM, Saki. Sumida, 
Haruka. Matsuo, D.-C. Che, Takuya. Matsumoto, The 7th International Symposium on Surface 
Science(ISSS-7), Shimane Prefectural Convention Center, (Kunibiki Messe) (Matsue, Shimane), 
2014-11-05. 

105 Nano-scale I-V characteristics of redox-active molecules and DNA networks, Harumasa 
Yamaguchi, D.-C. Che, Yoshiaki Hirano, Takuya Matsumoto, The 7th International Symposium 
on Surface Science(ISSS-7), Shimane Prefectural Convention Center, (Kunibiki Messe) (Matsue, 
Shimane), 2014-11-05. 

106 DNA 分⼦ネットワークの電気伝導特性, ⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、松本 卓也, ⽇本化
学会秋季事業ー第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014, タワーホール船堀(東京都江⼾川区), 2014-10-
16. 
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107 DNA 分⼦ネットワークの電気伝導特性, ⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、松本 卓也, ⽇本化
学会秋季事業 第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014, タワーホール船堀(東京都江⼾川区), 2014-10-16. 

108 Stochastic Resonance in Electric Conduction through Nano-scale Molecular Network, Yoshiaki 
Hirano, Takuya Matsumoto, 16th International Conference on Thin Films, Libertas Rixos Hotel 
Dubrovnik (Croatia Dubrovnik), 2014-10-13,  国際共著/国際学会である. 

109 Stochastic Resonance in Electric Conduction through Nano-scale Molecular Network, Yoshiaki 
Hirano, Takuya Matsumoto, 16th International Conference on Thin Films, Libertas Rixos Hotel 
Dubrovnik (Croatia Dubrovnik), 2014-10-13. 

110 Stochastic Signal Enhancement in DNA Nanostructures, Takuya Matsumoto, Seminar Material 
Metallurgy, Indonesia Institute of sciences (LIPI) (Tangerang Selatan, Indonesia), 2014-10-02,  
国際共著/国際学会である / 招待講演. 

111 Stochastic Signal Enhancement in DNA Nanostructures, Takuya Matsumoto, Seminar Material 
Metallurgy, Indonesia Institute of sciences (LIPI) (Tangerang Selatan, Indonesia), 2014-10-02,  
招待講演. 

112 Stochastic signal enhancement in nanoscale molecular networks, Takuya Matsumoto, The 
Materials Research Society of Indonesia (MRS-Id) Meeting 2014, ASTON HOTEL DENPASAR, 
(Denpasar Bali, Indonesia), 2014-09-28,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

113 Stochastic signal enhancement in nanoscale molecular networks, Takuya Matsumoto, The 
Materials Research Society of Indonesia (MRS-Id) Meeting 2014, ASTON HOTEL DENPASAR, 
(Denpasar Bali, Indonesia), 2014-09-28,  招待講演. 

114 SAM 修飾電極を⽤いたシトクロム c3 単分⼦の電気伝導測定, ⾓⽥ 早、蔡 徳七、鈴⽊ 雅
之、樋⼝ 芳樹、松本 卓也, 第 8 回分⼦科学討論会 2014, 広島⼤学 東広島キャンパス (広島県
東広島市), 2014-09-24. 

115 SAM 修飾電極を⽤いたシトクロム c3 単分⼦の電気伝導測定, ⾓⽥ 早、蔡 徳七、鈴⽊ 雅
之、樋⼝ 芳樹、松本 卓也, 第 8 回分⼦科学討論会 2014, 広島⼤学 東広島キャンパス (広島県
東広島市), 2014-09-24. 

116 シトクロム c/DNA のクーロンブロッケード挙動, ⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、松本 卓
也, 第 8 回分⼦科学討論会 2014, 広島⼤学 東広島キャンパス (広島県東広島市), 2014-09-22. 

117 シトクロム c/DNA のクーロンブロッケード挙動, ⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、松本 卓
也, 第 8 回分⼦科学討論会 2014, 広島⼤学 東広島キャンパス (広島県東広島市), 2014-09-22. 

118 SAM 修飾電極を⽤いたシトクロム c3 単分⼦の電気伝導測定, ⾓⽥ 早、蔡 徳七、鈴⽊ 雅
之、樋⼝ 芳樹、松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャンパ
ス(北海道札幌市), 2014-09-18. 

119 シトクロム c /異種 DNA のクーロンブロッケード挙動, ⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、松本 
卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャンパス(北海道札幌市), 
2014-09-18. 

120 ⾃⼰ドーピングを有する⽔溶性ポリアニリンのナノスケール電気特性, 宇佐美 雄⽣⼭⼝ 晴正、
岸本 裕幸、蔡 徳七、松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャ
ンパス(北海道札幌市), 2014-09-18. 

121 酸素及び CO と吸着したヘモグロビンの物理化学特性の相違, 眞榮平 愛、蔡 徳七、下内 章
⼈、澤野 誠、松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャンパス
(北海道札幌市), 2014-09-18. 
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122 SAM 修飾電極を⽤いたシトクロム c3 単分⼦の電気伝導測定, ⾓⽥ 早、蔡 徳七、鈴⽊ 雅
之、樋⼝ 芳樹、松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャンパ
ス(北海道札幌市), 2014-09-18. 

123 シトクロム c /異種 DNA のクーロンブロッケード挙動, ⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、松本 
卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャンパス(北海道札幌市), 
2014-09-18. 

124 ⾃⼰ドーピングを有する⽔溶性ポリアニリンのナノスケール電気特性, 宇佐美 雄⽣、⼭⼝ 晴
正、岸本 裕幸、蔡 徳七、松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌
キャンパス(北海道札幌市), 2014-09-18. 

125 {Mo154/152}-ring の超薄膜形成と電気特性, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、中村 ⼀平、綱
島 亮、松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャンパス(北海道
札幌市), 2014-09-17. 

126 AFM による{Mo154/152}-ring の電気伝導度測定, 松尾 春佳、⾓⽥ 早、岸本 裕幸、蔡 徳七、
綱島 亮、中村 ⼀平、松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャ
ンパス(北海道札幌市), 2014-09-17. 

127 周波数変調静電気⼒画像による有機薄膜上の電荷分布観察, 荒⽊ 健⼈、家 裕隆、安蘇 芳雄、
松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャンパス(北海道札幌市), 
2014-09-17. 

128 {Mo154/152}-ring の超薄膜形成と電気特性, 岸本 裕幸、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、中村 ⼀平、綱
島 亮、松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャンパス(北海道
札幌市), 2014-09-17. 

129 AFM による{Mo154/152}-ring の電気伝導度測定, 松尾 春佳、⾓⽥ 早、岸本 裕幸、蔡 徳七、
綱島 亮、中村 ⼀平、松本 卓也, 第 75 回 応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャ
ンパス(北海道札幌市), 2014-09-17. 

130 Stochastic Resonance in Molecular Network Systems, Takuya Matsumoto, The 2014 
International Symposium on Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA 2014), KKL Luzern 
(Luzern, Switzerland), 2014-09-15,  招待講演. 

131 Stochastic Resonance in Molecular Network Systems, Takuya Matsumoto, The 2014 
International Symposium on Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA 2014), KKL Luzern 
(Luzern, Switzerland), 2014-09-15,  招待講演. 

132 分⼦ネットワークを⽤いた確率共鳴, 松本 卓也, 新学術領域研究第三回領域会議, 天童温泉
「滝の湯」 (⼭形県天童市), 2014-06-13. 

133 単⼀シトクロム C3 およびシトクロム C3/DNA ネットワークの電気伝導, ⾓⽥ 早、⼭⼝ 晴
正、蔡 徳七、松本 卓也, 新学術領域研究第三回領域会議, 天童温泉「滝の湯」 (⼭形県天童
市), 2014-06-12. 

134 巨⼤分⼦の酸化還元ネットワークを⽤いた確率増幅デバイス 特別企画公演 単⼀分⼦電⼦伝導
とノイズ、揺らぎ〜脳型電⼦素⼦への道, 松本 卓也, ⽇本化学会第 94 春季年会(2014), 名古屋
⼤学 東⼭キャンパス (愛知県名古屋市), 2014-03-30,  招待講演. 

135 ＡＦＭによるシトクロム c3 分⼦の電気伝導測定, ⾓⽥ 早、蔡 徳七、松本 卓也, ⽇本化学会第
94 春季年会(2014), 名古屋⼤学 東⼭キャンパス (愛知県名古屋市), 2014-03-28. 

136 シトクロム c3 ネットワークの電気特性, ⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、松本 卓也, ⽇本化
学会第 94 春季年会(2014), 名古屋⼤学 東⼭キャンパス (愛知県名古屋市), 2014-03-28. 
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137 分⼦スケールエレクトロニクスの新展開, 松本 卓也, ⽇本真空学会関⻄⽀部平成２６年度第⼀
回講演会, 島津製作所関⻄⽀社マルチホール（⼤阪府⼤阪市）, 2014-01-20,  招待講演. 

138 Stochastic Resonance in a Molecular Redox Circuit, Takuya Matsumoto, International 
Conference on Small Science (ICSS 2013), The Red Rock Casino Resort and Spa, (Las Vegas 
Nevada, USA.), 2013-12-17,  招待講演. 

139 電⼦移動タンパク質の電気伝導：単⼀分⼦からネットワークへ, ⾓⽥ 早、⼭⼝ 晴正、平野 義
明、蔡 徳七、松本 卓也, 関⻄薄膜表⾯物理セミナー, グリーンビレッジ交野（⼤阪府交野
市）, 2013-11-29. 

140 Stochastic Resonance in Cytochrome c Redox Circuit, Yoshiaki Hirano, Yugi Segawa, Tomoji 
Kawai, Takuya Matsumoto, 12th International Conference on Atomically Controlled Surfaces, 
Interfaces and Nanostructures & 21st International Colloquium on Scanning Probe Microscopy, 
Tsukuba International Congress Center, (Tsukuba, Japan), 2013-11-07. 

141 分⼦を⽤いた酸化還元ネットワークにおける確率共鳴現象, 松本 卓也, 第３回分⼦アーキテク
トニクス研究会, ⼤阪市中央公会堂３F ⼩集会室(⼤阪市), 2013-10-01. 

142 AFM によるシトクロム c3 分⼦の電気伝導度測定, ⾓⽥ 早、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、
鈴⽊ 雅之、樋⼝ 芳樹、松本 卓也, 第 7 回分⼦科学討論会 2013 京都, 京都テルサ（京都府京都
市）, 2013-09-27. 

143 シトクロム c3 ネットワークの電気特性, ⼭⼝ 晴正、⾓⽥ 早、蔡 徳七、平野 義明、鈴⽊ 雅
之、樋⼝ 芳樹、松本 卓也, 第 7 回分⼦科学討論会 2013 京都, 京都テルサ（京都府京都市）, 
2013-09-25. 

144 AFM によるシトクロム c3 分⼦の電気伝導度測定, ⾓⽥ 早、⼭⼝ 晴正、蔡 徳七、平野 義明、
鈴⽊ 雅之、樋⼝ 芳樹、松本 卓也, 第 74 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 同志社⼤学京⽥辺キ
ャンパス（京都府京⽥辺市）, 2013-09-16. 

145 シトクロム c3 ネットワークの電気特性, ⼭⼝ 晴正、⾓⽥ 早、蔡 徳七、平野 義明、鈴⽊ 雅
之、樋⼝ 芳樹、松本 卓也, 第 74 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 同志社⼤学京⽥辺キャンパ
ス（京都府京⽥辺市）, 2013-09-16. 

146 Stochastic Resonance in a Molecular Redox Circuit, Takuya Matsumoto, International 
Conference on Nanoenergy: Theory and Applications (Nanoenergy 2013), the Hotel 
Gi&ograve(Perugia, Italy), 2013-07-12. 

 

A04 浅井哲グループ 
1 ニューラルネットワーク集積回路概論, 浅井 哲也, 「NEDO IoT 推進のための横断技術開発プ

ロジェクト」第 1 回⼈材育成スクール, AIST, Tsukuba, Japan, 2017-04-24,  招待講演. 
2 浅井 哲也, ニューラルネットワーク集積回路の概要 〜歴史と流派、近年の動向と可能性のある

未来〜, 超精密加⼯専⾨委員会第 70 回研究会, Mielparque Osaka, Osaka, Japan, 2016-12-16,  
招待講演. 

3 Cognitive motion processing in imager/neural processor 3D stacked systems, Asai T., 2016 
HU/SNU Joint Symposium / International Workshop on New Frontiers in Convergence Science 
and Technology, Hokkaido University, Sapporo, Japan, 2016-11-24,  国際共著/国際学会である 
/ 招待講演. 

4 Cognitive motion processing in imager/neural processor 3D stacked systems, Asai T., Ikebe M., 
and Motomura M., The 5th Japan-Korea Joint Workshop on Complex Communication Sciences, 
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Pukyong National University, Busan, Korea, 2016-10-20,  国際共著/国際学会である / 招待講
演. 

5 学習型ハードウェアとその応⽤・発展の展望,, 浅井 哲也, 第 9 回 IEICE 情報ネットワーク科学
研究会, Tokyo Metropolitan University, Tokyo, Japan, 2016-05-27,  招待講演. 

6 Machine learning systems on FPGA/VLSI and their potential applications, Asai T., CiNet Friday 
Seminar, NICT, Suita, Japan, 2015-11-27,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

7 ニューロチップ概要 〜歴史と流派、現在の動向と可能性のある未来〜, 浅井 哲也, STARC ア
ドバンストセミナー ニューロチップ 1〜概要／回路アーキテクチャ〜, 川崎市産業振興会館, 
2015-11-06,  招待講演. 

8 FPGA と⼈⼯ニューラルネット, 浅井 哲也, 第 25 回 ⽇本神経回路学会 全国⼤会 企画シンポ
ジウム〜⾼性能計算技術が加速する脳神経回路シミュレーション〜, 電気通信⼤学, 2015-09-02,  
招待講演. 

9 Emerging computation on single electron circuits and devices, Oya T. and Asai T., The 3rd 
Bilateral Italy-Japan Seminar of Silicon Nanoelectronics for Advanced Applications, Campus 
Plaza Kyoto, Kyoto, Japan, 2015-06-17,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

10 Emerging computation on single electron circuits and devices, Oya T. and Asai T., The 3rd 
Bilateral Italy-Japan Seminar of Silicon Nanoelectronics for Advanced Applications, Campus 
Plaza Kyoto, Kyoto, Japan, 2015-06-17,  招待講演. 

11 機械学習のデジタル実装と応⽤, 浅井 哲也, 東北⼤学電気通信研究所 ブレインウェア⼯学研究
会, 東北⼤学, 2015-04-28,  招待講演. 

12 機械学習のデジタル実装と応⽤, 浅井 哲也, 東北⼤学電気通信研究所 ブレインウェア⼯学研究
会, Tohoku University, Sendai, Japan, 2015-04-28,  招待講演. 

13 A Memristor ---the Fourth Fundamental Circuit Element--- and its Application to 
Unconventional Computation,, Asai. T, The 6th IEEE International Nanoelectronics Conference 
2014, Hokkaido University, Sapporo, Japan,  招待講演. 

14 Molecular neuromorphic learning systems consisting of synaptic devices on high-conductive 
polypyrrole films, Akai-kasaya M., Tuan D.N., Asai T., Yamamoto S., Saito A., and Kuwahara Y., 
CMOS Emerging Technologies Research 2014 Symposium, MINATEC, Grenoble, France,  招待
講演. 

15 Asynchronous digital circuits based on stochastic resonance for coarse-graind/low-voltage 
devices, Gonzalez-Carabarin L. and Asai T., CMOS Emerging Technologies Research 2014 
Symposium, MINATEC, Grenoble, France,  招待講演. 

16 Trends in neuromorphic enginnering towards nanoelectronic brain machines, Asai T., The 10th 
International Nanotechnology Conference on Communication and Cooperation, NIST, 
Maryland, USA,  招待講演. 

17 ERD 動向と ERD のための Emerging アーキテクチャ, 浅井 哲也, 2013 年度 STRJ ワークショ
ップ, コクヨホール, 東京,  招待講演. 

18 セルオートマトンの集積回路化とその技術動向, 浅井 哲也, 明治⼤学先端数理科学インスティ
テュート現象数理学研究拠点研究集会「セルオートマトンが拓く現象数理学」, Meiji 
University, Tokyo, Japan, 2014-12-04 ‒ 2014-12-05,  招待講演. 
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19 A Memristor ---the Fourth Fundamental Circuit Element--- and its Application to 
Unconventional Computation, Asai T., The 6th IEEE International Nanoelectronics Conference 
2014, Hokkaido University, Sapporo, Japan, 2014-07-28 ‒ 2014-07-31,  招待講演. 

20 Molecular neuromorphic learning systems consisting of synaptic devices on high-conductive 
polypyrrole films, Akai-Kasaya M., Tuan D.N., Asai T., Yamamoto S., Saito A., and Kuwahara Y., 
CMOS Emerging Technologies Research 2014 Symposium, MINATEC, Grenoble, France, 2014-
07-07 ‒ 2014-07-08,  招待講演. 

21 Asynchronous digital circuits based on stochastic resonance for coarse-grained/low-voltage 
devices, Gonzalez-Carabarin L. and Asai T., CMOS Emerging Technologies Research 2014 
Symposium, MINATEC, Grenoble, France, 2014-07-07 ‒ 2014-07-08,  招待講演. 

22 Trends in neuromorphic enginnering towards nanoelectronic brain machines, Asai T., The 10th 
International Nanotechnology Conference on Communication and Cooperation, NIST, 
Maryland, U.S.A., 2014-05-13 ‒ 2014-05-16,  招待講演. 

23 Noise-driven computing for CMOS and coarse-grained devices, Asai T., Open seminar at Faculty 
of Information Technology and Bionics, Pazmany Peter Catholic University, Pazmany Peter 
Catholic University, Budapest, Hungary,  招待講演. 

24 反応拡散系を模する半導体デバイスとその応⽤, 浅井 哲也, The 2nd German-Japanese 
Workshop on Nonlinear Sciences and KANSEI-Informatics（研究集会：⾮線形科学の基礎から
新しい情報科学・感性科学 の構築へむけて）, Hotel Centcore Yamaguchi,  招待講演. 
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公募班 

A01 ⽥代グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 Anthracene-based Disilver-macrocycle: Photochemical Oxidation of its Framework to Regulate 

Guest Binding Behaviors, Kenichiro Omoto, Shohei Tashiro, Mitsuhiko Shionoya, ⽇本化学会第
96 春季年会, 同志社⼤学・京都府京⽥辺市, 2016-03-24. 

2 Dinuclear-Ag(I)-macrocycle: Recognition of ditopic aromatic molecules through multipoint Ag-π 
interactions, Kenichiro Omoto, Shohei Tashiro, Masumi Kuritani, Mitsuhiko Shionoya, 
PACIFICHEM 2015, Honolulu, 2015-12-15,  国際共著/国際学会である. 

3 ナノリング分⼦からなる超分⼦ナノファイバーの電気伝導性評価に向けて, ⽥代 省平・殷 翔・
佐々⽊ 健太郎・塩⾕ 光彦・葛⻄ 誠也, 第 6 回 分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学・京
都府京都市, 2015-10-23 

4 多環芳⾹族⾻格を有するメタロシクロファン：ゲスト活性化を指向した内壁の光化学的酸化, 尾
本 賢⼀郎・⽥代 省平・塩⾕ 光彦, 第 26 回 基礎有機化学討論会, 愛媛⼤学/松⼭⼤学・愛媛県
松⼭市, 2015-09-24. 

5 ⼤環状⽩⾦⼆核錯体の⾃⼰積層による⽩⾦内包⼀次元集合体の構築, 鎌塚達也、⽥代省平、栗⾕
真澄、塩⾕光彦, ⽇本化学会第 95 春季年会, ⽇本⼤学（千葉県・船橋市）, 2015-03-26. 

6 柔軟な分⼦電線を指向した環積層型超分⼦メタロナノチューブの構築, ⽥代省平、栗⾕真澄、鎌
塚達也、塩⾕光彦, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学（⼤阪府・豊中市）, 2014-
11-25. 

7 ⼤環状⾦属錯体の積層による⾦属内包型⼀次元集合体の構築, 鎌塚達也、⽥代省平、栗⾕真澄、
塩⾕光彦, 錯体化学会第 64 回討論会, 中央⼤学（東京都・⽂京区）, 2014-09-18. 

 

A01 ⻄原グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 界⾯配位プログラミングによる⼀次元・⼆次元錯体の創製, ⻄原 寛, 電気化学および境界領域

の深化-⾕⼝功学⻑退任記念講演会, 熊本⼤学（熊本県熊本市）,  招待講演. 
2 界⾯配位プログラミングによる錯体ワイヤ・ナノシートの創製, ⻄原 寛, 元素ブロック⾼分⼦

材料の創出 第 6 回公開シンポジウム, メルパルク京都（京都府京都市）,  招待講演. 
3 新しい⼆次元物質、⾦属錯体ナノシート CONASH の創製と応⽤, ⻄原 寛, 「時代を刷新する

会」新エネルギー委員会, 衆議院第⼀議員会館（東京都千代⽥区）,  招待講演. 
4 界⾯配位プログラミングによる錯体ワイヤ・ナノシートの創製, ⻄原 寛, 早稲⽥⼤学講演会, 

早稲⽥⼤学⻄早稲⽥キャンパス（東京都新宿区）,  招待講演. 
5 配位プログラミングによる電⼦・光機能分⼦システムの創製, ⻄原 寛, 錯体化学会第 65 回討論

会, 奈良⼥⼦⼤学（奈良県奈良市）,  招待講演. 
6 配位プログラミングによる⼀次元・⼆次元錯体の創製, ⻄原 寛, 宮野プロジェクト 2015 年度シ

ンポジウム, ⻘⼭学院⼤学相模原キャンパス（神奈川県相模原市）,  招待講演. 
7 光機能性ビスジピリナト⾦属錯体ナノシートの創製, 星⼦健, 坂本良太, ⼋⽊俊樹, 永⼭達⼤, 

⻄原寛, 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015 化学⼈材交流フォーラム, タワーホール船堀（東京都江
⼾川区）. 

8 界⾯配位プログラミングによる⼀次元・⼆次元錯体の創製, ⻄原 寛, 錯体化学若⼿の会, 早稲
⽥⼤学⻄早稲⽥キャンパス（東京都新宿区）,  招待講演. 

9 2D Amino-based pi-conjugated Nickel Complex Nanosheets, Eunice Phua, Ryota Sakamoto, 
Hiroshi Nishihara, The 16th International Conference on the Science and Application of 
Nanotubes (NT15), 名古屋⼤学（愛知県名古屋市）,  国際共著/国際学会である. 

10 Bottom-up fabrication of bis(dipyrrinato)zinc(II) complex nanosheet, Ken Hoshiko, Ryota 
Sakamoto, Toshiki Yagi, Tatsuhiro Nagayama, Hiroshi Nishihara, 5th Asian Conference on 
Coordination Chemistry, Hong Kong, China,  国際共著/国際学会である. 
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11 Coordinagion Programming of 1D and 2D Molecular Networks, Hiroshi Nishihara, ACCC5, 
Hong Kong, China,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

12 Interfacially Synthesized Electrically Conducting Palladium-Bis(dithiolene) Complex Nanosheet, 
Tigmansu Pal, Tetsuya Kambe, Ryota Sakamoto, Hiroshi Nishihara, International Workshop on 
Molecular Architectonics (IWMA), 知床グランドホテル（北海道斜⾥郡）,  国際共著/国際学会
である. 

13 Coordinagion Programming of 2D Molecular Networks, Hiroshi Nishihara, Golden Jubilee 
Chemistry Conference (GJCC), Singapore, Singapore,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

14 A photofunctional one-dimensional coordination polymer featuring bis(dipyrrinato)zinc(II) 
complex motif, Ryota Matsuoka, Ryota Sakamoto, Hiroshi Nishihara, Pacifichem 2015, Honolulu, 
Hawaii, United States,  国際共著/国際学会である. 

15 Coordinagion Programming of 2D Molecular Networks, Hiroshi Nishihara, Golden Jubilee 
Chemistry Conference, Singapore, 2015-08-07,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

16 Interfacially Synthesized Electrically Conducting Palladium-Bis(dithiolene) Complex Nanosheet, 
Tigmansu Pal, Tetsuya Kambe, Ryota Sakamoto, Hiroshi Nishihara, International Workshop on 
Molecular Architectonics (IWMA) 2015, Shiretoko, Japan, 2015-08-05,  国際共著/国際学会であ
る. 

17 低次元⾦属錯体分⼦ネットワークの配位プログラミングと電⼦・光機能, ⻄原寛, 福井⼤学講演
会, 福井⼤学（福井・福井）, 2015-07-30,  招待講演. 

18 Coordinagion Programming of 1D and 2D Molecular Networks, Hiroshi Nishihara, 5th Asian 
Conference on Coordination Chemistry, Hong Kong、China, 2015-07-14,  国際共著/国際学会
である / 招待講演. 

19 界⾯配位プログラミングによる錯体ワイヤ・ナノシートの創製, ⻄原寛, 早稲⽥⼤学講演会, 早
稲⽥⼤学（東京・早稲⽥）, 2015-07-10,  招待講演. 

20 新しい⼆次元物質、⾦属錯体ナノシート CONASH の創製と応⽤, ⻄原寛, 「時代を刷新する
会」新エネルギー委員会, 衆議院第⼀議員会館（東京・永⽥町）, 2015-07-07,  招待講演. 

21 界⾯配位プログラミングによる錯体ワイヤ・ナノシートの創製, ⻄原寛, 元素ブロック⾼分⼦材
料の創出 第６回公開シンポジウム, メルパルク京都（京都・京都）, 2015-07-02,  招待講演. 

22 Bottom-up fabrication of bis(dipyrrinato)zinc(II) complex nanosheet, Ken Hoshiko, Ryota 
Sakamoto, Toshiki Yagi, Tatsuhiro Nagayama, Hiroshi Nishihara, 5th Asian Conference on 
Coordination Chemistry, Hong Kong, China, 2015-06-30,  国際共著/国際学会である. 

23 2D Amino-based pi-conjugated Nickel Complex Nanosheets, Eunice Phua, Ryota Sakamoto, 
Hiroshi Nishihara, The 16th International Conference on the Science and Application of 
Nanotubes, Nagoya, Japan, 2015-06-29,  国際共著/国際学会である. 

24 界⾯配位プログラミングによる⼀次元・⼆次元錯体の創製, ⻄原寛, 電気化学および境界領域の
深化-⾕⼝功学⻑退任記念講演会-, 熊本⼤学（熊本・⿊髪）, 2015-04-30,  招待講演. 

25 Interfacial synthesis of electrochromic bis(teryridine)metal complex nanosheets, Kenji Takada, 
Ryota Sakamoto, Hiroshi Nishihara, ⽇本化学会第 95 春季年会, ⽇本⼤学理⼯学部（千葉・船
橋）, 2015-03-26. 

26 Two Dimensional Amino-based p-conjugated Nickel Complex Nanosheets, Eunice Phua, Hiroshi 
Nishihara, ⽂部科学省科学研究費補助⾦新学術領域 分⼦アーキテクトニクス第５回領域全体会
議, 千葉⼤学（千葉・⻄千葉）, 2015-03-23. 

27 Coordination Programming of Metal Complex Pi - Nanosheets, Hiroshi Nishihara, 13th Eurasia 
Conference on Chemical Sciences, Bangalore, India, 2014-12-16,  国際共著/国際学会である / 
招待講演. 
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28 アミン中⼼を持つジピリナト⾦属錯体ナノシートの創製, 永⼭達⼤, 星⼦健, LIU, Qian, 坂本良
太, ⻄原寛, ⽇本化学会秋季事業 第 4 回 CSJ 化学フェスタ, タワーホール船堀（東京・船堀）, 
2014-10-14. 

29 機能性「ボトムアップ型」⾦属錯体ナノシート・ナノワイヤ, 坂本良太, 永⼭達⼤, 豊⽥良順, 
⻄原寛, 錯体化学第 64 回討論会, 中央⼤学（東京・後楽園）, 2014-09-19. 

30 Development of Coordination Compounds Immobilized on Carbon for Potential Electronic and 
Energy Storage Materials, Kuo-Hui Wu, Ryota Sakamoto, Hiroshi Nishihara, 錯体化学第 64 回討
論会, 中央⼤学（東京・後楽園）, 2014-09-18. 

31 Coordination Programming of Metal Complex Nanosheets, Hiroshi Nishihara, 2nd Japan-UK 
Joint Symposium on Coordination Chemistry, Tokyo, Japan, 2014-09-18,  国際共著/国際学会で
ある / 招待講演. 

32 Synthesis of metal complex pi-nanosheets and their redox and electronic properties, Hiroshi 
Nishihara, ACS National Fall Meeting San Francisco, San Francisco, United States, 2014-08-14,  
国際共著/国際学会である / 招待講演. 

33 Electrochromic Bis(Terpyridine) Metal Complex Nanosheets, Kenji Takada, Shi Ting Yi, Ryota 
Sakamoto, Shunsuke Katagiri, Tetsuya Kambe, Hiroshi Nishihara, 41st International Conference 
on Coordination Chemistry, Singapore, 2014-07-21,  国際共著/国際学会である. 

34 Two Dimensional Highly Pi-conjugated Coordination Nanosheets, Eunice Phua, Tetsuya Kambe, 
Ryota Sakamoto, Hiroshi Nishihara, 41st International Conference on Coordination Chemistry, 
Singapore, 2014-07-21,  国際共著/国際学会である. 

35 Interfacial Coordination Programming of Functional Molecular Networks, Hiroshi Nishihara, 
41st International Conference on Coordination Chemistry, Singapore, 2014-07-21,  国際共著/
国際学会である / 招待講演. 

36 Synthesis of Multinuclear Metalladithiolene Complexes and Nanosheets and Their Electronic 
Properties, Hiroshi Nishihara, The XXVI International Conference on Organometallic Chemistry, 
Sapporo, Japan, 2014-07-15,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

37 Interfacial Synthesis of Electro-functional Metal Complex Nanosheets, Hiroshi Nishihara, 
Collaborative Conference on 3D & Materials Research 2014, Seoul, South Korea, 2014-06-24,  
国際共著/国際学会である / 招待講演. 

38 Redox Chemistry and Electronic Conductivity of Metal Complex π-Nanowires and Nanosheets, 
Hiroshi Nishihara, The 7th German-Italian-Japanese Meeting of Electrochemists, Padova, Italy, 
2014-06-15,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

39 Metal Complex Networks for Energy Storage Materials, Wu Kuo-Hui, Ryota Sakamoto, Hiroshi 
Nishihara, 新学術領域「分⼦アーキテクトニクス」第 3 回領域会議, 「滝の湯」コンベンショ
ンホール（⼭形・天童）, 2014-06-13. 

40 液液界⾯を⽤いた⼀次元⾦属錯体ポリマーの整列合成, 松岡亮太, 坂本良太, ⻄原寛, 新学術領
域「分⼦アーキテクトニクス」第 3 回領域会議, 「滝の湯」コンベンションホール（⼭形・天
童）, 2014-06-13. 

41 Pd 触媒を⽤いた⽔素終端化 Si(100)表⾯のアリール化, ⼩林徹⼤, ⼭野井慶徳, ⻄原寛, 新学術
領域「分⼦アーキテクトニクス」第 3 回領域会議, 「滝の湯」コンベンションホール（⼭形・
天童）, 2014-06-13. 

42 ⽔素終端化シリコン電極上における⾦属錯体ワイヤの構築と電⼦輸送挙動, 前⽥啓明, ⼭野井慶
徳, ⻄原寛, 新学術領域「分⼦アーキテクトニクス」第 3 回領域会議, 「滝の湯」コンベンショ
ンホール（⼭形・天童）, 2014-06-13. 

43 ⾦属錯体 π ナノシートの界⾯創製と物性, 坂本良太, ⻄原寛, 新学術領域「分⼦アーキテクト
ニクス」第 3 回領域会議, 「滝の湯」コンベンションホール（⼭形・天童）, 2014-06-13. 
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44 Interfacial Synthesis of Redox-active Metal Complex Nanosheets, Hiroshi Nishihara, 
International Symposium on Synthetic Two-Dimensional Polymers, Zurich, Switzerland, 2014-
06-02,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

 

A01 ⼭下（アルブレヒト）グループ（H26〜H27） 
1 Potential Distribution Design of Dendritic Structures and Applications in Materials Chemistry, 

Ken Albrecht, 96th CSJ Annual Meeting Asian International Symposium -Advanced 
Nanotechnology-, Doshisha University, 2016-03-25,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

2 直鎖カルバゾールオリゴマー単分⼦接合の電流電圧特性, 美濃出 圭悟, アルブレヒト 建, 波多 
健太郎, 下店 隆史, ⼤⼾ 達彦, ⼭⽥ 亮, ⼭元 公寿, 夛⽥ 博⼀, 第 63 回応⽤物理学会春期学術
講演会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス, 2016-03-21. 

3 Programming the potential gradient of phenylazomethine dendrimer, Ken Albrecht, Kimihisa 
Yamamoto, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015, Hawaii 
convention center, Honolulu, Hawaii, USA, 2015-12-17,  国際共著/国際学会である. 

4 Thermally Activated Delayed Fluorescence Carbazole Dendrimers, Ken Albrecht, Kenichi 
Matsuoka, Akira Nakayama, Katsuhiko Fujita, Kimihisa Yamamoto, Pacific Polymer Conference 
14, Grand Hyatt Resort and Spa Kauai, Hawaii USA, 2015-12-11,  国際共著/国際学会である. 

5 樹状⾼分⼦を⽤いた塗布型熱活性化遅延蛍光材料, アルブレヒト建, 松岡健⼀, 中⼭哲, 藤⽥克
彦, ⼭元公寿, 第 6 回 分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学桂キャンパス ローム記念館, 
2015-10-23. 

6 Development of a dendritic structure with potential gradient:outer-layer electron-rich 
phenylazomethine dendrimer, Ken Albrecht, Kimihisa Yamamoto, International Workshop on 
Molecular Architectonics, Shiretoko Grand Hotel ""Kita-Kobushi"", Shiretoko, Japan, 2015-08-05,  
国際共著/国際学会である. 

7 剛直樹状⾼分⼦のポテンシャルプログラミングと応⽤展開, アルブレヒト建, ⾼分⼦研究発表会
(神⼾), 兵庫県⺠会館, 2015-07-17. 

8 ドナー・アクセプター交互連結型デンドリマーの創製, ⽐嘉琢哉, アルブレヒト建, ⼭元公寿, 
⽇本化学会第 95 春季年会, ⽇本⼤学 船橋キャンパス, 2015-03-26. 

9 逆ポテンシャル勾配を有するフェニルアゾメチンデンドリマーの創製, アルブレヒト建, ⼭元公
寿, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス, 2014-11-25. 

10 Donor-Acceptor を繰り返し単位とする新規デンドリマーの創製, ⽐嘉琢哉, アルブレヒト建, ⼭
元公寿, 第 4 回 CSJ 化学フェスタ, タワーホール船堀, 2014-10-16. 

11 アクセプター部位を有するカルバゾールデンドリマーの合成と物性, アルブレヒト建, 松岡健⼀, 
藤⽥克彦, ⼭元公寿, 第 75 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学 札幌キャンパス, 2014-
09-19. 

12 ドナー・アクセプターを繰り返し単位とした新規樹状⾼分⼦の創製, ⽐嘉琢哉, アルブレヒト建, 
⼭元公寿, 第 63 回⾼分⼦学会年次⼤会, 名古屋国際会議場, 2014-05-30. 

13 アクセプター部位を有するポテンシャル勾配型樹状⾼分⼦の創製, アルブレヒト 建, ⼭元 公寿, 
第 63 回⾼分⼦年次⼤会, 名古屋国際会議場, 2014-05-28. 

 

A01 松下グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 Current-Induced Mutual Structural & Conductivity Change along Orthogonal Crystal Axes in an 

Ion-Radical Salt of Cyclophane-Type Donor, Michio M. Matsushita, アジア国際シンポジウム 
有機結晶部⾨, 慶応義塾⼤学⽇吉キャンパス, 2017-03-17, 国際共著/国際学会である / 招待講
演. 
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2 “ラチェット波“によるイオン電流駆動の検討, 松下未知雄、⼩⾼真慧、阿波賀邦夫, 分⼦アーキ
テクトニクス研究会, 九州⼤学筑紫キャンパス 筑紫ホール, 2016-10-21. 

 

A01 寺尾グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 Synthesis of Functionalized Conductive Wires, Jun Terao, ICCMSE 2016, Athens, Greece, 2016-

03-17,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 
2 Syntheses and Physical Properties of Functionalized Insulated Molecular Wires, Jun Terao, 

PACIFICHEM 2015, Hawaii, USA, 2015-12-15,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 
3 機能性分⼦ワイヤの合成と分⼦素⼦への応⽤, 寺尾潤, 第 25 回⽇本 MRS 年次⼤会, 横浜, 2015-

12-08,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 
4 Functionalized Insulated Molecular Wires for Molecular Electronics, Jun Terao, 2015 

International Conference on Solid State Devices and Materials (SSDM2015), Sapporo, Japan, 
2015-09-27,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

5 Synthesis of Insulated Molecular Wires with High Charge Mobility directed toward Molecular 
Electronics, Jun Terao, International Symposium for Advanced Materials Resarch (ISAMR 2015), 
Sun Moon Lake, Taiwan, 2015-08-16,  招待講演. 

6 Synthesis of Insulated Molecular Wire and its Application to Molecular Electronics, Jun Terao, 
Akihisa Wadahama, Akitoshi Matono, Hiroshi Masai, Kyohei Homma, Tetsuaki Fujihara, Yasushi 
Tsuji, 7th Advanced Materials & Nanotechnology, Nelson, New Zealand, 2015-02-08 ‒ 2015-02-
12. 

7 ⾼分⼦鎖の柔硬変換による⾼電荷輸送特性の発現, 寺尾潤, 柔らかな分⼦系第 7 回ワークショッ
プ, 分⼦科学研究所, 2014-12-12,  招待講演. 

8 クロスカップリング反応を鍵とする機能性分⼦ワイヤの合成と分⼦配線法の開発, 寺尾潤, 第 83
回⾼分⼦若⼿研究会関⻄, 甲南⼤学, 2014-11-30,  招待講演. 

9 Synthesis of Functionalized Insulated Molecular Wires with High Charge Mobility, Jun Terao, 
Hiroshi Masai, Akitoshi Matono, Tetsuaki Fujihara, Yasushi Tsuji, 9th International Symposium 
on Integrated Synthesis, Hyogo, 2014-11-14 ‒ 2014-11-15. 

10 Synthesis of Functionalized Insulated Molecular Wires, Jun Terao, The 1st Korea & Japan 
Bilateral Workshop on Functional Materials Science - Thermoelectrics, Spintronics Low-
dimensional Materials, and Soft Matter;, Sapporo, 2014-08-01,  招待講演. 

 

A01 樋⼝グループ（H28〜H29） 
1. Facile Ion Exchange in Metallo-supramolecular Polymer for Improved Electronic Properties, 

Chanchal Chakraborty, Satoshi Moriyama, Masayoshi Higuchi, ⽇本化学会 第 97 春季年会, 慶
應義塾⼤学⽇吉キャンパス（神奈川県横浜市港北区）, 2017-03-16. 

2. Metallo-Supramolecular Polymer Nanosheets for Improved Electronic Properties, Chanchal 
Chakraborty, Satoshi Moriyama, Masayoshi Higuchi, ⽇本化学会 第 97 春季年会, 慶應義塾⼤学
⽇吉キャンパス（神奈川県横浜市港北区）, 2017-03-16. 

3. Pt(II)-Based Metallo-Supramolecular Polymer with Multi-Responsive Emission, Chakraborty, 
Satoshi Moriyama, Masayoshi Higuchi, 第 65 回⾼分⼦討論会, 神奈川⼤学横浜キャンパス（神
奈川県横浜市神奈川区）, 2016-09-14. 

4. Multi-Responsive Pt(II) Containing Metallo-Supramolecular Polymer, Chanchal Chakraborty, 
Satoshi Moriyama, Masayoshi Higuchi, 錯体化学会第 66 回討論会, 2016-09-10. 
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A02 ⼩林グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 Photoelectronic functional DNA nanowires stretched between electrodes toward DNA molecular 

device, N. Kobayashi, T. Kunikyo and K. Nakamura, Pacifichem 2015, Honolulu (USA), 2015-12-
15,  国際共著/国際学会である. 

2 DNA/Ru(bpy)32+ Complex as a Novel AC-Driven Electrochemiluminescent Material, N. 
Kobayashi, R. Takahashi, S. Tsuneyasu and K. Nakamura, 2015 MRS Fall Meeting and Exhibit, 
Boston (USA), 2015-11-29,  国際共著/国際学会である. 

3 DNA as a novel material toward electronics and photonics, N. Kobayashi, SPIE Security and 
Diffence 2015, Toulouse (France), 2015-09-21,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

4 Quick response AC-operated Electrochemiluminescent Cell with DNA/Ru complex, N. 
Kobayashi, SPIE Optics + Photonics 2015, San Diego (USA), 2015-08-09,  国際共著/国際学会
である / 招待講演. 

5 Improvement of photopysical properties of emissive molecules in DNA matrix, Norihisa 
Kobayashi, Wataru Watanabe and Kazuki Nakamura, SPIE Security&Diffince, Amsterdam, 
Neitherland, 2014-09-22 ‒ 2014-09-25,  招待講演. 

6 Reflective and emissive dual mode display with electrochromism and electrochemiluminescence, 
Norihisa Kobayashi, International caparica conference on chromogenics and emissivematerials, 
Caparica, Portugal, 2014-09-08 ‒ 2014-09-10,  招待講演. 

7 BioTFT memory with DNA gate dielectric and its thermal property, Norihisa Kobayashi, Kazuki 
Nakamura, Sei Uemura and Toshihide Kamata, SPIE optics+Photonics, San Diego, USA, 2014-
08-17 ‒ 2014-08-21,  招待講演. 

 

A02 ⼭野井グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 ナノメートルサイズの電極基板上の化学修飾を利⽤した光並びに電⼦デバイスの開発，⼭野井 

慶徳， 新学術領域「分⼦アーキテクトニクス」 領域会議・研究会，2017 年 12 ⽉ 5 ⽇，愛媛
⼤学（松⼭）. 

2 「異分野融合研究」，⼭野井 慶徳，⽇⽐⾕⾼校 SSH ⾼⼤連携プログラム，2017 年 8 ⽉ 25
⽇，東京⼤学 本郷キャンパス（東京）. 

3 The development of tetrasila[2.2]cyclophane derivatives for solid-state emission，
electroluminescence，and circularly polarized luminescence, 島⽥真樹，⼭野井慶徳，⼤⼾達
彦，⼭⽥亮，Pham Song-Toan，夛⽥博⼀，⼩池ひかる，岩村宗⾼，野崎浩⼀，⻄原寛、2017
年光化学討論会、東北⼤学 ⻘葉⼭キャンパス（宮城県仙台市）、2017 年 9 ⽉ 4 ⽇〜6 ⽇. 

4 Synthesis and physical properties of tetrasila[2.2]thiophenophane derivatives for the luminescent 
and chiroptical materials, Masaki Shimada，Yoshinori Yamanoi，Kenichiro Omoto，Shohei 
Tashiro，Mitsuhiko Shionoya，Tatsuhiko Ohto，Song-Toan Pham，Ryo Yamada，Hirokazu 
Tada，Mineyuki Hattori，Keiko Jimura，Shigenobu Hayashi，Hikaru Koike，Munetaka 
Iwamura，Koichi Nozaki，Hiroshi Nishihara, 254th ACS National Meeting & Exposition, 
Washington, DC (USA), August 20-24, 2017. 

5 固体発光・円偏光発光を⽰すオクタメチルテトラシラ[2.2]シクロファンの創製、島⽥真樹，⼭
野井慶徳，⼩池ひかる，岩村宗⾼，野崎浩⼀，⻄原寛、第 21 回ケイ素化学シンポジウム、宮城
蔵王ロイヤルホテル（宮城県刈⽥郡蔵王町）、2017 年 10 ⽉ 27 ⽇〜28 ⽇. 

6 不⻫ケイ素原⼦をもつ化合物の効率的合成法の開発とその光物性, 古賀信哉・植⽊修平・島⽥真
樹・⼭野井慶徳・湯浅順平・河合壯・打⽥孝明・岩村宗⾼・野﨑浩⼀・⻄原寛, 第 20 回ケイ素
化学協会シンポジウム, 安芸グランドホテル（広島県廿⽇市市）, 2016-10-07. 
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7 9,10-ジヒドロジシラアントラセン誘導体の合成と光学特性, 中島剛之、島⽥真樹、栗原悠、⼭
野井慶徳、⻄原寛, ⽇本化学会第 95 春季年会, ⽇本⼤学（船橋）, 2015-03-28. 

8 2 級シランの不⻫アリール化反応による光学活性ケイ素化合物の合成, 植⽊ 修平，栗原 悠，⽯
井 亮⾺，島⽥ 真樹，⼭野井 慶徳，⻄原 寛, ⽇本化学会第 95 春季年会, ⽇本⼤学（船橋）, 
2015-03-27. 

9 シリコン電極表⾯上への機能性有機分⼦の固定化, ⼭野井慶徳, 分⼦アーキテクトニクス 第４
回領域会議, ⼤阪⼤学, 2014-11-25. 

10 Pd 触媒を⽤いた⽔素終端化 Si(100)表⾯のアリール化, ⼩林徹⼤, ⼭野井慶徳, ⻄原 寛, 分⼦ア
ーキテクトニクス 第４回領域会議, ⼤阪⼤学, 2014-11-25. 

11 ⾦属触媒を⽤いた⽔素終端化シリコン表⾯の新規化学修飾法の開発」、新学術領域「分⼦アー
キテクトニクス, ⼭野井慶徳, 分⼦アーキテクトニクス 第 3 回領域会議, 天童, 「滝の湯」コン
ベンションホール, 2014-06-13. 

12 Pd 触媒を⽤いた⽔素終端化 Si(100)表⾯のアリール化」、新学術領域「分⼦アーキテクトニク
ス, ⼩林徹⼤, ⼭野井慶徳, ⻄原 寛, 分⼦アーキテクトニクス 第 3 回領域会議, 天童, 「滝の
湯」コンベンションホール, 2014-06-13. 

13 ⽔素終端化シリコン電極上における⾦属錯体ワイヤの構築と電⼦輸送挙動, 前⽥啓明, ⼭野井慶
徳, ⻄原 寛, 分⼦アーキテクトニクス 第 3 回領域会議, 天童, 「滝の湯」コンベンションホー
ル, 2014-06-13. 

 

A02 吉⽥グループ（H26〜H27） 
1 ⾯内強磁場印加型の超低温 STM の開発, 蛯沢貴，⼟師将裕，吉⽥靖雄，河江達也，⻑⾕川幸雄, 

⽇本物理学会第 71 回年次⼤会, 東北学院⼤学（宮城県仙台市）, 2016-03-19. 
2 スピン偏極 STM を⽤いた W(110)上の Mn 薄膜のらせん磁気構造のカイラリティの評価, ⼟師

将裕，吉⽥靖雄，⻑⾕川幸雄, ⽇本物理学会第 71 回年次⼤会, 東北学院⼤学（宮城県仙台市）, 
2016-03-19. 

3 Ag(111)表⾯に物理吸着した酸素分⼦の磁性, ⼭本駿⽞, 吉⽥靖雄, 今⽥裕, ⾦有洙, ⻑⾕川幸雄, 
⽇本物理学会第 71 回年次⼤会, 東北学院⼤学（宮城県仙台市）, 2016-03-19. 

4 Visualization of Ce atoms and surface-induced magnetism in CeCoIn5, Yasuo Yoshida, 
Howon Kim,Chi-Cheng Lee, Hsin Lin, Yoshinori Haga, Naoyuki Tateiwa, Zachary Fisk, Yukio 
Hasegawa, American Physical Society March Meeting 2016, Baltimore convention center 
(USA), 2016-03-14. 

5 Chirality evaluation of spin spiral in Mn thin film on W(110), asahiro Haze, Yasuo Yoshida 
and Yukio Hasegawa, American Physical Society March Meeting 2016, Baltimore convention 
center (USA), 2016-03-14. 

6 Direct Visualization of Surface Phase of Oxygen Molecules Physisorbed on Ag(111) surface: 
A Two-dimensional Quantum Spin System, S Yamamoto, Y. Yoshida, H. Imada, Y. 
Kim, Y. Hasegawa, American Physical Society March Meeting 2016, Baltimore convention 
center (USA), 2016-03-14. 

7 スパースモデリングを⽤いた⾛査トンネル分光測定の⾼速化・⾼精度化, 中⻄（⼤野）義典，⼟
師将裕，吉⽥靖雄，福島孝治，⻑⾕川幸雄，岡⽥真⼈, 新学術領域研究「疎性モデリング」2015
年度公開シンポジウム, 神⼾⼤学（兵庫県神⼾市）, 2016-03-07. 

8 Compressed sensing for e &#64259cient measurements of quasiparticle interference using 
scanning tunneling microscopy / spectroscopy, asahiro Haze, Yoshinori Nakanishi-Ohno, 
Yasuo Yoshida, Koji Hukushima, Masato Okada and Yukio Hasegawa, International Meeting 
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on “High-Dimensional Data Driven Science” (HD3-2015), メルパルク京都（京都府京都市）, 
2015-12-14,  国際共著/国際学会である. 

9 Ag(111)表⾯に物理吸着した酸素分⼦の構造と電⼦状態, ⼭本駿⽞, 吉⽥靖雄, 今⽥裕, ⾦有洙, 
⻑⾕川幸雄, 表⾯科学会第 35 回学術講演会, つくば国際会議場（茨城県つくば市）, 2015-12-
01. 

10 スピン偏極 STM を⽤いた W(110)上の⼆層 Mn 薄膜のらせん磁気構造のカイラリティの評価, 
⼟師将裕，吉⽥靖雄，⻑⾕川幸雄, 表⾯科学会第 35 回学術講演会, つくば国際会議場（茨城県
つくば市）, 2015-12-01. 

11 スパースモデリングを⽤いた⾛査トンネル分光測定の⾼速・⾼精度化, ⼟師将裕，中⻄（⼤野）
義典，吉⽥靖雄，福島孝治，岡⽥真⼈，⻑⾕川幸雄, 表⾯科学会第 35 回学術講演会, つくば国
際会議場（茨城県つくば市）, 2015-12-01. 

12 Real space observation of surface-induced d-orbital ordering in heavy fermion 
superconductor CeCoIn5, 吉⽥靖雄, 表⾯界⾯スペクトロスコピー2015, 国⽴⼥性教育会館（埼
⽟県⽐企郡嵐⼭町）, 2015-11-26. 

13 CeB6 の劈開表⾯における低温 STM/STS 観察, ⼟師将裕，吉⽥靖雄，伊賀⽂俊，鈴⽊博之，⻑
⾕川幸雄, ⽇本物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-16. 

14 統計的⼿法を⽤いた STS 測定の⾼速化, 中⻄（⼤野）義典，⼟師将裕，吉⽥靖雄，福島孝治，
⻑⾕川幸雄，岡⽥真⼈, ⽇本物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-
16. 

15 スピン偏極 STM を⽤いた W(110)上の⼆層 Mn 薄膜のらせん磁気構造のカイラリティの評価, 
⼟師将裕，吉⽥靖雄，⻑⾕川幸雄, ⽇本物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学（⼤阪府吹⽥市）, 
2015-09-16. 

16 Ag(111)表⾯に物理吸着した酸素分⼦の構造と電⼦状態, ⼭本駿⽞, 今⽥裕, 吉⽥靖雄, ⾦有洙, 
⻑⾕川幸雄, ⽇本物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-16. 

17 重い電⼦系超伝導体 CeCoIn5 劈開表⾯における超伝導および磁性の可視化, 吉⽥靖雄, Howon 
Kim, Chi-Cheng Lee, Hsin Lin, 芳賀芳範, ⽴岩尚之, Zachary Fisk, ⻑⾕川幸雄, ⽇本物理学会
2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-16. 

18 Direct visualization of solid phase of oxygen molecules physisorbed on the Ag(111) surface, 
S. Yamamoto, H. Imada, Y. Yoshida, Y. Kim, Y. Hasegawa, International Workshop on 
Molecular Architectonics 2015, 知床グランドホテル北こぶし（北海道斜⾥郡斜⾥町）, 2015-
08-03,  国際共著/国際学会である. 

19 積層⽋陥が Co ナノアイランドの磁気異⽅性と電⼦状態に及ぼす影響, 吉⽥靖雄、南⾕英美、⼟
居啓司、⼭本駿⽞、荒船⻯⼀、渡邊聡、⻑⾕川幸雄, 物性研究所短期研究会「反応と輸送」, 東
京⼤学物性研究所（千葉県柏市）, 2015-06-24. 

20 Real-space observations of superconducting and magnetic properties of the heavy fermion 
superconductor CeCoIn5, Yasuo Yoshida, Spins at surfaces, 東京⼤学物性研究所（千葉県柏
市）, 2015-06-06,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 

21 CeCoIn5 の CeIn ⾯における超伝導ギャップ内残留状態密度のサイト依存性, 吉⽥靖雄，Howon 
Kim，芳賀芳範，⽴岩尚之，鈴⽊通⼈，Robert Peters, 有⽥亮太郎、Zachary Fisk，⻑⾕川幸
雄, ⽇本物理学会 第 70 回年次⼤会, 早稲⽥⼤学（東京都新宿区）, 2015-03-22. 

22 W(110)上の Mn 薄膜のスピン偏極 STM 観察, ⼟師将裕，吉⽥靖雄，⻑⾕川幸雄, ⽇本物理学会 
第 70 回年次⼤会, 早稲⽥⼤学（東京都新宿区）, 2015-03-21. 

23 Ag(111)表⾯上の Co ナノアイランドにおけるモアレ形状と磁気異⽅性の関係, 南⾕英美，吉⽥
靖雄，⻑⾕川幸雄，渡邉聡, ⽇本物理学会 第 70 回年次⼤会, 早稲⽥⼤学（東京都新宿区）, 
2015-03-21. 

24 Visualization of superconductiveity and magnetism in a heavy Fermion superconductor 
CeCoIn5, Yasuo Yoshida, Howon Kim, Yoshinori Haga, Naoyuki Tateiwa, Michi-to Suzuki, 
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Robert Peters, Ryotaro Arita, Chi-Cheng Lee, Hsin Lin, Zachary Fisk, Yukio Hasegawa, 九州
⼤学量⼦ナノスピン物性研究センター研究会, 九州⼤学伊都キャンパス（福岡県福岡市）, 2015-
02-06,  招待講演. 

25 Real space observation of oxygen molecules absorbed on Ag(111) by scanning tunneling 
microscopy, Shunji Yamamoto, Yasuo Yoshida, Yukio Hasegawa, Symposium on Surface and 
Nano Science, 新富良野プリンスホテル（北海道富良野市）, 2015-01-14. 

26 Nanoscale magnetometry on single cobalt atoms and cobalt nano structures on surfaces by 
spin-resolved scanning tunneling microscopy, Yasuo Yoshida, Riken seminar, 理化学研究
所、和光本所（埼⽟県和光市）, 2014-12-22,  招待講演. 

27 極低温⾛査トンネル顕微鏡を⽤いた物性物理学実験へのスパースモデリングの適⽤, 吉⽥靖雄、
⼟師将裕、中⻄（⼤野）義典、福島孝治、岡⽥真⼈、⻑⾕川幸雄, スパースモデリング公開シン
ポジウム, 東京⼯業⼤学すずかけ台キャンパス（神奈川県横浜市）, 2014-12-15. 

28 Visualization of Ce atoms and site dependent in-gap residual density of state in CeCoIn5, 
Yasuo Yoshida, Howon Kim, Yoshinori Haga, Naoyuki Tateiwa, Michi-To Suzuki, Zachary 
Fisk, Yukio Hasegawa, ICSPM22, 熱川ハイツ（静岡県賀茂郡）, 2014-12-11. 

29 Ag (111)表⾯における芳⾹族分⼦ピセンの薄膜成⻑と低温 STM 観察, 吉⽥靖雄, H. H. Yang, H. 
S. Huang, S. Y. Guan, 柳澤将, 横須賀拓也, M. T. Lin, W. B. Su, G. Hoffmann, and ⻑⾕川幸雄, 
分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス（⼤阪府豊中市）, 2014-11-24. 

30 スピンを⾒る顕微鏡ースピン偏極 STM と表⾯磁性, 吉⽥靖雄, 第五回表⾯科学勉強会, 東京⼤学
柏キャンパス（千葉県柏市）, 2014-11-15,  招待講演. 

31 Ag(111)表⾯上に低温吸着した酸素分⼦の STM 観察, ⼭本駿⽞，⼟師将裕，吉⽥靖雄，⻑⾕川
幸雄, 第 34 回表⾯科学学術講演会, くにびきメッセ（島根県松江市）, 2014-11-07. 

32 バルク Cr 探針を⽤いた W(110)上の Mn 薄膜のスピン偏極 STM 観察, ⼟師将裕，⼭本駿⽞，吉
⽥靖雄，⻑⾕川幸雄, 第 34 回表⾯科学学術講演会, くにびきメッセ（島根県松江市）, 2014-11-
07. 

33 Visualization of Ce atoms and site dependent in-gap residual density of state in CeCoIn5, Y. 
Yoshida, H. Kim, Y. Haga, N. Tateiwa, M. Suzuki, Z. Fisk, Y. Hasegawa, 59th Annual 
conference on magnetism and magnetic materials, Hawaii（USA）, 2014-11-03. 

34 Nanoscale magnetometry on Cobalt nano-islands on Ag(111), Yasuo Yoshida, Keiji Doi, Emi 
Minamitani, Shunji Yamamoto, Satoshi Watanabe, Yukio Hasegawa, VASSCAA-7, Hsinchu
（Taiwan）, 2014-10-05,  招待講演. 

35 Ag(111)表⾯上の Co 薄膜におけるモアレ構造と磁性の第⼀原理計算, 南⾕英美，吉⽥靖雄，⻑
⾕川幸雄，渡邉聡, 第 75 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学札幌キャンパス（北海道
札幌市）, 2014-09-19. 

36 W(110)上の Mn 薄膜を⽤いたスピン偏極 STM ⽤バルク Cr 探針の評価, ⼟師将裕，⼭本駿⽞，
吉⽥靖雄，⻑⾕川幸雄, ⽇本物理学会 2014 年秋季⼤会, 中部⼤学春⽇井キャンパス（愛知県春
⽇井市）, 2014-09-09. 

37 Nanoscale magnetometry on Cobalt nano-islands on Ag(111), Yasuo Yoshida, Keiji Doi, Emi 
Minamitani, Shunji Yamamoto, Satoshi Watanabe, Yukio Hasegawa, SP-STM05, Ohio
（USA）, 2014-07-15. 

38 スピンを⾒る顕微鏡, 吉⽥靖雄, 東邦⼤学物理学科コロキウム, 東邦⼤学習志野キャンパス（千
葉県船橋市）, 2014-06-28,  招待講演. 

39 Visualization of Ce atoms and site dependent superconducting properties in CeCoIn5, Yasuo 
Yoshida, Howon Kim,Yoshinori Haga, Naoyuki Tateiwa, Michi-To Suzuki, Zachary Fisk Yukio 
Hasegaw, International Conference on Superconductivity and Magnetism, Antalya
（Turkey）, 2014-05-01. 
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40 Spin-dependent friction observed on the atomic scale by using atomic manipulation and 
spin-polarized scanning tunneling microscopy, YASUO YOSHIDA, International Conference 
on Superconductivity and Magnetism, Antalya（Turkey）, 2014-04-27. 

 

A02 近藤グループ（H26〜H27） 
1 電気化学的にリチウム化したシリコン合⾦の構造特性, 近藤敏啓, ⻘⽊菜々, ⼤間知⿇未, ⿂崎

浩平, 電気化学会第 83 会⼤会, ⼤阪⼤学, 2016-03-29 - 2016-03-31. 
2 Electrochemical Lithiation Process into Si Substrate, N. Aoki, A. Omachi, T. Kondo, K. Uosaki, 

251st ACS National Meeting, San Diego, U.S.A., 2016-03-13 - 2016-03-17, 国際共著/国際学会. 
3 Structure and Chemical State of Electrochemically Li Inserted Si(111) Studied by Scanning 

Electron Microscopy and Soft X-ray Emission Spectroscopy, N. Aoki, T. Kondo, K. Uosaki, 
Pacifichem 2015, Honolulu, U.S.A., 2015-12-15 - 2015-12-20, 国際共著/国際学会. 

4 Electrochemical Insertion Process of Li into n-Si(111), T. Kondo, N. Aoki, K. Uosaki, 228th ECS 
Meeting, Phonix, U.S.A., 2015-10-11 - 2015-10-15, 国際共著/国際学会. 

5 ニッケルコア-⽩⾦シェル微粒⼦の電気化学的調製とその酸素還元触媒活性, 近藤敏啓, 上⽥摩
耶, 弘⽥美紗⼦, 2015 年電気化学秋季⼤会, 深⾕⼯⼤, 2015-09-11 - 2015-09-12. 

6 Construction of Binding Group Terminated Self-Assembled Monolayers (SAMs) for Multilayer 
Formation, T. Kondo, Y. Ishikawa, A. Shokai, M. Hase, H. Terasaki, International Workshop on 
Molecular Architectonics, Shiretoko, 2015-08-03, 国際共著/国際学会. 

7 電気化学的に構築したニッケルコア‒⽩⾦シェル微粒⼦の酸素還元触媒能と構造評価, 近藤敏啓, 
永井晴菜, 上⽥摩耶, 電気化学会第 82 会⼤会, 横浜国⼤, 2015-03-15 - 2015-03-17. 

8 平⾯吸着型⾦属ポルフィリン分⼦層の構築とその機能性評価, 近藤敏啓, 有阪朋⼦, ⽯川友利⾹, 
⻘⽊菜々, 第５回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学, 2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

9 Electrocatalytic Activities of Pt Monolayer Covered Ni and Co Core-Shell Nanoparticles for 
Oxygen Reduction Reaction, T. Kondo, H. Nagai, S. Shibata, M. Hirota, 226th ECS Meeting, 
Cancun, Mexico, 2014-10-04 - 2014-10-09, 国際共著/国際学会. 

10 Ni あるいは Co コア−Pt シェル微粒⼦の電気化学的構築, 2014 年電気化学秋季⼤会, 北海道⼤
学, 2014-09-27 - 2014-09-28. 

11 Potential Dependent Structures of Pt(111) Electrode/Electrolyte Interfaces Studied by In situ 
Surface X-ray Scattering, T. Kondo, T. Masuda, N. Aoki, K. Uosaki, 248th ACS National Meeting, 
San Francisco, U.S.A., 2014-08-10 - 2014-08-14, 国際共著/国際学会. 

12 XAFS Study on the Structures of Catalysts for Photoelectrochemical Hydrogen Evolution and 
CO2 Reduction Prepared by the Incorporation of Metal Complexes within Viologen Multi-layers 
Formed on Si(111) Surfaces, T. Masuda, Y. Sun, Y. Morita, H. Fukumitsu, H. Uehara, S. 
Takakusagi, W.-J. Chun, T. Kondo, K. Asakura, K. Uosaki, 225th ACS National Meeting, 
Orlando, U.S.A., 2014-05-11 - 2015-05-15, 国際共著/国際学会. 

13 Potential Dependent Structures at Pt(111) Single Crystal Electrode/Electrolyte Interfaces 
Studied by Surface X-ray Scattering, T. Kondo, T. Masuda, N. Aoki, K. Uosaki, 225th ACS 
National Meeting, Orlando, U.S.A., 2014-05-11 - 2015-05-15, 国際共著/国際学会. 

 

A02 奥⼭グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 H. Okuyama, “Controlled switching of single-molecule junctions by mechanical motion of a 

phenyl ring”, 8th International Symposium on Surface Science and Nanotechnology, Tsukuba, 
2017・10, 招待講演. 

2 H. Okuyama, “Controlled switching of single-molecule junctions by mechanical motion of a phenyl 
ring”, 5th Ito International Research Center (IIRC) Conference, Tokyo, 2017・11, 招待講演. 
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3 H. Okuyama, Y. Kitaguchi, H. So, S. Hatta, T. Aruga, “Controlled switching of single-molecule 
junctions by mechanical motion of a phenyl ring”, The 19th International Scanning Probe 
Microscopy Conference, Kyoto, 2017, 5. 

4 H. Koshida, H. Okuyama, D. Nojima, S. Hatta and T. Aruga, “Formation of (NO)3 and (NO)4-
water on Cu(111)”, The 8th International Symposium on Surface Science (ISSS-8), 3pA2-1, 
Tsukuba, 2017, 10. 

5 奥⼭弘，「分⼦接合の可逆制御と分⼦伝導の精密計測」精密⼯学会，超精密加⼯専⾨委員会第 69
回研究会，⼤阪，2016, 1, 招待講演. 

6 奥⼭弘，「STM 探針とベンゼン環の界⾯制御」東京⼤学物性研究所短期研究会，柏，2016, 10, 
招待講演. 

7 塩⾜亮隼、奥⼭弘、⼋⽥振⼀郎、有賀哲也、Maite Alducin、Thomas Frederiksen、「Cu 表⾯
上の NO における価電⼦軌道と⾮弾性トンネル分光の相関」、第 36 回表⾯科学学術講演会、
1Dp06、名古屋国際会議場、2016 年 11 ⽉ 29 ⽇. 

8 塩⾜亮隼、奥⼭弘、⼋⽥振⼀郎、有賀哲也、Maite Alducin、Thomas Frederiksen、「Cu(110)お
よび Cu(001)表⾯上の NO の⾮弾性トンネル分光測定」、⽇本物理学会 第 72 回年次⼤会、
18aD41-8、⼤阪⼤学豊中キャンパス、2017 年 3 ⽉ 18 ⽇. 

9 越⽥裕之，奥⼭弘, ⼋⽥振⼀郎, 有賀哲也，「Cu(111)表⾯における NO の吸着構造：三量体の
⾃発的形成」，第 36 回表⾯科学学術講演会，3Da10S，名古屋，2016 年 11 ⽉. 

10 越⽥裕之，奥⼭弘, ⼋⽥振⼀郎, 有賀哲也，「Cu(111)表⾯上における NO と⽔分⼦の反応」，
⽇本物理学会第 72 回年次⼤会，20aD41-3，⼤阪，2017 年 3 ⽉. 

11 塩⾜亮隼，奥⼭弘，⼋⽥振⼀郎，有賀哲也「Cu 表⾯上における NO の荷電⼦状態と⾮弾性トン
ネル分光測定」，第 63 回応⽤物理学会春季学術講演会，21p-H133-2，東京，2016 年 3 ⽉ 21 ⽇. 

12 越⽥裕之, 奥⼭弘, ⼋⽥振⼀郎, 有賀哲也「Cu(111)表⾯上における NO の吸着構造：三量体の⾃
発的形成」，⽇本物理学会 2016 年秋季⼤会，14aAR-3，⾦沢，2016 年 9 ⽉ 14 ⽇. 

13 塩⾜亮隼、奥⼭弘、⼋⽥振⼀郎、有賀哲也、Maite Alducin, Thomas Frederiksen、「Cu 表⾯上の
NO の価電⼦状態と⾮弾性トンネル分光の相関」、第 77 回応⽤物理学会秋季学術講演会、14a-
A32-1、朱鷺メッセ（新潟市）、2016 年 9 ⽉ 14. 

14 Environmental control of single-molecule junction conductance, H. Okuyama, Y. Kitaguchi, S. 
Habuka, S. Hatta, T. Aruga, T. Frederiksen, M. Paulsson, H. Ueba, The international chemical 
congress of pacific basin societies (Pacifichem2015), Hawaii, 2015-12-17, 国際共著/国際学会. 

15 ⾦属表⾯における⽔素結合ダイナミクスの観測, 奥⼭弘, 第 35 回表⾯科学学術講演会, つくば, 
2015-12-01, 招待講演. 

16 Single-molecule surface chemistry with an STM, H. Okuyama, ICQM seminar, Beijing, 2015-11-
25, 招待講演. 

17 Controlled switching of single-molecule junctions by mechanical motion of a phenyl ring, H. 
Okuyama, Y. Kitaguchi, S. Habuka, S. Hatta, T. Aruga, T. Frederiksen, M. Paulsson, H. Ueba, 
International workshop on molecular architectonics (IWMA2015), Shiretoko, 2015-08-04, 国際
共著/国際学会. 

18 Environmental control of single-molecule junction conductance, H. Okuyama, Y. Kitaguchi, S. 
Habuka, S. Hatta, T. Aruga, T. Frederiksen, M. Paulsson, and H. Ueba, International workshop 
on molecular architectonics (IWMA2015), Shiretoko, 2015-08-04, 国際共著/国際学会. 



 135 

19 Cu(111)表⾯における⼀酸化窒素トライマーの形成, 塩⾜亮隼、奥⼭弘、⼋⽥振⼀郎、有賀哲
也, ⽇本物理学会 2015 年年次⼤会, 東京, 2015-03-21. 

20 Imaging molecular interaction between nitric oxide on Cu(110) with an STM, 奥⼭弘, Vietnam-
Malaysia International Chemical Congress, ハノイ, 2014-11-07, 招待講演. 

21 Cu(110)における⽔素移動反応 H2S+O→H2O+S の直接観測, 塩⾜亮隼、奥⼭弘、⼋⽥振⼀郎、
有賀哲也、濱⽥幾太郎, 第 34 回表⾯科学学術講演会, 松江, 2014-11-06 ‒ 2014-11-08. 

22 エレクトロスプレーイオン化法によって⾦表⾯に吸着した巨⼤分⼦の STM 観察, 成瀬正⼀、塩
⾜亮隼、奥⼭弘、⼋⽥振⼀郎、有賀哲也, 第 34 回表⾯科学学術講演会, 松江, 2014-11-06 ‒ 
2014-11-08. 

23 NO/Cu(110)の吸着構造変化の振動分光・STM 測定, 塩⾜亮隼、三井拓也、奥⼭弘、⼋⽥振⼀
郎、有賀哲也、⼩板⾕貴典、吉信淳, ⽇本物理学会 2014 年秋季⼤会, 春⽇井, 2014-09-09. 

 

A02 北浦グループ（H28〜H29） 
1. Properties of van der Waals heterostructures of Transition metal dichalcogenide and hexagonal 

boron nitrides, R. Kitaura, The 9th A3 Symposium on Emerging Materiaks, Kyoto, Japan, 2018-10-
29, 2018, 国際共著/国際学会 / 招待講演 

2. Transition metal dichalcogenide based van der Waals heterostructures: fabrication and properties, 
R. Kitaura, The 9th Graphene and 2D Materials Symposium of NT18 conference, Pekig Univ., 
China, 2018-7-15, 国際共著/国際学会 / 招待講演 

3. Transition metal dichalcogenides based van der Waals heterostacks: fabrication and properties, R. 
Kitaura, Japan-India Meeting on Applications of Layered Materials: Advances and Perspectives, 
Nagoya Univ., Japan, 2017-11-9, 国際共著/国際学会 / 招待講演 

4. Transition metal dichalcogenides based van der Waals heterostacks: fabrication and properties, R. 
Kitaura, The 8th A3 Symposium on Emerging Materials, Suzhou, China, 2017-10-25, 国際共著/国
際学会 / 招待講演 

5. Transition metal dichalcogenides based van der Waals heterostacks: fabrication and properties, R. 
Kitaura, ICMass 2017, Nagoya Univ., 2017-9-29, 国際共著/国際学会 / 招待講演 

6. Transition metal dichalcogenides based van der Waals heterostacks: fabrication and properties, R. 
Kitaura, 18th International Conference on the Science and Application of Nanotubes and Low-
dimensional Materials (NT17), Belo Horizonte Brazil, 2017-6-25, 国際共著/国際学会 / 招待講
演 

7. Bottom-up fabrication and optical properties of high-quality two-dimensional atomic layers, Ryo 
Kitaura, A3 conference on emerging materials, Korea, Buyeo, 2016-10-30, 国際共著/国際学会 / 
招待講演. 

8. Bottom-up fabrication and optical properties of high-quality two-dimensional atomic layers, Ryo 
Kitaura, ナノカーボン研究会 ZAO16, たかみや瑠璃クラリゾート, 2016-08-19, 国際共著/国際
学会 / 招待講演. 

9. Bottom-up fabrication and optical properties of high-quality two-dimensional atomic layers, Ryo 
Kitaura, 7th UK-Japan Symposium on Fundamental Research Advances in carbon nanomaterials, 
London, UK, 2016-06-13, 国際共著/国際学会 / 招待講演 
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A03 中⼭グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1. 第⼀原理反応ダイナミクス計算による光機能性材料と不均⼀系触媒の理論的設計，中⼭哲，⽇

本化学会第 98 春季年会，中⻑期テーマシンポジウム「複雑系のための分⼦科学−分⼦機能はど
こまで予⾔できるか」，⽇本⼤学理⼯学部船橋キャンパス（千葉県船橋市）年⽉⽇ 2018-3-20，
招待講演 

2. “Role of Oxygen Ions in Metal-Oxide ReRAM and Catalysis: First-Principles Simulations”（第⼀
原理計算による酸化物 ReRAM と酸化物触媒の機能解明に向けて），中⼭哲，九州⼤学先導物
質化学研究所講演会（Nanoscience and nanotechnology seminar），九州⼤学筑紫キャンパス
（福岡県春⽇市）年⽉⽇ 2017-3-7. 

3. タンタル酸化物を⽤いた抵抗変化型メモリの動作機構に関する第⼀原理計算，中⼭哲，⻑⾕川
淳也，中村恒夫，第 7 回分⼦アーキテクトニクス研究会，九州⼤学筑紫キャンパス（福岡県春
⽇市）年⽉⽇ 2016-10-20. 

4. First-principles simulations of oxygen vacancy transport at the metal/metal-oxide interface, A. 
Nakayama, ICCMSE 2016 (Computational Chemistry), アテネ（ギリシャ）年⽉⽇ 2016-03-17, 
国際共著/国際学会 / 招待講演. 

5. First-principles simulations of oxygen vacancy transport at the metal/metal-oxide interface, A. 
Nakayama, J. Hasegawa, and H. Nakamura, The 5th International Conference on MEXT Project 
of Integrated Research on Chemical Synthesis “Chemical Science for Future Societies”, 名古屋⼤
学東⼭キャンパス（愛知県名古屋市）年⽉⽇ 2016-01-29, 国際共著/国際学会. 

6. 第⼀原理シミュレーションによる抵抗変化型メモリの動作機構の検討, 中⼭哲, 精密⼯学会超精
密加⼯専⾨委員会第 69 回研究会, ホテル新⼤阪コンファレンスセンター（⼤阪府⼤阪市）年⽉
⽇ 2016-01-15, 招待講演. 

7. Vibrational spectroscopy of noble-gas compounds in matrix environments: a hybrid quantum-
classical simulation, A. Nakayama, PACIFICHEM 2015, Symposium (#199), Recent Progress in 
Matrix Isolation Species, ホノルル（アメリカ）年⽉⽇ 2015-12-15, 国際共著/国際学会 / 招待
講演. 

8. First-principles simulations of the switching mechanism in tantalum oxide-based resistive 
memory devices, A. Nakayama, J. Hasegawa, and H. Nakamura, PACIFICHEM 2015, Symposium 
(#408), Single-Molecule Function and Measurements, ホノルル（アメリカ）年⽉⽇ 2015-12-15, 
国際共著/国際学会. 

9. タンタル酸化物を⽤いた抵抗変化型メモリにおける動作機構の検討, 中⼭哲，⻑⾕川淳也，中村
恒夫, 第 6 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学桂キャンパス（京都府京都市）年⽉⽇
2015-10-23. 

10. First-principles simulations of oxygen vacancy transport at the metal/metal-oxide interface, A. 
Nakayama, First International Symposium of Institute for Catalysis − Global Collaboration in 
Catalysis Science Toward Sustainable Society, 北海道⼤学（北海道札幌市）年⽉⽇ 2015-10-13, 
国際共著/国際学会. 

11. First-principles simulations of the switching mechanism in tantalum oxide-based resistive 
memory devices, A. Nakayama, J. Hasegawa, and H. Nakamura, First International Symposium of 
Institute for Catalysis − Global Collaboration in Catalysis Science toward Sustainable Society, 
北海道⼤学（北海道札幌市）年⽉⽇ 2015-10-13, 国際共著/国際学会. 

12. Computational Study of Excited-State Relaxation Dynamics of Pyrimidine Bases, A. Nakayama, 
The International Conference on Theoretical and High-Performance Computational Chemistry 
(ICT-HPCC15), ⻘島（中国）年⽉⽇ 2015-09-26, 国際共著/国際学会 / 招待講演. 

13. タンタル酸化物における酸素⽋陥濃度と電気伝導度の相関に関する理論的研究, 中⼭哲，⻑⾕川
淳也，中村恒夫, 第 116 回触媒討論会, 三重⼤学（三重県津市）年⽉⽇ 2015-09-16. 
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14. First-principles simulations of the switching mechanism in tantalum oxide-based resistive 
memory devices, A. Nakayama, J. Hasegawa, and H. Nakamura, Psi-k 2015 Conference, サン・セ
バスティアン（スペイン）年⽉⽇ 2015-09-06, 国際共著/国際学会. 

15. First-principles simulations of the switching mechanism in tantalum oxide-based resistive 
memory devices, A. Nakayama, J. Hasegawa, and H. Nakamura, International Workshop on 
Molecular Architectonics, 知床グランドホテル（北海道斜⾥郡斜⾥町）年⽉⽇ 2015-08-03, 国際
共著/国際学会. 

16. Excite-State Relaxation Dynamics of Pyrimidine Bases, A. Nakayama, The 15th ICQC Satellite 
Meeting, “Recent Advances in Quantum Dynamics and Thermodynamics of Complex Systems”, 
北京（中国）年⽉⽇ 2015-06-04, 国際共著/国際学会 / 招待講演. 

17. 抵抗変化型メモリにおける酸素⽋陥の⽣成過程に関する第⼀原理シミュレーション, 中⼭哲、中
村恒夫、浅井美博, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス（⼤阪府豊
中市）年⽉⽇ 2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

18. Computational study of relaxation dynamics of pyrimidine bases in the gas and solution phases, A. 
Nakayama, Vietnam Malaysia International Chemical Congress (VMICC) 2014, ハノイ（ベトナ
ム）年⽉⽇ 2014-11-07 ‒ 2014-11-10, 招待講演. 

19. Photophysics of DNA bases: potential energy surfaces and relaxation dynamics, A. Nakayama, the 
18th Malaysian International Chemical Congress (18MICC) 2014, クアラルンプール（マレーシ
ア）年⽉⽇ 2014-11-03 ‒ 2014-11-05, 招待講演. 

20 量⼦シミュレーションによる原⼦核・電⼦の複合系ダイナミクス, 中⼭哲, 第 114 回触媒討論会, 
広島⼤学東広島キャンパス（広島県東広島市）年⽉⽇ 2014-09-25 ‒ 2014-09-27, 招待講演. 

21 複雑分⼦系に対しての量⼦シミュレーション, 中⼭哲, 分⼦科学若⼿の会・夏の学校, いこいの
村能登半島（⽯川県志賀町）年⽉⽇ 2014-08-18 ‒ 2014-08-22, 招待講演. 

 

A03 杉本グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 AFM による有機分⼦の⾼分解能室温観察, 岩⽥ 孝太、⼭崎 詩郎、Pingo Mutombo、Prokop 

Hapala、Martin Ondracek、Pavel Jelinek、杉本 宜昭, 第 63 回応⽤物理学会 春季学術講演会, 
東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス（東京都⽬⿊区）, 2016-03-19. 

2 TiO2(110)表⾯上の帯電領域の NC-AFM/KPFM 観察, ⼩野⽥ 穣、Chi Lun Pang、Ayhan 
Yurtsever、杉本 宜昭, 第 63 回応⽤物理学会 春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパ
ス（東京都⽬⿊区）, 2016-03-19. 

3 ⾮接触原⼦間⼒顕微鏡を⽤いた Si と Ge 原⼦の識別, ⼩野⽥ 穣、仁⽊ 康平、杉本 宜昭, 第 63
回応⽤物理学会 春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス（東京都⽬⿊区）, 2016-03-
19. 

4 Si(111)-(7x7)表⾯上の Si テトラマーのスイッチ操作, ⼭崎詩郎、前⽥圭亮、杉本宜昭、阿部真
之、Vladimir Zobac、Pablo Pou、Lucia Rodrigo、Pingo Mutombo、Ruben Perez、Pavel 
Jelinek、森⽥清三, 第 63 回応⽤物理学会 春季学術講演会, 東京⼯業⼤学 ⼤岡⼭キャンパス
（東京都⽬⿊区）, 2016-03-19. 

5 超⾼真空原⼦間⼒顕微鏡を⽤いた超⾼解像計測, 杉本宜昭, ニューガラスフォーラム 評価技術
研究会, ⽇本ガラス⼯業センター（東京都新宿区）, 2016-01-29,  招待講演. 

6 Imaging the Chemical Structure of Single Molecule by Atomic Force Microscopy at Room 
Temperature, K. Iwata, S. Yamazaki, P. Mutombo, P. Hapala, M. Ondracek, P. Jelinek and Y. 
Sugimoto, 23th International Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM23), Hilton 
Niseko Villege（北海道虻⽥郡）, 2015-12-10,  国際共著/国際学会である. 

7 Chiral Switch Operated at Room Temperature, E. Inami, I. Hamada, K. Ueda, M. Abe, S. Morita 
and Y. Sugimoto, 23th International Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM23), 
Hilton Niseko Villege（北海道虻⽥郡）, 2015-12-10,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 
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8 SiGe 混晶表⾯での⾮接触原⼦間⼒顕微鏡による元素識別, ⼩野⽥穣，仁⽊康平，杉本宜昭, 
2015 年真空・表⾯科学合同講演会, つくば国際会議場（茨城県つくば市）, 2015-12-01. 

9 原⼦間⼒顕微鏡による静電気⼒の精密測定法, 稲⾒栄⼀，杉本宜昭, 2015 年真空・表⾯科学合同
講演会, つくば国際会議場（茨城県つくば市）, 2015-12-01. 

10 NC-AFM/KPFM を⽤いた TiO2 (110)表⾯上の帯電領域の観察, ⼩野⽥穣，PangChi Lun，
YurtseverAyhan，杉本宜昭, 2015 年真空・表⾯科学合同講演会, つくば国際会議場（茨城県つ
くば市）, 2015-12-01. 

11 ⾛査型プローブ顕微鏡による原⼦スイッチの組⽴, 稲⾒栄⼀，濱⽥幾太郎、上⽥啓市、阿部真
之、森⽥清三、杉本宜昭, 2015 年真空・表⾯科学合同講演会, つくば国際会議場（茨城県つくば
市）, 2015-12-01. 

12 隣接する Si4 原⼦スイッチ間の相互作⽤, ⼭崎詩郎，前⽥圭亮，⾼⾕玲平，澤⽥⼤輔，杉本宜
昭，阿部真之，Pablo Pou、Lucia Rodrigo，Pingo Mutobb，Ruben Perez、Pavel Jelinek，森⽥
清三, 2015 年真空・表⾯科学合同講演会, つくば国際会議場（茨城県つくば市）, 2015-12-01. 

13 Identification of Individual Si and Ge Atoms by AFM, J. Onoda, K. Niki and Y. Sugimoto, 10th 
International Symposium on Atomic Level Characterizations for New Materials and Devices ʼ15 
(ALC ʼ15), Kunibiki Messe（島根県松江市）, 2015-10-25,  国際共著/国際学会である. 

14 原⼦間⼒顕微鏡を⽤いた Ge/Si 混在表⾯での元素識別, ⼩野⽥穣，仁⽊康平，杉本宜昭, ⽇本物
理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学 千⾥⼭キャンパス（⼤阪府吹⽥市）, 2015-09-16. 

15 Chemical identification on the Si-Ge intermixed surfaces by AFM, J. Onoda, K. Niki and Y. 
Sugimoto, 18th International Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 
2015), Cassis Convention Center（France）, 2015-09-07,  国際共著/国際学会である. 

16 Accurate extraction of electrostatic force by a voltage pulse force spectroscopy, E. Inami, and Y. 
Sugimoto, 18th International Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 
2015), Cassis Convention Center（France）, 2015-09-07,  国際共著/国際学会である. 

17 Exclusion of H atoms at the subsurface charged regions on TiO2(110), J. Onoda, C. L. Pang, A. 
Yurtsever and Y. Sugimoto, 18th International Conference on Non-Contact Atomic Force 
Microscopy (nc-AFM 2015), Cassis Convention Center（France）, 2015-09-07,  国際共著/国際
学会である. 

18 Single Molecule on Si(111)-(√7x√7) Imaged by AFM at Room Temperature, K. Iwata, S. 
Yamazaki, P. Mutombo, P. Hapala, M. Ondracek, P. Jelinek and Y. Sugimoto, 18th International 
Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 2015), Cassis Convention 
Center（France）, 2015-09-07,  国際共著/国際学会である. 

19 Twisted Pi-conjugated molecules measured by atomic force microscopy, K. Iwata, A. Shiotari, T. 
Nakae, Y. Shinagawa, S. Mori, T. Okujima, H. Uno, H. Sakaguchi and Y. Sugimoto, International 
Workshop on Molecular Architectonics(IWMA 2015), Shiretoko Grand Hotel（北海道斜⾥郡）, 
2015-08-03,  国際共著/国際学会である. 

20 Chiral switch operated at room temperature, E. Inami, I. Hamada, K. Ueda, M. Abe, S. Morita 
and Y. Sugimoto, International Workshop on Molecular Architectonics(IWMA 2015), Shiretoko 
Grand Hotel（北海道斜⾥郡）, 2015-08-03,  国際共著/国際学会である. 

21 Atom Switch Assembled by Atom Manipulation, E. Inami, I. Hamada, K. Ueda, M. Abe, S. 
Morita, and Y. Sugimoto, NIMS Conference 2015, Epochal Tsukuba（茨城県つくば市）, 2015-
07-14,  国際共著/国際学会である. 

22 (2n×1) Reconstructions of TiO2(011) Elucidated by AFM and STM, J. Onoda, C.L. Pang, A. 
Yurtsever, Y. Sugimoto, and G. Thornton, NIMS Conference 2015, Epochal Tsukuba（茨城県つ
くば市）, 2015-07-14,  国際共著/国際学会である. 
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23 Chemical Identification of Si and Ge atoms by AFM force spectroscopy, K. Niki, J. Onoda, and Y. 
Sugimoto, NIMS Conference 2015, Epochal Tsukuba（茨城県つくば市）, 2015-07-14,  国際共
著/国際学会である. 

24 Energy Dissipation of Tunneling Electrons as a Tool to Directly Detect Electron Emission Sites 
in Doped Ultrananocrystalline Diamond Films, K. Panda, E. Inami, K. J Sankaran, Y. Sugimoto, 
N-H Tai, and I-N Lin, NIMS Conference 2015, Epochal Tsukuba（茨城県つくば市）, 2015-07-
14,  国際共著/国際学会である. 

25 Structure of Molecule Imaged by Atomic Force Microscopy at Room Temperature, K. Iwata, S. 
Yamazaki, P. Mutombo, P. Hapala, M. Ondracek, P. Jelinek and Y. Sugimoto, NIMS Conference 
2015, Epochal Tsukuba（茨城県つくば市）, 2015-07-14,  国際共著/国際学会である. 

26 原⼦間⼒顕微鏡を⽤いた単原⼦分⼦計測と操作, 杉本宜昭, 第 13 回 学融合ビジュアライゼーシ
ョンシンポジウム, 東京⼤学 柏キャンパス（千葉県柏市）, 2015-06-30. 

27 Si(111)表⾯上単⼀有機分⼦の室温原⼦間⼒顕微鏡測定, 岩⽥孝太、⼭崎詩郎、P. Mutombo、P. 
Hapala、M. Ondracek、P. Jelinek、杉本宜昭, 2015 年度前期 物性研究所 短期研究会, 東京⼤
学 柏キャンパス（千葉県柏市）, 2015-06-24. 

28 室温で動作する原⼦スイッチの組⽴, 稲⾒栄⼀、濱⽥幾太郎、上⽥啓市、阿部真之、森⽥清
三、杉本宜昭, 2015 年度前期 物性研究所 短期研究会, 東京⼤学 柏キャンパス（千葉県柏市）, 
2015-06-24. 

29 双⼦ Si 原⼦スイッチ間の相互作⽤と環境効果, ⼭崎詩郎、前⽥圭亮、⾼⾕玲平、澤⽥⼤輔、杉
本宜昭、阿部真之、P. Pou、L. Rodrigo、P. Motobbo、R. Perez、P. Jelinek、森⽥清三, ⽇本物
理学会 第 70 回年次⼤会, 早稲⽥⼤学, 2015-03-21 ‒ 2015-03-24. 

30 原⼦間⼒顕微鏡を⽤いたナノスペース間の原⼦操作, 杉本宜昭、Ayhan Yurtsever、平⼭直樹、
阿部真之、森⽥清三, 第 62 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東海⼤学, 2015-03-11 ‒ 2015-03-
14. 

31 室温で動作する鉛クラスタースイッチの組⽴, 稲⾒栄⼀、濱⽥幾太郎、上⽥啓市、阿部真之、
森⽥清三、杉本宜昭, 第 62 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東海⼤学, 2015-03-11 ‒ 2015-03-
14. 

32 Direct Observation and mechanism for Enhanced Electron Emission Sites in Pt Ion 
Implanted/Post-annealed Ultra nanocrystalline Diamond Films, K. Panda, E. Inami, K. J 
Sankaran, Y. Sugimoto, N-H Tai, I-N Lin, 第 62 回応⽤物理学会春季学術講演会, 東海⼤学, 
2015-03-11 ‒ 2015-03-14. 

33 Switching Behaviors of Atom Clusters created by Inter-NanoSpace Atom Manipulation, Y. 
Sugimoto, S. Yamazaki, E. Inami, A. Yurtsever, M. Abe, and S. Morita, Symposium on Surface 
and Nano Science 2015 (SSNS'15), Furano, 2015-01-14 ‒ 2015-01-18. 

34 Atomic Force Microscopy Study of Initial and Secondary Oxidation Stages of the Si(111)-(7x7) 
surface, J. Onoda, M. Ondracek, A. Yurtsever, P. Jelinek, and Y. Sugimoto, 22th International 
Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM22), Atagawa, 2014-12-11 ‒ 2014-12-13. 

35 Inter-nanospace atom manipulation for cluster assembly, Y. Sugimoto, A. Yurtsever, N. 
Hirayama, M. Abe, and S. Morita, “Inter-nanospace atom manipulation for cluster assembly, 22th 
International Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM22), Atagawa, 2014-12-11 ‒ 
2014-12-13. 

36 (2n×1) Reconstructions of TiO2(011) Revealed by Atomic Force Microscopy and Scanning 
Tunneling Microscopy, J. Onoda, C.L. Pang, A. Yurtsever, Y. Sugimoto, and G. Thornton, 22th 
International Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM22), Atagawa, 2014-12-11 ‒ 
2014-12-13. 
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37 Interplay between Current and Force on Si4 Atom Switch, S. Yamazaki, K. Maeda, Y. Sugimoto, 
M. Abe, P. Pou, L. Rodrigo, R. Perez, P. Mutombo, P. Jelinek, and S. Morita, 22th International 
Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM22), Atagawa, 2014-12-11 ‒ 2014-12-13. 

38 電流と⼒で駆動する分⼦的 Si スイッチ, ⼭崎詩郎，前⽥圭亮，⾼⾕玲平，澤⽥⼤輔，杉本宜
昭，阿部真之，Pablo Pou，Lucia Rodrigo，Pingo Mutobbo，Ruben Perez，Pavel Jelinek，森
⽥ 清三, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学, 2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

39 TiO2(011)-(2x1)表⾯の原⼦間⼒顕微鏡測定, 杉本宜昭、C.L. Pang、A. Yurtsever、⼩野⽥穣、
G. Thornton, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学, 2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

40 原⼦間⼒顕微鏡による酸素吸着 Si(111)-(7x7)表⾯の研究, ⼩野⽥穣、Ondracek Martin、
Yurtsever Ayhan、Jelinek Pavel、杉本宜昭, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学, 
2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

41 原⼦操作による室温動作が可能な鉛クラスタースイッチの組⽴, 稲⾒栄⼀、濱⽥幾太郎、上⽥
啓市、阿部真之、森⽥清三、杉本 宜昭, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学, 
2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

42 原⼦間⼒顕微鏡による分⼦薄膜の室温⾼分解能観察, 岩⽥孝太、⼭崎詩郎、杉本宜昭, 第 5 回分
⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学, 2014-11-25 ‒ 2014-11-26. 

43 原⼦間⼒顕微鏡を⽤いた原⼦操作とエネルギー散逸, 杉本宜昭, 第 34 回表⾯科学学術講演会, 
松江, 2014-11-06 ‒ 2014-11-08,  招待講演. 

44 トンネル電流と原⼦間⼒で競合的に駆動する Si 原⼦スイッチ, ⼭崎詩郎、前⽥圭亮、⾼⾕玲
平、澤⽥⼤輔、杉本宜昭、阿部真之、P. Pou、R. Lucia、M. Pingo、R. Perez、P. Jelinek、森⽥
清三, 第 34 回表⾯科学学術講演会, 松江, 2014-11-06 ‒ 2014-11-08. 

45 原⼦間⼒顕微鏡を⽤いた単⼀有機分⼦の室温測定, 岩⽥孝太、⼭崎詩郎、杉本宜昭, 第 34 回表
⾯科学学術講演会, 松江, 2014-11-06 ‒ 2014-11-08. 

46 Atomic force microscopy for imaging, identification and manipulation of single atoms, Y. 
Sugimoto, The 7th International Symposium on Surface Science and Nanotechnology (ISSS7), 
atsue, 2014-11-03 ‒ 2014-11-06,  招待講演. 

47 Room Temperature Chiral Switch of Nanocluster Created by Atom Manipulation, E. Inami, I. 
Hamada, K. Ueda, M. Abe, S. Morita, and Y. Sugimoto, The 7th International Symposium on 
Surface Science and Nanotechnology (ISSS7), atsue, 2014-11-03 ‒ 2014-11-06. 

48 Single Organic Molecule Measured by Atomic Force Microscopy at Room Temperature, K. Iwata, 
S. Yamazaki, and Y. Sugimoto, The 7th International Symposium on Surface Science and 
Nanotechnology (ISSS7), atsue, 2014-11-03 ‒ 2014-11-06. 

49 Non-contact atomic force microscopy study of initial and secondary oxidation products on the 
Si(111)-(7x7) surface, J. Onoda, M. Ondracek, A. Yurtsever, P. Jelinek, and Y. Sugimoto, The 
7th International Symposium on Surface Science and Nanotechnology (ISSS7), atsue, 2014-11-
03 ‒ 2014-11-06. 

50 Competing Force- and Current-Induced Atom Switching at Bi-stable All-Si Tetramer, S. 
Yamazaki, K. Maeda, Y. Sugimoto, M. Abe, P. Pou, L. Rodrigo, R. Perez, P. Mutombo, P. Jelinek, 
and S. Morita, The 7th International Symposium on Surface Science and Nanotechnology 
(ISSS7), atsue, 2014-11-03 ‒ 2014-11-06. 

51 Investigation of TiO2(011) Surface by Noncontact Atomic Force Microscopy and Scanning 
Tunneling Microscopy, A. Yurtsever, C.L. Pang, J. Onoda, Y. Sugimoto, and G. Thornton, The 
7th International Symposium on Surface Science and Nanotechnology (ISSS7), atsue, 2014-11-
03 ‒ 2014-11-06. 

52 Quantitative Kelvin probe force spectroscopy using voltage-pulse technique, E. Inami, and Y. 
Sugimoto, The 7th International Symposium on Surface Science and Nanotechnology (ISSS7), 
atsue, 2014-11-03 ‒ 2014-11-06. 
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53 Direct Observation of Enhanced Electron Emission Sites in Pt Ion Implanted/Post-annealed 
Ultra nanocrystalline Diamond Films, K. Panda, E. Inami, K.J. Sankaran, Y. Sugimoto, N.-H. Tai, 
I.-N. Lin, The 7th International Symposium on Surface Science and Nanotechnology (ISSS7), 
atsue, 2014-11-03 ‒ 2014-11-06. 

54 Atom-by-atom clustering by scanning probe microscopy, Y. Sugimoto, A. Yurtsever, N. 
Hirayama, M. Abe, and S. Morita, The 7th International Symposium on Surface Science and 
Nanotechnology (ISSS7), atsue, 2014-11-03 ‒ 2014-11-06. 

55 原⼦操作によるナノクラスターの組⽴, 杉本 宜昭、Ayhan Yurtsever、平⼭直樹、阿部真之、森
⽥清三, 第 75 回応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学, 2014-09-17 ‒ 2014-09-20. 

56 パルス法を⽤いたケルビンプローブフォーススペクトロスコピー, 稲⾒栄⼀、杉本 宜昭, 第 75
回応⽤物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学, 2014-09-17 ‒ 2014-09-20. 

57 単⼀ PTCDA 分⼦の⾼分解能室温 AFM 測定, 岩⽥ 孝太、⼭崎 詩郎、杉本 宜昭, 第 75 回応⽤
物理学会秋季学術講演会, 北海道⼤学, 2014-09-17 ‒ 2014-09-20. 

58 Si 原⼦スイッチにおける電流と⼒の競合, ⼭崎詩郎、前⽥圭亮、⾼⾕玲平、澤⽥⼤輔、杉本宜
昭、阿部真之、P. Pou、L. Rodrigo、P.Mutombo、R. Perez、P. Jelinek、森⽥清三, ⽇本物理学
会 2014 年秋季⼤会, 中部⼤学, 2014-09-07 ‒ 2014-09-10. 

59 Mechanical Atom Switching of Bistable Si4 Cluster, S. Yamazaki, K. Maeda, Y. Sugimoto, M. 
Abe, P. Pou, L. Rodrigo, R. Perez, P. Mutombo, P. Jelinek, and S. Morita, “Mechanical Atom 
Switching of Bistable Si4 Cluster, 17th International Conference on Non-Contact Atomic Force 
Microscopy (nc-AFM 2014), Tsukuba, 2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 

60 NC-AFM study of a SrTiO3(100)-(R13xR13)-R33.7 reconstructed surface, R. Shimizu, Y. 
Sugimoto, K. Akagi, M. Abe, S. Morita, and T. Hitosugi, 17th International Conference on Non-
Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 2014), Tsukuba, 2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 

61 Mechanical gate control for atom-by-atom cluster assembly with scanning probe microscopy, Y. 
Sugimoto, A. Yurtsever, N. Hirayama, M. Abe, and S. Morita, 17th International Conference on 
Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 2014), Tsukuba, 2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 

62 Selectable force and current-induced atom switching of Si tetramer, K. Maeda, S. Yamazaki, Y. 
Sugimoto, M. Abe, P. Pou, L. Rodrigo, R. Perez, P. Motombo, P. Jelinek, and S. Morita, 17th 
International Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 2014), Tsukuba, 
2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 

63 (nx1) Reconstructions of TiO2(011) Revealed by Noncontact Atomic Force Microscopy and 
Scanning Tunneling Microscopy, A. Yurtsever, C.L. Pang, J. Onoda, Y. Sugimoto, and G. 
Thornton, 17th International Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 
2014), Tsukuba, 2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 

64 AFM Measurement of Single PTCDA Molecule at Room Temperature, K. Iwata, S. Yamazaki, 
and Y. Sugimoto, 17th International Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-
AFM 2014), Tsukuba, 2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 

65 AFM study of initial and secondary oxidation products on the Si(111)-(7x7) surface, J. Onoda, 
M. Ondracek, A. Yurtsever, P. Jelinek, and Y. Sugimoto, 17th International Conference on Non-
Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 2014), Tsukuba, 2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 

66 Simultaneous noncontact AFM and STM of Ag:Si(111)-(R3×R3)R30, A. Stannard, A. 
Sweetman, Y. Sugimoto, M. Abe, S. Morita, and P. Moriarty, 17th International Conference on 
Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 2014), Tsukuba, 2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 

67 Kelvin probe force spectroscopy by a voltage-pulse technique, E. Inami, and Y. Sugimoto, 17th 
International Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 2014), Tsukuba, 
2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 
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68 Combined STM and AFM study on the mechanism for enhanced electron emission in Pt ion 
implanted UNCD films, K. Panda, E. Inami, K.J. Sankaran, Y. Sugimoto, N.-H. Tai, and I.-N. 
Lin, 17th International Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy (nc-AFM 2014), 
Tsukuba, 2014-08-04 ‒ 2014-08-08. 

 

A03 内藤グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 Self-Aligned Formation of Sub 1 nm Gaps Utilizing Electromigration during Metal Deposition, 

内藤 泰久, 松下 ⿓⼆, ⽊⼝ 学,  塚越 ⼀仁, ⽯⽥ 敬雄, 2015 International Chemical 
Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM), ハワイ、アメリカ, 2015-12-16. 

2 メタルマスクパターニングを⽤いた単分⼦計測⽤ナノギャップ電極作製, 内藤 泰久, 衛 慶碩, 
⽯⽥ 敬雄, 分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学、京都府京都市, 2015-10-23.  

3 メタルマスクパターニングを⽤いた単分⼦計測⽤ナノギャップ電極作製, 内藤 泰久, 衛 慶碩, 
⽯⽥ 敬雄, 応⽤物理学会, 名古屋国際会議場、愛知県名古屋市, 2015-09-13.  

4 Self-Aligned Formation of Sub 1 nm Gaps Utilizing Electromigration during Metal Deposition, 
内藤 泰久,⽯⽥ 敬雄, International Workshop of Molecular Architecton, 知床グランドホテル北
こぶし, 2015-08-05. 

5 蒸着中エレクトロマイグレーション法を⽤いた精密ナノギャップ作製, 内藤 泰久, 衛 慶碩, ⽯
⽥ 敬雄, 応⽤物理学会, 東海⼤学（神奈川県）, 2015-03-14.  

 

A03 坂⼝グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 Synthesis of functional nanocarbon molecules by surface-induced conformation-controlled 

mechanism, T. Nakae, H. Sakaguchi, International Congress on Pure & Applied Chemistry 
(ICPAC) 2018, Siem Reap (Cambodia), 2018-03-08, 国際共著/国際学会である.   招待講演 

2 Biomimetic on-surface synthesis of graphene nanoribbons, H. Sakaguchi, Global Research Efforts 
on Energy and Nanomaterials (GREEN 2017), Taipei(Taiwan), 2017-12-23, 国際共著/国際学会
である.  招待講演 

3 ⽣物模倣触媒によるグラフェンナノリボンの表⾯合成, 坂⼝浩司, 第 53 回 フラーレン・ナノチ
ューブ・グラフェン総合シンポジウム, 京都⼤学おうばくプラザ(京都府宇治市), 2017-9-15.  
招待講演 

4 Conformation-assisted synthesis of acene-type graphene nanoribbons on Au(111), T. Kojima, T. 
Nakae, H. Sakaguchi, International Symposium on Pure & Applied Chemistry (ISPAC)2017, Ho 
Chi Minh City(Vietnam), 2017-06-09, 国際共著/国際学会である.   招待講演 

5 ⽣物模倣触媒を⽤いる機能性ナノ炭素細線の合成, 坂⼝浩司, 応⽤物理学会関⻄⽀部平成 29 年
度第 1 回 講演会「マテリアルデザインとグリーンデバイスの最前線〜関⻄発、イノベーション
と若⼿研究者からの発信〜」, イーグレひめじ (兵庫県姫路市）, 2017-5-26.  招待講演 

6 ⽣物模倣型⾦属触媒作⽤を⽤いた幅制御したグラフェンナノリボンの合成, ⼩島崇寛, 宋 少堂, 
中江隆博, 坂⼝浩司, ⽇本化学会第 97 春季年会, 慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス(神奈川県横浜
市), 2017-03-19. 

7 ⽣物模倣型⾦属触媒作⽤を⽤いた幅制御したグラフェンナノリボンの合成, ⼩島崇寛, 宋 少堂, 
中江隆博, 坂⼝浩司, ⽇本化学会第 97 春季年会, 慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス(神奈川県横浜
市), 2017-03-16(ATP ポスター). 

8 Fabrication of Acene-Type Graphene Nanoribbons on Au(111), S. Song, T. Kojima, T. Nakae, H. 
Sakaguchi, Symposium on Surface Science & Nanotechnology -25th Anniversary of SSSJ Kansai-, 
Kyoto International Community House (京都府京都市), 2017-01-25, 国際共著/国際学会である. 

9 Observation of azulene-to-fulvalene rearrangement by AFM, A. Shiotari, K. Iwata, T. Nakae, Y. 
Shinagawa, S. Mori, T. Okujima, H. Uno, H. Sakaguchi, Y. Sugimoto, 24th International 
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Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM24), Honolulu(USA), 2016-12-14, 国際共著
/国際学会である. 

10 ⽣体模倣型触媒作⽤による新規アセン型 GNR の表⾯合成, 中江隆博, ⼩島崇寛, 宋 少堂, 坂⼝
浩司, 第 7 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 九州⼤学筑紫キャンパス, 2016-10-21. 

11 原⼦間⼒顕微鏡によるアズレン-フルバレン転位反応の⾼分解能測定, 塩⾜亮隼, 岩⽥孝太, 中江
隆博, 品川友志, 森重樹, 奥島鉄雄 ,宇野英満, 坂⼝浩司, 杉本宜昭, 第 7 回分⼦アーキテクトニ
クス研究会, 九州⼤学筑紫キャンパス, 2016-10-20. 

12 Surface Synthesis of graphene nanoribbons by conformation-controlled mechanism, T. Nakae, H. 
Sakaguchi, International Symposium on Pure & Applied Chemistry（ISPAC2016), 
Kuching( Malaysia), 2016-08-17, 国際共著/国際学会である.  招待講演. 

13 AFM/STM observation of azulene-to-fulvalene rearrangement in a small molecule, A. Shiotari, K. 
Iwata, T. Nakae, Y. Shinagawa, M. Shigeki, T. Okujima, H. Uno, H. Sakaguchi, Y. Sugimoto, 19th 
International Conference on Non-Contact Atomic Force Microscopy, Nottingham(UK), 2016-07-
29, 国際共著/国際学会である. 

14 Conformation-controlled Selective Growth of Carbon Nanoribbons, H. Sakaguchi, The 2nd 
International Symposium on Synthetic Two-Dimensional Polymers (S2DP-2), Todaiji Temple 
Cultural Center(奈良県奈良市), 2016-06-03, 国際共著/国際学会である.  招待講演 

15 CVD Synthesis of Acene-Type Graphene Nanoribbons by Surface-Conformation-Driven 
Mechanism, T. Nakae, S. Song, T. Kojima, H. Sakaguchi, The 2nd International Symposium on 
Synthetic Two-Dimensional Polymers (S2DP-2), Todaiji Temple Cultural Center(奈良県奈良
市), 2016-06-03, 国際共著/国際学会である. 

16 Bottom-up Synthesis of Graphene Nanoribbon with Precise Chiral Edge, G. Huang, T. Nakae, T. 
Kojima, H. Sakaguchi, The 2nd International Symposium on Synthetic Two-Dimensional 
Polymers (S2DP-2), Todaiji Temple Cultural Center(奈良県奈良市), 2016-06-03, 国際共著/国
際学会である. 

17 Novel Nanographene Material Synthesized via Chemical Vapor Deposition, S. Song, G. Huang, T. 
Nakae, T. Kojima, H. Sakaguchi, The 2nd International Symposium on Synthetic Two-
Dimensional Polymers (S2DP-2), Todaiji Temple Cultural Center(奈良県奈良市), 2016-06-03, 
国際共著/国際学会である. 

18 Synthesis of Acene-Type Graphene Nanoribbon by Surface-Induced Homochiral Polymerization, 
宋 少堂, 中江隆博, ⼩島崇寛, 坂⼝浩司, ⽇本化学会第 96 春季年会, 同志社⼤学京⽥辺キャンパ
ス（京都府京⽥辺市）, 2016-03-26. 

19 新規アセン型グラフェンナノリボンを与える表⾯変型分⼦の設計と重合・脱⽔素縮環機, 中江隆
博, 宋 少堂, ⼩島崇寛, 坂⼝浩司, ⽇本化学会第 96 春季年会, 同志社⼤学京⽥辺キャンパス（京
都府京⽥辺市）, (ATP ポスター), 2016-03-25. 

20 新規アセン型グラフェンナノリボンを与える表⾯変型分⼦の設計と重合・脱⽔素縮環機, 中江隆
博, 宋 少堂, ⼩島崇寛, 坂⼝浩司, ⽇本化学会第 96 春季年会, 同志社⼤学京⽥辺キャンパス（京
都府京⽥辺市）, 2016-03-24. 

21 Direct Observation of Homochiral Polymerization-Leading Growth of Graphene Nanoribbon on 
Au(111) Surface, S. Song, T. Nakae, T. Kojima, H. Sakaguchi, Institute for Chemical Research 
International Symposium 2016 (ICRIS'16), Uji campus, Kyoto university（京都府宇治市）, 
2016-03-07,  国際共著/国際学会である. 

22 Surface Synthesis of Acene-type Graphene Nanoribbon, T. Nakae, S. Song, T. Kojima, H. 
Sakaguchi, 第 50 回 フラーレン・ナノチューブ・グラフェン総合シンポジウム, 東京⼤学（東
京都⽂京区）, 2016-02-21. 
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23 Graphene Nanoribbons Produced by 2-Zoned Chemical Vapor Deposition, H. Sakaguchi, The 
2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2015), 
Honolulu(USA), 2015-12-20,  国際共著/国際学会である.  招待講演. 

24 Electronic properties of bottom-up synthesized graphene nanoribbons, T. Nakae, H. Sakaguchi, 
The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2015), 
Honolulu(USA), 2015-12-15,  国際共著/国際学会である. 

25 Edge structure controlled synthesis of graphene nanoribbons, S. Song, T. Nakae, T. Kojima, H. 
Sakaguchi, The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 
2015), Honolulu(USA), 2015-12-15,  国際共著/国際学会である. 

26 Synthesis of polycyclic aromatic hydrocarbons by AuCl catalyzed multicyclization: candidates for a 
rigid π organic molecular junction, T. Nakae, S. Sato, M. Takase, S. Mori, T. Okujima, H. Uno, 
H. Sakaguchi, The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 
(PACIFICHEM 2015), Honolulu(USA), 2015-12-15,  国際共著/国際学会である. 

27 新規アセン型 GNR のボトムアップ表⾯合成, ⼩島崇寛, 中江隆博, 宋少堂, ⽮野真葵, 坂⼝浩
司, 第 26 回基礎有機化学討論会, 愛媛⼤学城北ｷｬﾝﾊﾟｽ（愛媛県松⼭市）, 2015-09-24. 

28 しなやかな分⼦の⾃⼰組織化が駆動する新規アセン型 GNR の表⾯合成, 中江隆博, ⼩島崇寛, 
宋 少堂, ⽮野真葵, 坂⼝浩司, 第 6 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学桂キャンパスロ
ーム記念館(京都府京都市), 2015-10-24. 

29 Acene-type graphene nanoribbons fabrication by radical polymerization-chemical vapor 
deposition, 宋 少堂, 中江隆博, ⼩島崇寛 , 坂⼝浩司, 第 6 回分⼦アーキテクトニクス研究会, 
京都⼤学桂キャンパスローム記念館(京都府京都市), 2015-10-23. 

30 Bottom-Up Surface Synthesis of sub-1 nm Graphene Nanoribbons by Radical-polymerized-
Chemical Vapor Deposition, T. Nakae, H. Sakaguchi, International Workshop on Molecular 
Architectonics（IWMA 2015）, 知床グランドホテル 北こぶし（北海道斜⾥郡）, 2015-08-05,  
国際共著/国際学会である. 

31 Twisted π conjugated molecule measured by atomic force microscopy, K. Iwata, A. Shiotari, T. 
Nakae, Y. Shinagawa, S. Mori, T. Okujima, H. Uno, H. Sakaguchi, Y. Sugimoto, International 
Workshop on Molecular Architectonics（ IWMA 2015）, 知床グランドホテル 北こぶし（北海
道斜⾥郡）, 2015-08-04,  国際共著/国際学会である. 

32 Structure-controlled surface synthesis of molecular-width graphene nanoribbons by radical 
polymerization-chemical vapor deposition, 宋⼩堂, 藤⽥翔⼀郎, 中江隆博, 坂⼝浩司, ⽇本化学
会第 95 春季年会, ⽇本⼤学理⼯学部船橋キャンパス(千葉県船橋市）, 2015-03-29. 

33 2 ゾーン CVD 法による新規極細グラフェンナノリボンの構造制御合成, 中江隆博, 射⿅ 拓, 藤
⽥翔⼀郎, 宋⼩堂, 坂⼝浩司, ⽇本化学会第 95 春季年会, ⽇本⼤学理⼯学部船橋キャンパス(千
葉県船橋市）, 2015-03-26. 

34 ボトムアップ表⾯合成したアームチェア型グラフェンナノリボンの薄膜物性, ⼩島崇寛, 中江隆
博, ⽮野真葵, 坂⼝浩司, 電気化学会第 82 回⼤会, 横浜国⽴⼤学(神奈川県横浜市）, 2015-03-
15. 

35 分⼦細線幅グラフェンナノリボンのボトムアップ合成と電気特性, 中江隆博，射⿅拓，⽮野真
葵，⼩島崇寛，坂⼝浩司, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス(⼤
阪府豊中市), 2014-11-25. 

36 アームチェアー型 sub-1 nm グラフェンナノリボンの精密合成, ⽮野真葵，射⿅拓，中江隆博，
⼩島崇寛，坂⼝浩司, 第 5 回分⼦アーキテクトニクス研究会, ⼤阪⼤学豊中キャンパス(⼤阪府
豊中市), 2014-11-25. 

37 アームチェアー型 Sub-1 nm グラフェンナノリボンの精密合成, ⽮野真葵, 射⿅拓, 中江隆博, ⼩
島崇寛, 坂⼝浩司, 第 8 回物性科学領域横断研究会 凝縮系科学の最前線, ⼤阪⼤学豊中キャンパ
ス(⼤阪府豊中市), 2014-11-21. 
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38 Bottom-Up Synthesis of sub-1 nm Graphene Nanoribbons by Surface Polymerization, T. Nakae, 
T. Iruka, S. Fujita, M. Yano, T. Kojima, H. Sakaguchi, International Symposium on Integrated 
Molecular/Materials Science and Engineering (IMSE2014), Nanjing（China）, 2014-11-02, 国
際共著/国際学会である.  招待講演. 

39 Synthesis of T-shape acene-fused biazulene molecules, T. Nakae, T. Kikuchi, S. Mori, T. 
Okujima, H. Sakaguchi, T. Murafuji, H. Uno, International Symposium on the Synthesis and 
Application of Curved Organic π-Molecules and Materials (CURO-π), Obaku Plaza, Kyoto 
University(京都府宇治市), 2014-10-19, 国際共著/国際学会である. 

40 Synthesis of width-controlled sub-1nm graphene nanoribbons by radical polymerization-chemical 
vapor deposition, T. Nakae, M. Yano, T. Kojima, H. Sakaguchi, International Symposium on the 
Synthesis and Application of Curved Organic π-Molecules and Materials(CURO-π), Obaku 
Plaza, Kyoto University(京都府宇治市), 2014-10-19, 国際共著/国際学会である. 

41 ラジカル重合型化学気相成⻑法によるアームチェア端をもつ sub-1nm グラフェンナノリボンの
表⾯合成, 中江隆博, ⽮野真葵, ⼩島崇寛, 坂⼝浩司, 第 47 回フラーレン・ナノチューブ・グラ
フェン総合シンポジウム, 名古屋⼤学 IB 電⼦情報館(愛知県名古屋市), 2014-09-05. 

42 Highly Efficient Multi-Benzocyclization of 2-Iodoethynyl Groups by Using AuCl Catalyst, T. 
Nakae, Y. Kitahata, S. Sato, S. Mori, T. Okujima, H. Uno, H. Sakaguchi, XXVI International 
Conference on Organometallic Chemistry (ICOMC 2014), Royton Sapporo (北海道札幌市), 
2014-07-17, 国際共著/国際学会である. 

 

A03 吹留グループ（H28〜H29） 
1 オペランド顕微分光を⽤いた⾼速グラフェン・トランジスタの開発, 吹留博⼀, SPring-8 先端デ

バイス研究会, 品川 AP センター、東京,  招待講演. 
2 Operando spectromicroscopy on graphene transistors, H. Fukidome, Global Graphene Forum, 

Stockholm, Sweden,  国際共著/国際学会である / 招待講演. 
3 オペランド顕微分光を⽤いた⼆次元電⼦系デバイスの開発, 吹留博⼀, 第 36 回表⾯科学会講演

⼤会, 名古屋国際会議場、名古屋,  招待講演. 
 

A04 ⾚井グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 単分⼦吸着によって発現する カーボンナノチュブ素⼦におけるランダムテレグラフシグナルノ

イズ, 藤井逸⼈,Agung Setiadi,⾚井 恵,葛⻄誠也,⾦井康,松本和彦,桑原裕司, 2016 年第 63 回応⽤
物理学会春季学術講演会, 東京⼯業⼤学⼤岡⼭キャンパス, 2016-03-19. 

2 Coulomb-blockade in low-dimensional organic conductive polymer, M Akai-Kasaya, Y Okuaki, S 
Nagano1, T. Mitani2 and Y Kuwahara, Symposium on Surface Science (3S*16), St. Christoph in 
St. Anton am Arlberg, Austria, 2016-02-21,  国際共著/国際学会である. 

3 Molecular Characterization using Current Noise Measurement of Carbon Nanotube Device, M. 
Akai-Kasaya, A.Setiadi, H. Fujii, S. Kasai, Y. Kanai, K. Matsumoto, Y. Kuwahara, The Symposium 
on Surface and Nano Science 2016 (SSNSʼ16), Furano Hokkaido Japan, 2016-01-13,  国際共著/
国際学会である. 

4 Molecular Characterization using Current Noise Measurement of Carbon Nanotubes Device, 
Agung Setiadi, Hayato Fujii, Megumi Akai-Kasaya, Seiya Kasai, Yasushi Kanai, Kazuhiko 
Matsumoto, Yuji Kuwahara, Pacifichem 2015, Honolulu, Hawaii, 2015-12-15,  国際共著/国際学
会である. 

5 Coulomb-blockade transport in low-dimensional conjugated conductive polymers, Megumi Akai-
Kasaya1, S Nagano, T. Mitani and Y Kuwahara, Pacifichem 2015, Honolulu, Hawaii, 2015-12-15,  
国際共著/国際学会である. 
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6 Molecular characterization using current noise measurement of carbon nanotube device, M. Akai-
Kasaya, A.Setiadi, H. Fujii, S. Kasai, Y. Kanai, K. Matsumoto, Y. Kuwahara, 13th European 
Conference on Molecular Electronics (ECME), Strasbourg, France, 2015-09-01,  国際共著/国際
学会である. 

7 Molecular noise sources incorporated into carbo nanotube circuits aiming the emergence of 
collective stochastic rsonance, Megumi Akai-Kasaya, Agung Setiadi, Hayato Fujii, Seiya Kasai, 
Yasushi Kanai, Kazuhiko Matsumoto, Yuji Kuwahara, International workshop on molecular 
architectonics 2015, Shiretoko Grand Hotel ""Kita-Kobushi"", Shiretoko, Japan, 2015-08-03,  国
際共著/国際学会である. 

8 Synaptic Functions of Electro-polymerization Micro/nano Wiring System Using in Artificial 
Neural Network, D. N. Tuan, M. Akai-kasaya, T. Asai, A. Saito, Y. Kuwahara, American Physics 
Society, APS- March 2015 USA, 2015-03-02 ‒ 2015-03-05. 

9 GaAs ナノワイヤ FET およびカーボンナノチューブ素⼦の電流雑⾳特性, 井上慎也、葛⻄誠也、
アグン セティアディ、⾚井恵, 電⼦情報通信学会シリコン材料デバイス・電⼦デバイス合同研
究会, 北海道⼤学、札幌, 2015-02-05 ‒ 2015-02-06. 

10 Coulomb brocade transport in two dimensional organic polymer layer, M. Akai-Kasaya, Y. 
Kuwahara, International Symposium on the Functionality of Organized Nanostructures, 
Miraikagakukan Tokyo, 2014-11-16 ‒ 2014-11-17. 

11 Single-walled carbon nanotube devices exhibiting collective stochastic resonance, M. Akai-Kasaya, 
A. Setiadi, T. Asai, Yuji Kuwahara, International Symposium on Nonlinear Theory and its 
Applications, KKL Luzern Switzerland, 2014-09-13 ‒ 2014-09-15,  招待講演. 

12 Molecular Neuromorphic Learning Systems Consisting of Synaptic Devices on High-conductive 
Polypyrrole Films, M. Akai-Kasaya, S.Yamamoto, T. Asai and Y. Kuwahara, CMOS Emerging 
Technologies Research conference, Minatec in Grenoble, France, 2014-07-07 ‒ 2014-07-09,  招
待講演. 

 

A04 岸⽥グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 α”-(BEDT-TTF)2RbCo(SCN)4 のラマン散乱スペクトル，中村優⽃, 井⼝敏, 佐々⽊孝彦, ⽶⼭

直樹, 岩井伸⼀郎, 岸⽥英夫，⽇本物理学会 第 73 回年次⼤会（2018 年），東京理科⼤学 野⽥
キャンパス (千葉県野⽥市）, 2018-03-22. 

2 PMMA 膜中に分散させた多環芳⾹族炭化⽔素ベンゾ[ghi]ペリレンの電場変調吸収分光, ⼤橋亮
介, 中村優⽃, 吉⽥幸⼤ 岸⽥英夫, ⽇本物理学会 第 73 回年次⼤会（2018 年）, 東京理科⼤学 
野⽥キャンパス (千葉県野⽥市）, 2018-03-22. 

3 Raman Scattering Spectra of Charge Sensitive Modes in θ-type BEDT-TTF Salts, Yuto 
Nakamura, Hiromi Hayama, Yukihiro Yoshida, Gunzi Saito, Hideo Kishida, 14th Materials 
Science School for Young Scientists (KINKEN-WAKATE 2017) New Frontier of Molecular 
Materials (NFMM), Sendai, Japan, 2017-09-30, 国際共著/国際学会である. 

4 Charge Disproportionation and its External Field Effects in α′-Type BEDT-TTF Dimer-Mott 
Insulators, Hideo Kishida, Ryutaro Horikawa, Yuto Nakamura, Takaaki Hiramatsu, Yukihiro 
Yoshida, Gunzi Saito, 12th International Symposium on Crystalline Organic Metals, 
Superconductors and Magnets (ISCOM2017), Miyagi, Japan, 2017-09-28, 国際共著/国際学会で
ある. 

5 Optical Observation of Charge Disproportionation in θ-Type BEDT-TTF Salts with Zinc 
Complex Anion, Yuto Nakamura, Hiromi Hayama, Yukihiro Yoshida, Gunzi Saito, Hideo Kishida, 
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12th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets 
(ISCOM2017), Miyagi, Japan, 2017-09-26, 国際共著/国際学会である. 

6 Charge-Transfer Complexes Based on C2v-Symmetric Benzo[ghi]perylene, Yukihiro Yoshida, 
Shunsuke Tango, Kazuhide Isomura, Yuto Nakamura, Hideo Kishida, Takashi Koretsune, Makoto 
Sakata, Yoshiaki Nakano, Hideki Yamochi, Gunzi Saito, 12th International Symposium on 
Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets (ISCOM2017), Miyagi, Japan, 2017-
09-25, 国際共著/国際学会である. 

7 多環芳⾹族炭化⽔素 benzo[ghi]perylene 錯体のラマン分光, 丹後駿介, 中村優⽃, 岸⽥英夫, 中
野義明, ⽮持秀起, 吉⽥幸⼤, 齋藤軍治, ⽇本物理学会 2017 年秋季⼤会, 岩⼿⼤学 上⽥キャン
パス（盛岡市）, 2017-09-22. 

8 PMMA 膜中に分散させた多環芳⾹族炭化⽔素コロネンの光学応答, ⼤橋亮介, 中村優⽃, 岸⽥英
夫, 吉⽥幸⼤, 齋藤軍治, ⽇本物理学会 2017 年秋季⼤会, 岩⼿⼤学 上⽥キャンパス（盛岡市）, 
2017-09-22. 

9 Persistent and reversible photoinduced effects in α´-(BEDT-TTF)2AuBr2, Ryutaro Horikawa, 
Yuto Nakamura, Takaaki Hiramatsu, Yukihiro Yoshida, Gunzi Saito, Hideo Kishida, 6th 
International Conferences on Photoinduced Phase Transitions (PIPT6), Sendai, Japan, 2017-06-
05, 2017-06-06, 国際共著/国際学会である. 

10 α´-(BEDT-TTF)2AuBr2における光学応答と外場効果II, 堀川⻯太郎, 中村優⽃, 平松孝章, 吉
⽥幸⼤, 齋藤軍治, 岸⽥英夫, ⽇本物理学会 第72回年次⼤会, ⼤阪⼤学 豊中キャンパス（⼤阪府
豊中市）, 2017-03-18. 

11 亜鉛錯陰イオンを含むθ型BEDT-TTF塩の電荷秩序と光学応答, 中村優⽃, 巴⼭洋美, 吉⽥幸⼤, 
齋藤軍治, 岸⽥英夫, ⽇本物理学会 第72回年次⼤会, ⼤阪⼤学 豊中キャンパス（⼤阪府豊中市）, 
2017-03-18. 

12 BEDT-TTF化合物における光を⽤いた電荷秩序状態の制御, 堀川⻯太郎, 中村優⽃, 平松孝章, 
吉⽥幸⼤, 齋藤軍治, 岸⽥英夫, 分⼦アーキテクトニクス研究会第７回研究会, 九州⼤学筑紫キ
ャンパス（福岡県春⽇市）, 2016-10-20, 2016-10-21. 

13 α´-(BEDT-TTF)2AuBr2における光学応答と外場効果, 堀川⻯太郎, 中村優⽃, 平松孝章, 吉⽥
幸⼤, 齋藤軍治, 岸⽥英夫, ⽇本物理学会 2016年秋季⼤会, ⾦沢⼤学 ⾓間キャンパス（⾦沢市）, 
2016-09-13. 

14 κ-(BEDT-TTF)2Ag2(CN)3 の振動分光解析, 中村優⽃，平松孝章，吉⽥幸⼤，齋藤軍治，岸⽥
英夫, ⽇本物理学会第 71 回年次⼤会, 東北学院⼤学 泉キャンパス (仙台市）, 2016-03-19. 

15 重⽔素化コロネンを⽤いた電荷移動錯体のラマン散乱スペクトル, 磯村和秀，岸⽥英夫，吉⽥幸
⼤，齋藤軍治, ⽇本物理学会第 71 回年次⼤会, 東北学院⼤学 泉キャンパス (仙台市）, 2016-
03-19. 

16 Coronene-based cation radical salts with segregated columns, Yukihiro Yoshida, Kazuhide 
Isomura, Hideo Kishida, Yoshihide Kumagai, Motohiro Mizuno, Masafumi Sakata, Takashi 
Koretsune, Yoshiaki Nakano, Hideki Yamochi, Mitsuhiko Maesato, Gunzi Saito, 2015 
International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem 2015), Honolulu, Hawaii, 
USA, 2015-12-15, 国際共著/国際学会である. 

17 Coronene-based supramolecular rotors, Yukihiro Yoshida, Yoshihide Kumagai, Motohiro Mizuno, 
Kazuhide Isomura, Hideo Kishida, Gunzi Saito, 2015 International Chemical Congress of Pacific 
Basin Societies (Pacifichem 2015), Honolulu, Hawaii, USA, 2015-12-15, 国際共著/国際学会であ
る. 
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18 Current Oscillation and Pulse Generation Based on Nonlinear Conducting Behaviors in Organic 
Molecular Systems, Hideo Kishida, International Symposium on Nonlinear Theory and its 
Applications (NOLTA2015), Hong Kong, China, 2015-12-01, 国際共著/国際学会である. 

19 有機電荷移動錯体 α´-(BEDT-TTF)2AuBr2 における⾮線形伝導, 堀川⻯太郎，岸⽥英夫，吉⽥
幸⼤，齋藤軍治, 第６回分⼦アーキテクトニクス研究会, 京都⼤学 桂キャンパス （京都市）, 
2015-10-23. 

20 ⾼導電性コロネン π カラムの構築, 吉⽥幸⼤，磯村和秀，岸⽥英夫，熊⾕翼秀，⽔野元博，坂
⽥雅⽂，是常隆，中野義明，⽮持秀起，前⾥光彦，齋藤軍治, 第 9 回分⼦化学討論会, 東京⼯業
⼤学 ⼤岡⼭キャンパス (東京都）, 2015-09-16. 

21 θ42-(ET)4Zn(NCS)2X2(TCE) [X=Br, Cl]の圧⼒下電気伝導, 伊東裕，中村優⽃，岸⽥英夫，吉⽥
幸⼤，齋藤軍治, ⽇本物理学会 2015 年秋季⼤会, 関⻄⼤学 千⾥⼭キャンパス (⼤阪府吹⽥市）, 
2015-09-16. 

22 Formation of π-π Stacking of Cationic Coronene, Y. Yoshida, K. Isomura, H. Kishida, Y. 
Kumagai, M. Mizuno, M. Sakata, T. Koretsune, Y. Nakano, H. Yamochi, M. Maesato, G. Saito, 
11th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets 
(ISCOM2015), Bad Goegging, Germany, 2015-09-06,  国際共著/国際学会である. 

23 Electronic states of cationic-coronene complexes investigated by optical spectroscopy, Kazuhide 
Isomura, Hideo Kishida, Yukihiro Yoshida, Gunzi Saito, International Workshop on Molecular 
Architectonics, 北海道, 2015-08-03, 国際共著/国際学会である. 

24 分離積層構造を有するコロネン陽イオンラジカル塩, 吉⽥幸⼤、磯村和秀、岸⽥英夫、坂⽥雅
⽂、藤井雄佑、加賀⼭朋⼦、前⾥光彦、齋藤軍治, ⽇本化学会 第 95 春季年会, 千葉県船橋市, 
2015-03-27. 

25 κ 型 BEDT-TTF 化合物のアニオン層のラマン分光研究, 中村優⽃、平松孝章、吉⽥幸⼤、齋藤
軍治、⽶⼭直樹、佐々⽊孝彦、岸⽥英夫, ⽇本物理学会第 70 回年次⼤会, 東京都, 2015-03-24. 

26 κ-(BEDT-TTF)2CF3SO3 の光学伝導度スペクトルの冷却速度依存性, ⽔越和志、岸⽥英夫、伊
東裕、巴⼭洋美、吉⽥幸⼤、齋藤軍治, ⽇本物理学会第 70 回年次⼤会, 東京都, 2015-03-24. 

27 種々の分⼦配列を持つコロネン電荷移動錯体のラマン散乱スペクトル, 磯村和秀、岸⽥英夫、吉
⽥幸⼤、齋藤軍治, ⽇本物理学会第 70 回年次⼤会, 東京都, 2015-03-23. 

28 K-TCNQ の超⾼速発光ダイナミクス, 溝渕裕次郎、⼩⼭剛史、岸⽥英夫, ⽇本物理学会第 70 回
年次⼤会, 東京都, 2015-03-23. 

29 コロネンラジカル陽イオンを⽤いた 3 次元伝導性超分⼦ローターの開発, 吉⽥幸⼤、前⾥光彦、
熊⾕翼秀、⽔野元博、磯村和秀、岸⽥英夫、和泉正成、久保園芳博、⼤塚晃弘、⽮持秀起、齋
藤軍治, 第８回分⼦科学討論会, 広島県東広島市, 2014-09-23. 

30 κ-(BEDT-TTF)2CF3SO3 における光学応答の温度依存性 II, ⽔越和志、岸⽥英夫、巴⼭洋美、
吉⽥幸⼤、齋藤軍治, ⽇本物理学会 2014 年秋季⼤会, 愛知県春⽇井市, 2014-09-08. 

31 Electronic excitation spectroscopy of π‐electron systems using Raman processes, H. Kishida, 
ICOMF15 - LB15 15th International Conference on Organized Molecular Films, Jeju, Korea, 
2014-07-09, 招待講演. 

 

A04 柳⽥グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 Single Crystalline Metal Oxide Nanowires and Their Promises, Takeshi Yanagida, ISPlasma2016 

/ IC-PLANTS2016, Nagoya, 2016-03-08. 
2 Single Crystalline Metal Oxide Nanowires, Takeshi Yanagida, 3rd NUS-IMCE Workshop, 

Fukuoka, 2016-02-25. 
3 Oxide Nanowire Devices for Analyzing Biomolecules, Takeshi Yanagida, Pacifichem 2015, USA, 

2016-01-15. 
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4 Oxide Nanowire Devices for Analyzing Biomolecules, Takeshi Yanagida, Pacifichem 2015, USA, 
2015-12-15. 

5 単結晶⾦属酸化物ナノワイヤの材料設計とそのナノデバイス展開, 柳⽥ 剛, 電⼦情報技術産業
協会 第５回「量⼦現象利⽤デバイス技術分科会」, 新化学技術推進協会, 2015-12-07. 

6 単結晶⾦属酸化物ナノワイヤの材料設計とそのナノデバイス展開, 柳⽥ 剛, 電⼦情報技術産業
協会 第５回「量⼦現象利⽤デバイス技術分科会」, 新化学技術推進協会, 2015-12-07. 

7 Single Crystalline Metal Oxide Nanowires, Takeshi Yanagida, CEMS Topical Meeting on Oxide 
Interfaces 2015, Wako, 2015-10-05. 

8 Single Crystalline Metal Oxide Nanowires, Takeshi Yanagida, CEMS Topical Meeting on Oxide 
Interfaces 2015, Wako, 2015-10-05. 

9 Flexible Molecule Sensor using Single Crystalline Metal Oxide Nanowires, Takeshi Yanagida, 
International Symposium on Thin Film Technologies for Flexible Devices, Nagoya, 2015-09-14. 

10 Flexible Molecule Sensor using Single Crystalline Metal Oxide Nanowires, Takeshi Yanagida, 
International Symposium on Thin Film Technologies for Flexible Devices, Nagoya, 2015-09-14. 

11 Emerging Oxide Nanowires: Creation Concept and Their Promises for Novel Nanoscale Devices, 
Takeshi Yanagida, 228th ECS Meeting, USA, 2015-09-13. 

12 Emerging Oxide Nanowires: Creation Concept and Their Promises for Novel Nanoscale Devices, 
Takeshi Yanagida, 228th ECS Meeting, USA, 2015-09-13. 

13 ⾦属酸化物単結晶ナノワイヤ, 柳⽥ 剛, 第３回・酸化物研究の新機軸に向けた学際討論会, 東北
⼤学, 2015-08-04. 

14 ⾦属酸化物単結晶ナノワイヤ, 柳⽥ 剛, 第３回・酸化物研究の新機軸に向けた学際討論会, 東北
⼤学, 2015-08-04. 

15 Ultra Low Power Consumed Molecule Sensing on Single Crystalline Nanowires, Takeshi 
Yanagida, International Workshop on Molecular Electronics, Shiretoko, 2015-08-03. 

16 Ultra Low Power Consumed Molecule Sensing on Single Crystalline Nanowires, Takeshi 
Yanagida, International Workshop on Molecular Electronics, Shiretoko, 2015-08-03. 

17 ナノ構造情報に基づいた単結晶ナノワイヤの機能制御 2015, , 柳⽥ 剛, ⽇本セラミックス協会 
第 49 回基礎化学部会セミナー「低次元形態セラミックスの機能と構造制御」, ウインク愛知, 
2015-07-17. 

18 ⾦属酸化物単結晶ナノワイヤ, 柳⽥ 剛, ⽇本セラミックス協会 第 49 回基礎科学部会セミナー
「低次元形態セラミックスの機能と構造制御」, ウインク愛知, 2015-07-17. 

19 ⾦属酸化物単結晶ナノワイヤ, 柳⽥ 剛, 応⽤物理学会関⻄⽀部 平成２7 年度第１回講演会「酸
化物機能性材料が牽引するエレクトロニクスの新展開 〜関⻄発、⾰新技術と若⼿研究者からの
情報発信〜」, イーグレ姫路, 2015-06-22. 

20 ⾦属酸化物単結晶ナノワイヤ, 柳⽥ 剛, 応⽤物理学会関⻄⽀部 平成２７年度第１回講演会「酸
化物機能性材料が牽引するエレクトロニクスの新展開 〜関⻄発、⾰新技術と若⼿研究者からの
情報発信〜」, イーグレ姫路, 2015-06-22. 

21 Nanowires Alignment on Micrometer Scale Hydrophilic Patterns by Blade-coating Method, He 
Yong and Takeshi Yanagida, EMN Qingdao Meeting -- Energy Materials & Nanotechnology, 
China, 2015-06-14. 

22 Nanowires Alignment on Micrometer Scale Hydrophilic Patterns by Blade-coating Method, He 
Yong and Takeshi Yanagida, EMN Qingdao Meeting -- Energy Materials & Nanotechnology, 
China, 2015-06-14. 

23 Material Design of Metal Oxide Nanowires and Their Promises, Takeshi Yanagida, The 15th 
Ries-Hokudai International Symposium, Sapporo, 2014-12-16. 
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24 Energy Harvesting via Thermoelectricity of Self Organized Nanowires, Takeshi Yanagida, The 1st 
Asia Joint Workshop on Functional Materials Science -Thermoelectrics, Spintronics, Low-
dimensional Materials, and Soft matter-, Sapporo, 2014-08-01. 

25 Energy Harvesting using Nano-materials, Takeshi Yanagida, Japan America Frontiers of 
Engineering, Tokyo, 2014-06-09. 

 

A04 ⻑⾕川剛グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
1 Molecular gap-based atomic switch, ⻑⾕川剛, International Materials Research Congress 2017, 

Cancun/Mexico, 2017-8-23, 国際共著/国際学会である / 招待講演. 
2 New types of gap-type atomic switches using molecular layers, ⻑⾕川剛, 21st International 

Conference on Solid State Ionics, Padua/Itary, 2017-6-20, 国際共著/国際学会である / 招待講演. 
3 Tug-of-war devices for interconnection of artificial synapses, Carolin Lutz, Tsuyoshi Hasegawa, 

International Conference on Memristive Materials, Devices & Systems (MEMRISYS 2017), 
Athens/Greece, 2017-4-4, 国際共著/国際学会である / 招待講演. 

4 Ion control in an electronically insulative thin layer for neuromorphic application,⻑⾕川
剛,International Workshop on Dielectric thin films for future electron devices,科学未来館,2015-
11-04, 国際共著/国際学会である / 招待講演. 

5 Towards Atomic Switch Network Computing,⻑⾕川剛, International Workshop Advances in 
ReRAM (Materials & Interfaces), イタリア, 2015-10-15, 国際共著/国際学会である / 招待講演. 

6 ReRAM 動作における⾦属イオン拡散とフィラメント形成の特徴, ⻑⾕川剛, 第 76 回応⽤物理
学会秋季学術講演会, 名古屋国際会議場, 2015-09-15. 

7 Atomic Switch-based Tug-of-War,Carolin Lutz, Toyohiro Chikyo, Song-Ju Kim, Tsuyoshi 
Hasegawa,International Workshop on Molecular Architectonics,知床,2015-08-03, 国際共著/国際
学会である. 

8 ⾼分⼦電解質を⽤いた原⼦スイッチ動作の温度依存性,鶴岡徹、モハパトラソーミャ,カーティッ
ククリシュナン, ⻑⾕川剛、⻘野正和,第 62 回応⽤物理学会春季学術講演会,東海⼤学（神奈
川）,2015-03-11- 2015-03-14. 

9 Photocurrent generation of perylene diimides on a nanogap device / Photocurrent generation of 
perylene diimides on a nanogap device,アラメル、⻑⾕川剛、鶴岡徹、⻘野正和, MANA 
International Symposium,国際会議場（つくば）,2015-03-11 - 2015-03-13. 

10 Topographic and electronic properties of 3,4,9,10-Perylene TetraCarboxylic Dianhydride 
(PTCDA) on Indium Tin Oxide (ITO) Surface,アラメル、⻑⾕川剛、鶴岡徹、⻘野正和, MRS-
Id meeting 2014,バリ（インドネシア）,2014-09-26 ? 2014-09-28, 国際共著/国際学会である. 

 

A04 佐々⽊グループ（H28〜H29） 
1 κ-H3(Cat-EDT-TTF)2 におけるプロトン揺らぎがもたらす π 電⼦サーモクロミズム II, 伊藤桂

介, 橋本顕⼀郎, ⼩林亮太, 上⽥顕, 森初果, 井⼝ 敏, 佐々⽊孝彦, ⽇本物理学会 2016 年秋季⼤
会, ⾦沢⼤学, 2016-09-13. 

2 ダイマーモット絶縁体 β'-(BEDT-TTF)2ICl2 の輸送ノイズ測定 III, 井⼝敏, ⿊⼦めぐみ, ⾕⼝
弘三, B. Hartmann, J. Mueller, ⾕⼝弘三, 佐々⽊孝彦, ⽇本物理学会 2016 年秋季⼤会, ⾦沢⼤
学, 2016-09-13. 
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<図書> 

1. 新学術領域メンバーを中心として出版した書籍 

Molecular Architectonics The Third Stage of single Molecule Electronics (Editor: T. Ogawa), in Advances in 

Atom and Single Molecule Machines (Editor: J. Christian), 7th, July, 2017, Springer. 

 

領域に所属する執筆者の所属グループと執筆箇所 

Editor A01 小川グループ 小川琢治 

 

A04 葛西グループ 葛西誠也 他, “Detection and Control of Charge State 

in Single Molecules TowardInformaticsinMoleculeNetworks”, 69-94 ページ. 

A04 松本グループ 松本卓也 “DNA Molecular Electronics”, 95-110 ページ. 

A04 赤井グループ 赤井恵 “Coulomb-Blockade in Low-Dimensional 

Organic Conductors”, 135-164 ページ. 

A04 浅井哲グループ 大矢剛嗣、浅井哲也 “Emerging Computations on 

Nano-Electronic Circuits and Devices”, 135-164 ページ.  

A02 米田グループ 米田忠弘 “Assembly and Manipulation of Adsorbed 

Radical Molecules forSpinControl”, 219-252 ページ. 

A02 小林グループ 小林範久、中村一希 “Interelectrode Stretched Photoelectro-Functional DNA 

Nanowire”, 321-340 ページ.  

A03 多田グループ Lee SeeKei、 山田亮、夛田博一 “Charge Transport Mechanisms in Oligothiophene 

Molecular Junctions Studied by Electrical Conductance and Thermopower Measurements”, 341-354 ページ. 

A02 高木グループ 高木紀明、Hiraoka, R “Electron Transport Through a Single Molecule in Scanning 

TunnelingMicroscopyJunction”, 355-380 ページ. 

A03 山田グループ 山田豊和 “Spin Polarization of Single Organic Molecule Using Spin-PolarizedSTM”, 381-

398 ページ. 

A01 西原グループ、A02 山野井グループ 山野井慶徳、宮地麻里子、西原寛 “Modification of Electrode 

Interfaces with Nanosized MaterialsforElectronicApplications”, 399-418 ページ.  

A01 小川グループ 小川琢治、Handayani Murni “Design and Syntheses of Molecules for Nonlinear 

and Nonsymmetric Single-Molecule Electric Properties”, 419-438 ページ. 

A01 宇野グループ 宇野英満他(全４名) “Synthesis of Rigid π Organic Molecular Architectures 

and Their Applications in Single-Molecule Measurement”, 439-466 ページ. 

A03 坂口グループ 中江隆博、坂口浩司 “SurfaceSynthesisofMolecularWireArchitectures”, 467-486 ページ. 

A01 寺尾グループ 寺尾潤 “Synthesis of Conjugated Polyrotaxanes and Its Application toMolecularWires” 

487-512 ページ. 

A01 家グループ 家裕隆、安蘇芳雄 “Synthesis and Properties of Novel Organic Components 

TowardMolecularArchitectonics”, 513-538 ページ. 

 

その他、領域に所属しない執筆の執筆分：５章 
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(参考 研究期間終了後に出版された書籍) 

分子アーキテクトニクス 単分子技術が拓く新たな機能, 日本化学会編, 化学同人 (2018 年 12 月 25 日) 

 

執筆・編集担当者一覧 

領域関係者（執筆順） 

A03 木口学 

A03 山田亮（多田グループ） 

A02 高木紀明 

A03 長谷川修司 

A02 杉本宜昭 

A01 寺尾潤 

A01 家裕隆 

A01 小川琢治 

A04 柳田剛 

A04 長谷川剛 

A03 中村恒夫（浅井美グループ） 

A04 松本卓也。 

 

領域以外 ５章分 

 

上記以外の書籍 

 

計画班 

A01 宇野グループ 
Uno, H. Cycloreversion Approach For Preparation of Large π-Conjugated Compounds. In Methods and 
Applications of Cycloaddition Reactions in Organic Syntheses; Wiley-Blackwell, 2014; pp 429–470. 
https://doi.org/10.1002/9781118778173.ch15. 

 
A02 ⾼⽊グループ 
(1)  N. Takagi; C.-L. Lin; R. Arafune. Silicene on Ag(111). In Encyclopedia of Interfacial Chemistry 1st 

Edition; Elsevier, 2018. 
(2)  Takagi, N.; Lin, C. L.; Arafune, R. Silicene on Ag(111): Structure Evolution and Electronic Structure. In 

Silicene; Springer Series in Materials Science; Springer, Cham, 2016; pp 143–165. 
https://doi.org/10.1007/978-3-319-28344-9_7. 

 

A03 浅井美グループ 
Bürkle, M.; Pauly, F.; Asai, Y. Thermoelectric Transport from First-Principles—Biphenyl-Based Single-
Molecule Junctions. In Materials for Energy Infrastructure; Springer, Singapore, 2016; pp 43–51. 
https://doi.org/10.1007/978-981-287-724-6_5. 
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A03 ⼭⽥グループ 
(1)  Yamada, T. K. Single Molecular Spintronicspin-Polarized Scanning Tunneling Microscopy. In Electronic 

processes in organic electronics: Bridging electronic states and device propertiesCompendium of Surface 
and Interface Analysis; The Surface Science Society of Japan, Ed.; Springer, Tokyo: Singapore, 2015; pp 
637–641. 

(2)  山田豊和. スピン偏極走査トンネル顕微鏡. In マイクロビームアナリシス・ハンドブック; オーム社, Ed.; 
Springer, Tokyo: Singapore, 2014; pp 203–206. 

 

A04 葛⻄グループ 
Kasai, S.; Zhao, H.-Q.; Shiratori, Y.; Mohamed, T.; Yanushkevich, S. N. Boolean Logic Circuits on 
Nanowire Networks and Related Technologies. In Nanophotonic Information Physics; Nano-Optics and 
Nanophotonics; Springer, Berlin, Heidelberg, 2014; pp 115–143. https://doi.org/10.1007/978-3-642-
40224-1_5. 

 

A04 浅井哲グループ 
(1)  Asai, T.; Peper, F. Explorations in Morphic Architectures. In Emerging Nanoelectronic Devices; Wiley-

Blackwell, 2014; pp 443–455. https://doi.org/10.1002/9781118958254.ch22. 
(2)  Asai, T. Reaction-Diffusion Media with Excitable Oregonators Coupled by Memristors. In Memristor 

Networks; Springer, Cham, 2014; pp 625–635. https://doi.org/10.1007/978-3-319-02630-5_28. 
(3)  Asai, T. Memristor-CMOS-Hybrid Synaptic Devices Exhibiting Spike-Timing-Dependent Plasticity. 

VLSI: Circuits for Emerging Applications (Eds. Wojcicki T. and Iniewski I. ) 2014. 
 

公募班 

A01 寺尾グループ（H26〜H27 および H28〜H29） 
寺尾潤. シーエムシー出版 / シクロデキストリンの科学と技術; CMC出版, 2013. 
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4. 研究領域の設定⽬的の達成度 
 1974 年に Aviram と Ratner によって提案された「分子整流器」は、多くの研究者の興味をひき、

分子設計技術と電極-分子-電極システムの作製および電気特性計測技術の発展をもたらした。2000 年

までは技術的な難しさから、有機単分子膜を用いた擬似的な単分子計測が中心であったが（第１ステ

ージ）、40 年を経てようやく実験的に整流性が確認されるに至り（Tao et. al, Nature Chemistry 2009）、
精密な分子設計による高機能のスイッチング素子の作製が期待されていた。分子合成においては、日

本のグループが高い技術を有し、整流特性を示す分子をはじめ、長さ 100 nm を超える分子ワイヤー

なども合成され、電気伝導度の長さ依存性や温度依存性も計測可能となっていた（A03 夛田・A03 浅

井美 2012）。さらには、強磁性電極間に分子を挿入し、スピン注入および輸送特性の計測も可能とな

っていた（A03 山田 2011、 A03 夛田 2011）。すなわち、電極-分子-電極システムにおける単一分子

の電気伝導度計測手法はほぼ確立し（第２ステージ）、分子のもつ短所である熱的不安定性やゆらぎを

克服し、個々の分子の損傷や誤動作を集団としてカバーする分子の組織化と恊働現象による機能の発

現に挑戦すべき第３ステージに入ったといえる。一方、走査トンネル顕微鏡（STM）を中心とする表面

計測技術も 10T の強磁場中、１K以下の極低温下での計測が可能となり、清浄表面に固定した分子の

電子構造、振動構造、スピン状態を原子分解能で解析するに至っていた。特に、分子のスピン自由度の

利用は、スピントロニクス分野および量子情報分野における新しい演算処理につながる重要な課題と

して注目が集まっていた。分子の持つπ電子の配置ひとつでスピン状態が変化することも確認されて

おり（A02 米田 2011）、より高度な構造設計によりスピン制御による演算も可能になると期待できた。

こうした分子機能を工学的に有用な信号処理機能へ導き利用できるようにすることが分子アーキテク

トニクスの目指すところである。しかしながら、その実現にはさまざまなゆらぎやノイズが障害とな

る。 

 一方、生物はゆらぐ環境の中でノイズを巧みに利用しながら極めて高いエネルギー効率で機能して

いる。個々の素子が損傷または誤動作しても、集団として機能を維持している。無機半導体分野では、

生物の手法に学び素子の非線形性とダイナミクスを利用しノイズやゆらぎとの共存協調を目指す研究

に期待が寄せられている。こうした手法は有機分子材料との親和性が高く、単一分子エレクトロニク

ス研究の第３ステージを展開する際の有力なアプローチとなる。 

 世界的には、欧米のグループが、市販の分子（特に分子量の小さな分子）を用いて、物理的な計測に

特化しているのに対し、日本のチームは、テーラーメードで設計・合成された分子を用い、分子の個性

を引き出すための計測実験を行う特徴がある。 

 本研究領域では、精密に設計された分子を、幾何学的・電子的構造の規定された物質表面上に、接続

方法を制御して配置し、キャリアおよびスピンの輸送に伴い、単一分子の組織体が恊働して発現する

機能の創成を目標とした（図１）。それは、

あたかも「分子でできた建築物」（分子アー

キテクチャ）を構築するようであり、研究者

は、いわば「分子アーキテクト」（分子建築

士）として、「設計」と「ものづくり」に参

加する。したがって、基本的な戦略は、「設

計図」および「設計思想」（アーキテクト）

を創ることからはじまった。「土台」となる

表面の設計と精査・改質（研究項目 A02）、

「柱や梁」となる分子の設計と吟味・改良 図１. 研究項目とその連携. 
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（研究項目 A01）、表面と分子（土台と柱）、分子と分子（柱と梁）の接続の設計と検査・改造（研究

項目 A03）が極めて重要となる。さらに、「建物」が、調和して地震に耐えるように、分子の持つ短所

であった熱的不安定性や構造ゆらぎを積極的に信号処理に取りいれ、恊働して機能を発現するための

新しい方法論と構造設計指針を導出することを目標とした（研究項目 A04）。 

申請時に、領域として「何をどこまで明らかにするか」として下記の４つの目標を設定した。 

目標１ 分子へのキャリアやスピンの注入において重要な役割を担う電極表面と分子の接合部分の電

子状態を原子レベルで明らかにし、注入効率のよい接合様式に関する設計指針を与える。 

目標２ 非対称および非線形伝導現象やクーロンブロッケード、量子伝導（波動性）と熱活性伝導（粒

子性）のクロスオーバー等、分子組織体を用いて信号処理を行うための要素現象の機構と構造

−機能相関を電荷キャリアとスピンの伝導に対して明らかにする。 

目標３ 単分子接合の特性を光や電場、磁場によりスイッチング制御するための設計指針を導出する。 

目標４（領域の目標） 単分子接合の特性を上手く活かすための分子の適切な配置・ネットワーク構造

をデザインし、恊働現象で発現する機能の設計を行い、有機分子のエレクトロニクス利用にお

ける短所である熱的不安定性や構造ゆらぎを積極的に信号処理に利用し、個々の分子の損傷や

誤動作を恊働して克服するための新しい方法論と構造設計指針を導出する。 

○この目標の達成のため、A01-A04 の４つの研究項目（研究班）を設定し、各研究計画を実施すると

ともに、班内および班間の共同研究を戦略的に立案・推進し、以下のような成果を得た。（名前 A／

名前 B）は共同研究の成果であることを示す。 

 

目標１の達成状況 

これまでの分子エレクトロニクス研究では、電極と

して金を用い、分子と電極を接合するアンカーとし

ては、金と親和性のよいチオール基を用いた分子接

合に関する研究が中心であった。本領域では、多様な

分子接合を実現するためアンカー部および電極材料

の拡張を図った。まず、アンカー部に関しては、三脚

型アンカー（家）や環状π電子系アンカー（小川、宇

野、家）を設計・合成し、安定な電気的接続が可能な

ことを実証した。三脚型アンカーの接合官能基の違

いにより注入されるキャリア（電子、正孔）を制御で

きることを熱起電力測定（多田／家）により明らかに

し（図２）、π電子系アンカーは金属だけでなくグラ

フェンやカーボンナノチューブの炭素系電極と安定

した接合が形成できることを示した（家／松本和）。

金属表面に吸着した環状型π電子化合物について

は、走査型プローブ顕微鏡を用いて、その吸着構造と

電子状態およびスピン状態を分子内分解能で明らか

にし（米田／小川、高木、杉本公募）、目標２の非線

形な電気伝導を実現するための界面設計指針の導出

につながった。 

図２.三脚アンカー分子（左）と、熱起電力測定
（右）により明らかになった電荷キャリアの官能基
依存性. 

図３.グラフェンに吸着させるためのアンカーを取
り付けたチオフェン重合体(P3HT）（上）.グラフェ
ンナノギャップ電極に架橋したP3HT の 原子間力顕
微鏡像（下）. 
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一方、電極に関しては、強磁性金属（山田、多田）、

グラフェン（松本和）、グラフェンナノリボン（坂

口公募）、カーボンナノチューブ（小川、赤井公募）、

水素終端シリコン（山野井公募）、シリセン（高木、

石田、長谷川修）と分子の接合について検証した。

強磁性電極を用いた分子接合では、磁気抵抗効果

特性の発現を確認し、目標３のスイッチング素子

の実現につながる知見が得られた。また、グラフ

ェンにナノ加工を施して電極とし、分子ワイヤーを架橋した（家／松本和／浅井美）（図３）。これは、

安定した固定電極を用いた素子の設計指針となる。カーボンナノチューブと分子の接合では、目標４

のノイズを用いた信号処理に向けた成果につながった（小川／赤井公募／浅井哲）。これらの研究は、分

子アーキテクトニクスの基盤技術として重要な指針となっており、当初の目標を達成したといえる。 

また、電極表面での π 電子化合物の吸着構造・電子構造を解明する過程で、自由空間で本来ねじれ

ている有機分子が表面に吸着することによって、平面化し、化学反応が促進されたことが原子間力顕

微鏡（AFM）により分子内構造を可視化することにより明らかとなった（宇野／杉本／坂口）（図４）。

くわえて、AFM の探針からの力によって化学反応が引き起こされる様子も観測されるなど、単分子メカ

ノケミストリー分野としての広がりを期待させる。共同研究の結果、領域外へも波及効果の大きな結

果を得られたことの意義は大きい。 

 

目標２の達成状況 

目標４の達成には、非線形および非対称な電気伝導を

示す分子接合の実現が不可欠であるとの共通認識のも

と、整流特性や負性微分抵抗を発現する分子接合を作製

し、その発現機構を明確にすることを重要な課題とし

た。その結果、ふたつの新しい機構による整流特性を確

認した（図５）（小川／多田、アルブレヒト／多田）。

ひとつは、ドナー分子およびアクセプター分子の分子面

を直交させて接合する設計であり、これまでより高い整

流比を実現した。もうひとつは、電極間に発生する強電

界により分子軌道が変形することを利用したもので、新

たな整流素子の設計指針を与えた。また、ねじれや折れ

曲がりのない完全剛直型のオリゴチオフェン分子を合

成することで量子伝導と熱活性伝導のクロスオーバー

について明らかにした（家／多田）。単分子ダイオード

や量子伝導の予測方法は、分子エレクトロニクスでは最

も根幹をなす研究対象でありながら、分子構造・計測結

果・理論解析を体系的に行った研究例は数少なく、実験・

理論の両面から新奇メカニズムの提唱と実証を行えた

ことは、大きな進展があった点といえる。 

 

 

図４.基板表面に吸着することで平面化した分子
（左）と吸着後の構造変化（右）.白黒画像は AFM 像. 

図５.ドナー・アクセプター分子を直交させ
分子軌道を断裂させた単分子ダイオード
（上）と、局所双極子モーメントをもつ官能
基を連結し、電界による分子軌道の変形を利
用した単分子ダイオード（下）. 

図６.Ni を電極とダイオード分子の接合
の磁気抵抗効果．印加電圧方向を反転さ
せると磁気抵抗比が変化する． 
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目標３の達成状況 

グラフェンを電極とする分子ワイヤーの架橋構造では、光

照射およびゲート電界印加による電流の変調を確認した（家

／松本和／浅井美）。また、強磁性電極を用いた分子接合で

は、磁場印加による抵抗変化（磁気抵抗効果）を確認し、電

極間の電場によって誘起される接合様式の変化は、抵抗比お

よび符号に影響を与えることを見出した（図６）（多田／ア

ルブレヒト公募）。これらの結果は、スイッチング素子の設計

指針を得るという目標３を達成したものである。 

さらに、金属イオンを内包するポルフィリンアレイの電気

伝導度計測を行い、分子のキャリア透過率が、官能基ごとの

キャリア透過率の積で表されることを実証した（図７）（小

川／多田）。この結果は、分子の官能基の組み合わせで電気

伝導度特性を設計できることを示しており、分子エレクトロ

ニクスにおいて新しい方法論を導入したものである。さら

に、分子薄膜などの電気伝導度が、クーロンブロッケードに

よって説明されることも見出し（松本卓／赤井公募）、これ

は、有機材料の電気伝導機構の理解に新しい概念を提示した

ものであり、これらの研究は、単分子エレクトロニクスおよ

び有機薄膜エレクトロニクスの進展に寄与する成果である。 

 

目標４（領域の目標）の達成状況 

協働機能として確率共鳴を対象とし、その実現に向けた素子

構造を研究した。半導体ナノワイヤに分子を吸着させた系で

は、ナノワイヤを流れる電流に分子の価数ゆらぎに起因する

ノイズが発生することを見出した（葛西）。このことをヒント

とし、電極間に複数本のカーボンナノチューブを架橋し、酸化

還元能をもつ分子を吸着させることで、素子の内在ノイズを

利用した確率共鳴をはじめて確認した（赤井公募／葛西）。ま

た、カーボンナノチューブとポリ酸（H3PMo12O40 : POM）分子の

ネットワーク構造に電圧を印加すると自励発振的に電圧パル

スが生じる現象を見出し（図８）（浅井哲／小川／赤井公募）、

脳の情報処理を模したパルスを利用した情報処理のモデルを

構築し、シミュレーションによりその原理を実証した（浅井哲

／小川／赤井公募）。さらに、金属ナノ粒子と分子の結合による

ネットワークでは、多入力の信号が加算されるミキサー効果

があることを明らかにした（松本卓）。以上の結果より、目標

４は十分達成されたといえる。これに加え、自己組織的にネッ

トワークを形成するポリマーの作製と演算の実現（図９）（赤

井公募）や自励スパイク発生現象のリザーバ計算機への応用方法の提唱（浅井哲）など分子アーキテクト

ニクスの情報工学分野への発展に寄与する成果の創出につながった。 

  

図７.ポルフィリンラダー型分子の構造.
分子のキャリア透過率が、各官能基の透
過率の積で予測可能であることを示した. 

図８.単層カーボンナノチューブ
（SWNT）とポリ酸（POM）分子のネット
ワーク構造（上）と，電圧を印加した
際に観察された自励発振的な電圧パル
ス（下）. 

図９.電解重合による導電性分子の自
己組織的ネットワーク形成. 
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５．研究成果の概要 
領域の達成目標と特に関連の深い成果については、４で触れた。ここでは、それ以外の成果を簡単に

まとめた。研究グループごとの成果の詳細については、領域 web ページ（http://molarch.jp/）、あ
るいは、kaken データーベース（https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-AREA-2509/）を参
照いただきたい。 

A01 計画班                                                         

分子合成技術を駆使して単分子素子の構成ユニットを開発した。A02、A03、A04 班との共同研究による

フィードバックを受けてテーラーメードの材料開発を進め、特に A04 班との連携によりニューロモル

フィックな分子デバイスに必要な構成要素を開発した。 

小川グループは、単層カーボンナノチューブ（SWCNT）/（POM）ネットワーク材料において、自発的電

流インパルスを観測し、A04 浅井哲グループ・A04 赤井グループと共同でそのメカニズムを明らかにし

た(Nature Commun. 2018, Accepted.)（図８）。家グループは、A03 夛田グループと共同で三脚型分子を

用いることで、単分子接合の電荷キャリアをアンカー部の官能基で制御できることを示した（J. Phys. 
Chem. Lett., 2015）（図２）。宇野グループは、A03 杉本グループ、A03 坂口グループと共同で、捻じれ

たπ電子系を有する分子が単結晶基板上で平面化すること、さらに平面化によって特異な化学反応が

起こることを非接触 AFM による分子内分解能の画像解析により明らかにした（Nature Commun., 2017）
（図４）。 

A01 公募班                                                          

２次元シートや超分子、デンドリマーなど、より高次の集合体の研究が活発に行われ、単分子機能に加

え、本領域が目指す、恊働機能を実現するための「建築構造」の作製に向けた研究を進展させた。 

西原グループは、錯体分子の持つ対称性や機能を活用し、 (a) カゴメ格子、(b)エレクトロクロミッ

ク機能 (c) 光電変換機能を持つ二次元ナノシートの合成に成

功し (Nature Commun. 2015)、その電子物性を A03 長谷川修グ

ループとの共同研究により明らかにした（J. Am. Chem. Soc., 
2014）（図１０上）。田代グループは、独自の超分子錯体ナノ

ファイバ構造中に銀イオンを内包させることに成功し (J. Am. 
Chem. Soc. 2014)、A04 葛西グループと共同でナノギャップ電

極間に超分子ナノファイバを架橋させることに成功した。松下

グループは、単分子有機スピントロニクスに必要なスピン偏極

ドナー分子を開発し、A02 高木グループ、A03 内藤グループと

共同で単分子磁気抵抗効果の検出を試みた。アルブレヒトグル

ープは、双極子モーメントを持つ分子を開発し、A03 夛田グル

ープと共同で新奇単分子ダイオードの開発に貢献した（図５）。

寺尾グループは、A03 夛田グループと共同で、金属錯体をリン

カーにした分子ワイヤにおいて、メタルとπ電子の結合が弱い

場合にホールの易動度が大きくなることを明らかにした (J. 
Phys. Chem. C, 2016) （図１０下） 。樋口グループは、メタロ

超分子ポリマーにより、アルブレヒトグループの分子と類似の特性を持つ双極子モーメントをもつ分

子鎖の三次元的ネットワークを作製した (ACS Appl. Mater. Interfaces, 2017) 。 

 

A02 計画班                                                 

走査型トンネル顕微鏡を中心とした精密測定によって、基板表面に固定されることにより誘起される

特異的な分子の電子状態やそれによって産み出される磁気特性を解明した。グラフェンを電極とした

分子素子を展開した。 

米田グループは、極低温走査型トンネル顕微鏡（STM）により、Au表面に吸着したコロール分子が磁性

を示すことを明らかにした (Nature Commun. 2015)。また、高木グループ、A02 北浦グループ、A03 吹

留グループ（公募）との共同研究により、二次元物質層の界面電子状態の研究も行い、エピタキシャル

グラフェンと SiC の界面において、特徴的な低エネルギーフォノンを初めて発見した（Phys. Rev. B 
2017）。石田グループは、高木グループと共同で、シリセンの電子状態を解明した(New. J. Phys., 2015)。

図１０.（上）金属錯体二次元分子シートの
電気伝導度測定(A01 西原グループ & A03
長谷川修グループ).（下）金属錯体リンカー
分子ワイヤーの構造(A01 寺尾グループ & 
A03 夛田グループ. 
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松本和グループは、A04 赤井グループ（公募）と分子吸着単層カーボンナノチューブ素子を用いた素子

を開発した(Nanoscale, 2017)。さらに A01 家グループと共同で、グラフェン利用した単分子エレクト

ロニクス素子を開発した（図３）。 

A02 公募班                                                     

公募班では、基板上での分子の構造制御や分子と半導体をつなぐ方法論を提案した。 

小林グループは、DNA に Ru 錯体を結合させた発光性 DNA 鎖や、DNA に吸着させたアニリンを光重合さ

せることで、あらたな DNA とポリアニリンの複合有機分子ワイヤを作製し、A04 松本卓グループ・A04 葛

西グループと共同で電極への固定に成功した（Nonl. Opt. Quantum. Opt. 2015)（図１１）。山野井グループ

は、A01 田代グループ・A03 夛田グループと共同で

シリコン電極基板の化学修飾を行う基礎研究とし

て Si-Si 結合を持つヒドロシランとジヨードアレ

ーンを用い、環化ジシランを合成し、その分子運動

を明らかにした（J. Am. Chem. Soc., 2017）。さらに、

A03 夛田グループと共同で、微細加工したシリコ

ン 電極に 分子を 固定す る方法 を開 発し た

(Langmuir, 2016)。奥山グループは、STM による分

子マニピュレーションにより電極表面上の分子配

置を精密に制御し、単分子接合の周辺に吸着した

分子のつくる電場が電気伝導特性に影響を与える

ことなどを明らかにした(Scientific Reports, 2015)。
北浦グループは、上記のように、米田グループと二次元物質層の電子状態に関する研究を行った。 

 

A03 計画班                                                     

単分子接合や分子・原子層膜の電荷・熱輸送特性の解明を行った。さらに、A04 班への橋渡しを意図

し、ゆらぎやノイズに関する計測と理論的考察を深めている。 

浅井美グループは、夛田グループと共同で、単分子接合の金属

内包フラーレンが単分子接合で最大のパワーファクターを示

す理論的背景を明らかにした(Nanoscale, 7, 20497, 2015)(図

１２)。その他にも、単分子接合の熱輸送過程を理論的に研究

し、分子の有限長のために Wiedemann–Franz 則が破綻する場合

がある事を見出した(Scientific Reports, 2017)。長谷川修グループ

は上記の通り、A01 西原グループ（公募）と共同で成果をあげ

た。さらに、グラフェンがカルシウムのインターカレーション

で超伝導化することを報告した(ACS Nano, 2016)。山田グルー

プは、STM により、鉄基板上で孤立分子の位置が強固に固定さ

れることを発見した（Scientific Reports, 2018）。さらに、A01 小

川グループおよび A04 葛西グループと共同で、グラフェンナ

ノリボンの電子状態を解明した (Nanotechnology, 2018)。夛田

グループは、強磁性電極を用いた単一分子の熱起電力測定を行

い、電気伝導を担う分子軌道がスピン分裂を起こしていること

を示した（Nano Lett., 2014）。さらに、上記の通り、A01 家グ

ループ、アルブレヒトグループ（公募）、田代グループ、寺尾

グループ、A02 山野井グループ（公募）と班間共同で、単分子

接合の作製と電気伝導度測定に関して成果を上げた。 

 

A03 公募班                                                     

杉本グループは、上記の通り、A01 宇野グループおよび A03 坂口グループ（公募）との共同研究で分

子内分解能の AFM 観察技術を利用した化学反応の可視化について成果を挙げた（図４）。坂口グループは

従来困難だったアームチェアエッジ型のグラフェンナノリボンを Au(111)上に大量にボトムアップ成

長させることに成功した（Adv. Mater., 2014）。さらに上記の通り、A01 宇野グループ及び A03 杉本グ

 

小林先生 

図１１.基板に伸長固定された DNA の AFM 像(小林グル
ープ & A04 葛西・松本卓グループ). 

図１２.金属内包フラーレンの熱起電力
測定（上）と理論解析（下）（浅井美 グ
ループ & 夛田グループ）. 
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ループ（公募）との共同研究により成果を挙げた（図４）。内藤グループは、簡便なナノギャップ作製方

法を開発し(Apply. Phys. Express., 2016)、作製ノウハウを公開することで、A01 松下グループの研究活

動や、後述する A04 松本卓グループの研究に貢献した。吹留グループは、上記の通り、A02 米田グルー

プ、高木グループらとグラフェン素子についての成果を挙げた。中山グループは、A01 アルブレヒト

グループと共同で、カルバゾールデンドリマーの励起状態を理論的に明らかにした(Chem. 
Comm.,2017)。 

 

A04 計画班                                                             

分子のゆらぎと非線形現象に着目した機能設計を担当し、ノイズを活用する確率共鳴に加え、いくつ

かの新たな論理演算システムが提案された。分子由来のノイズの実測や、確率共鳴を起こすことが知

られている分子集合ネットワークの伝導機構などについて

新たな知見が得られた。 

葛西グループは、A01 小川グループ、田代グループと共同で、

GaAs ナノワイヤ FET を用い単一分子電荷センシングに成功

し、金属探針 AFM を用いてその機構を解明した（Jpn. J. Appl. 
Phys., 2016）(図１３)。また A02 松本和グループとの共同研究

により、確率共鳴のための非線形関数設計論、生体信号検出

などへの応用を開拓した（Appl. Phys. Express, 2018）。松本卓

グループは、A03 内藤グループと自己ドープ型のポリアニリ

ンと金微粒子を混合した物質層において、ネットワーク内で

の信号混合と信号とノイズの分離入力による確率共鳴動作

のデモンストレーションに成功した (J. Appl. Phys., 2016, 
2017) 。浅井哲グループは、分子情報処理システムを構築す

るための新たな方向として、「パルス情報処理」を提案する

とともに、上記の通り、A01 小川グループ・A04 赤井グルー

プと自発的電流インパルスに関する成果をあげた（図８）。 

A04 公募班                                                        

単分子を利用したノイズの発生方式の提案や、ナノワイヤなどの他の物質系との復号化による新機能

の提案がなされ、新たなアーキテクチャ構築に向けた土台が議論されている。 

赤井グループは、上記の通り、A01 小川グループ・A02 松本和グループ・A04 葛西グループ・A04 浅井哲

グループと共同で成果を上げた（図８）。岸田グループと佐々木グループは、分子性結晶をもちいて、電場な

どの外場の印加によって分子の電子状態を制御できることを示した（Phys.Rev.B,2017）。長谷川剛グルー

プは、非アルゴリズム型の意思決定回路の動作原理の候補である「綱引き動作」を集積可能な固体素子

で実行可能であることを示した (Nanoscale, 2016)。柳田グループは、単結晶酸化物ナノワイヤを利用

した分子センサデバイスを開発した (ACS Sensors 2016, 2017)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３.分子吸着ナノワイヤにおけるノイ
ズの発生機構の解明（葛西グループ & A01 
小川グループ、A01 田代グループ）. 
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６．特徴的な共同研究推進⽅針と今後の研究の継続性の確保にむけた取り組み 
 上記の成果を産み出すにあたり、最も困難であった A04 班と他班の相互理解を深める次のような取

り組みを実施することで、異分野を統合した新学術創成の基盤を築いた。 

 まず、Ａ０４班が他班を理解するための視点として、体系化シート（図１４）を作成し、半導体工学

と分子エレクトロニクスの接点を明確にした。 

さらに、出口イメージをより明確にするため、単分子エレクトロニクス素子の特性がどのような情報

処理に繋がる可能性があるか、という出口戦略を示す俯瞰図（図１５）を２年目の終了時までに作成し

図１４ 機能分類表（左上）と体系化シート（右下）. 
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た。この俯瞰図により、領域メンバー全員が、何をどのように研究展開を行い、領域の目標にどのよう

に貢献できるかという戦略が明確になった。 

 

 
 研究分野を継続的に発展させていくため、一般に開かれた研究会として「分子アーキテクトククス

研究会」を組織した。さらに、本学術領域研究が目指す新分野の体系的な教科書として、「Molecular 
Architectonics」を Springer 社から出版した(図１６)。この教科書は若手ワークショップのテキスト

として用いられ、今後の分子アーキテクトニクス分野の発展の方向性を議論するため、有用な役割を

果たした。またこの分野の入門的な日本語の総説、「CSJ カレントレビュー: 分子アーキテクトニクス

-分子エレクトロニクスの新たな展開」（日本化学会編・化学同人）を出版した(図１７)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１６ Springer 社より
出版した教科書の表紙. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１７ 化学同人より出版さ
れた日本語総説の表紙． 

図１５ 単分子エレクトロニクス素子の特性と情報処理の関連を示す俯瞰図. 


